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最近の福岡市域での住宅建築の波はとどまるところを知らず，埋もれた文化財が失なわ

れていく機会が大変多くなっています。

福岡市教育委員会ではこうしたもののうちやむなく破壊される場合については国庫の補

助を受けて記録保存に努めております。今年も市民の方々の協力を得て多大な成果をあげ

ることができました。付きましては本報告書が更なる文化財理解の歯車となることを願っ

てやみません。

昭和55年　3　月

福岡市教育委員　会

教育長　西　津　茂　美

－　れ　い　げ　ん　一

口　本報告書は福岡市教育委員会が国庫補助を受けて1979年度に実施した福岡市博多区板付周辺地

区の民間宅地造成，建築にともなう緊急調査報告である。

□　遺構の呼称は全て記号化して番号を付した。湊→D，土砿→K，住居址→C，袋状竪穴→Pと

し、例えばSD－01等と標示する。

□　本書に掲載した写真は遺構を柳沢が，遺物を堀英夫氏が撮影した。

口　証は各章未に付した。

□　本書の執筆は，諸岡G区先土器時代遺物を二宮忠司氏（市文化課），D～10a地点SK－01出土

の瓦・増を亀田修一氏（九州大学大学院）、同地点の弥生式土器を小林義彦氏，SD－01出土土

師器観察表を吉原滝雄氏にお願いした。他は横山・柳沢が分担した。また編集は横山・柳沢が

担当した。
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序　　本年度調査と調査経過

昭和54年度は国庫補助事業として住宅建設・宅地造成に伴なう下記4地点について緊急発

掘調査を実施した。（Fig．1）

1H－1如地点　博多区諸岡2丁‾目9－19°KOデンタル所有地290㎡。ほぼ全掘。

2H－14b地点　博多区諸岡2丁目9－15。熊谷清六氏所有地895㎡。ほぼ全掘。

以上はあわせて「諸岡G区」と呼ぶこととする。

3D面10。地点　博多区板付5丁目8－3。浦川義雄氏所有地794㎡。発掘面積約370㎡。

4E－5・6地点　博多区板付2丁目13－13。荻林弘氏所有地800㎡。発掘面積約570㎡。

諸岡G区は昭和50年度調査地点につづく丘陵東裾部にあたる場所で，昭和51年に調査され
（註1）

て縄文時代晩期の夜目式土器片を多量に出土したF区の西側であるため同時期の生活遺構の

存在が想定されていた。同地点では縄文時代晩期竪穴住居址及び竪穴，弥生時代前期貯蔵穴

及び溝、中世期掘立柱建物，土拡墓，溝などの遺構が検出された。また調査区最高部では先

土器時代の包含層の調査も行った。
（註2）

D～10a地点は古瓦，礎石などの出土が伝えられる警察学校遺跡を含む丘陵の北端裾部分

にあたる。ここでは各種土師器・木製農耕具類を豊富に出土した古墳時代前期溝，奈良時代

溝・瓦潜などの遺構が検出された。

E曲5・6地点は板付環溝遺構の東側沖積地にあたり，過去の側溝工事の所見により弥生

時代包含層があることが確認されていたが，今回調査の結果弥生時代竪穴，溝，掘立柱建物

などの生活遺構が検出された。

発掘調査は教育委員会文化課柳沢一男と横山邦継が中心になって行ない，吉原滝雄に非常

な補助を得た。調査全般にあたっては板付遺跡調査事務所に多大の協力を得た。またD－・～10

a地点出土の建築材鑑定では九州大学工学部山本輝雄先生から現地で指導を受けた。次に発

掘～整理作業では以下の人たちに協力をいただいた。（敬称略）

地主：荻林弘，浦川英雄，熊谷清六，KOデンタル。

参加協力者：吉原滝雄，掘英夫（九慶大），小林義彦，舟山信一（大野城市），亀田修一

福尾正彦（九大大学院），久保智康，田中秋郎（九大），木村良子。

調査作業員：大部茂久，大和充，徳永静雄，津村武光，須上伝三郎，白石敏雄，屋山利久

岩隈由丸，関和子，山村スミ子，金出キチエ，安高久子，永松伊都子，河鍋昭子，古賀博子

山本ハヅ工，須上キミ工，宿久光枝，勝野美智子，勝野孝子，菅谷初子，江嶋光子。

整理補助員：田中文子，中村ミサヲ，磯野妙子，松野静子，細川恵美子，河野千賀子，内

山恵子，永松礼子。
・

（註1）　山口譲治福（1976）板付周辺遺跡調査報告書（3）福岡市埋蔵文化財調査報告書第36集1976年

（註2）　福岡市埋蔵文化財地名表　総集編　福岡市埋蔵文化財調査報告書第12集1971年
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第1章　E－5・6地点調査概要

板付北台地の東側で，地籍は板付2丁目13－13である。今回荻林弘氏の宅地造成が行なわ

れることとなり，先だって発掘調査を実施した。調査区は約800㎡であるが東側には土盛り

による駐車場があり，南側・西側には水路があるために調査区は約500㎡である。北隣りに

は経済局の航空対策による板付北校区の集会所の建設が予定されており，荻林氏宅分をⅠ区

とし，後者をⅡ区とした。

層位は，第1層現代水田耕土（標高8．90m），第2層原上，第3層褐色粘土～シル下層，

第4層黒灰色細砂～シル下層，第5層褐色砂層，第6層黒灰色細砂～シル下層，第7層暗黄

褐色粗砂～黒褐色粘土層，第8層黒色粘土～シル下層，黒灰色シルト～細砂の互層，第9層

粗砂層，第10層青灰色シル下層，第11層黒灰色粘土層，第12層青灰色粘土層，第13層黒色粘

土層，第14層八女粘土層となっている。第4層が中世の包含層で，第4，5層の間が古代の

包含層で，第5層が弥生時代後期の包含層である。第7層は板付Ⅰ式土器期の包含層で，第

8，9層は夜白式土器の包含層である。

遺構（Fig・2）としては，八女粘土層に掘り込まれており，1問×2間の建物1棟（SB

－01），竪穴遺構4基（SK～01～04）と溝（SD－01自然流路？）1条が確認できた。1

間×2問の建物は第4層下面から柱穴が掘り込まれており中世と考えられる。柱穴間は，南

北が2．2mで東西が2．7mであり，4個の柱穴の底には礎板が残っていた。SK～01は弥生

時代終末期のもので直径が0．7mの円形の祭把竪穴で甕，壷，高坏，鉢，砥石が出土した。

SK面02は1．7×3mの隅丸長方形に近い不整形竪穴で三叉鍬1点が出土している。SK－

03は弥生時代後期のもので直径1．7mの不整円形の井戸状遺構でミニチュア土器2点等が出

土している。SK－04は杭が巡っており，溝状遺構と一連のものとも考えられる。SD－01

（自然流路？）は幅約3mで弥生時代中期前半期に成立し，同後期に埋まっている。両岸に

は護岸と考えられる杭があり，堰状の遺構もある。出土遺物としては，中期前半の土器と投

弾，紡錘車等の土製品，石庖丁等の石器が出土している。

包含層の出土遺物としては，第4層で瓦器塊2点が出土している。第5層からは，弥生時

代前野から後期までの甕，壷，鉢，高坏，器台等多量の土器と鋳型1点，銅鏃1点が出土し

ている。石鏃，石曳，石剣，石庖丁，穿孔用石器，蛤刃石斧，扶入片刃石斧，扁平片刃石斧

石ノミ等の石器，投弾，紡錘車等の土製品，ヒシャク，掘り棒，クサビ等の木製品が出土し

ている。第7層からは，夜目式土器の甕，ミニチュア土器等と板付Ⅰ式土器の甕，壷等の土

器と石鏃等が出土している°

板付遺跡の調査は，北台地及び北台地の西側に集中しており，東側の低地の調査は今回が

初めてであり，板付遺跡の東側の状態を知る上で重要であったといえる。今後Ⅱ区とともに

整理を行なって，来年度調査報告書を発行する予定である。
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県 道

F短・2　E－5・6地点遺構全体図（与も。。）
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第2章　諸　岡　G　区

L．調査概要　諸岡遺跡は昭和47年以来5次に亘る調査

（A～F，H区）によってほぼ東側斜面の遺構分布が先土

器～中世に及ぶことが知られた（Fig．4）。今回調査地点

（G区）は丘陵の東南部分にあたり，東側に緩く傾斜する

丘陵裾に射出する。調査区では東側平分がほぼ旧地形を残

し，西半部はかなりの削平を受けたと思われ平坦なテラス

状となる。このため西宰部は遺構が全て浅いものとなって

いる。調査は機械力による表土剥ぎ後に北側から行なっ

た。表土以下の上層には夜目式土器片の出土が多いが単一

時期の包含層となるものは確定できなかった（Fig．3）。

検出した遺構は先土器時代包含層（細石器），縄文時代

晩期の住居址1軒（SC～・01）・竪穴1個（SK～07），

弥鐘崎代前期貯蔵穴1個（SP～01）・溝1条（SD～～

07），中世期掘立柱建物3棟（SB～01，02，03）・井戸

2個（SEhOl，02）・土拡墓1基（SK－05）・溝3条

（SD－01～03，08），近世溝一条（SD－～06）などであ

る。

細石器は北西部の高まりに包含層をとらえ得た。これら

は全．て上部新期ロームに含まれるもので細石刃2点他が出

土した。また他の遺構覆土より細石核3点もみとめられた。

住居址（SC一雄1）は方形或は長方形プランで東壁を中

世溝に切られるが一辺がほぼ3m程度の規模となろう。亦

SK～07はこれにともなうものかと考えられる。

弥生時代前期（板付Ⅱ式期）では袋状竪穴（SP－01）

が知られ，SD一一－07を加え諸岡C・D区に魁ける時期の生

活址の拡りが考えられた。

中世期は掘立柱建物・井戸とこれらを囲絶する様な溝遺

構で構成され，中世集落の一端を物語るものとして興味深

いものがある。

雲
g
・
∽
　
単
五
G
東
沖
識
ヒ
凪
漂
彗
凶
（
ざ
°
。
）

U14ゝ　く方口N）トJ
e　　　　　　°　　　　　　°　　　　　　e　　　　　　°

油泊昂油鮒
匝討討討杜
若由挿画
爛眉目十誘
け蠣　蠣
出　汁

g qO。。7。）

昂
避
仲
仕

抽
選
匝
廿

油
討
匝
農
場
廿

菜
摘
義
時
農
場
出

羽
討
匝
ロ
ー
ト
廿

■



Fgi・5　諸岡G区地形図（施O。）
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Ⅱ　先土器時代の遺物

諸国G区西側部分の高まり（Fig・6）で先土器時代の包含層が確認された。調査結果は，

細石刃2点，剥片2点，細片が4点のみで包含層自体薄かったこともあるが，大部分削平さ

れていることカ享判明した°このほか中世の溝，弥生の貯蔵穴内覆土から，細石核2点，石核

1点，石刃1点が出土。1・2は細石刃である。1は両端部が切断され，2は上端部が切断

されている。3は切断された石刃である。表面における剥離方向は1方向で，断面三角形を

なす形態である。切断面は裏面からの力が加わったことを示している。4は，不定形の剥片

である。5は，舟底型細石核である。打面は上下二方向の剥離が認められる。打面調整面に

は，小さな調整剥離が認められる。細石刃離面を2面もつ°左側辺に認められる剥離面が，

この部分にあたり，この面が終了した後，正面の剥離面に移行している°　正面観の剥離は，

左右の剥離後，中央部に移行する剥離工程を連続的に剥離する一つのパターンを示す。右側

辺は，下位からの方向により剥離を行う。6の打面は，同一方向からの剥離によるが，細部

の剥離は認められない°正面観における細石刃剥離工程は原則として3条の細石刃を連続的

に剥離していく。5と同様に左右から中央部へ移行して剥離する。側辺部は，斜めからの大

きな剥離によって形成されている。7は不定型の剥片を剥離した小石核である。打面は左右

の二方向で，細部加工はない。裏面に自然面が残る。

5cM

Fig．7　先土器時代出土遺物実測図（与i）
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Ⅱ　縄文時代の遺構と遺物

諸岡F区調査の際多量の夜目式土器とこれに伴う石器群の包含層が確認されたことから西

側台地にあたるG区に生活遺構の存在が考えられていた。

1．SC－01（Fig・8．9）

東側に向って緩く傾斜する調査区の裾に近い部分で一軒の竪穴住居址を検出した。住居址

の覆土は暗褐～漆黒色のよくしまった土で遺物以外では殆ど異物を含まない単一な堆積をし

ている。

構造（Fig・8）　住居址はローム土に掘込まれており，東壁にあたる部分は中世期の溝（

SD－02）によって切られ完全に失なわれている。平面形は方形あるいは長方形と考えら

れ，各コーナーはカーブを描き不明瞭である。現存部分では南・西壁が比較的良好な残りを

示し，これらの壁面の立あがり断面は垂直より寧ろ弱い袋状となる傾向があって全体に特徴

的な点かと考えられる。また内部はほぼ中央部に不整円形の炉址と壁面に沿って柱穴と考え

られる小ピット（a～h）7個がみとめられる°　炉址は壁がかたく焼けしまり，焼土が充

満しているが粗大な炭化物は含まない。柱穴のうち壁隅部に位置するb，fが主柱穴で他の

もの（a，C，d，e，g，h）がこれを補助するものであろう。次に床面はほぼ平坦であ

るが炉に向って周囲が緩く傾斜している。

規模（Fig・8）　全体を窺い知ることのできるのは西壁，炉址，柱穴である。壁面の長さ

×高さは西壁で3×0．34～0．39m，南壁で1．8＋α×0．33～0．41m，北壁で2．1＋α×0．32mと

なるが東壁部分を切る溝（SD－02）の縁辺部，のり面に全く切りあいがみられない点でこ

れ以上は東西軸にあたる南，北壁は伸びないものと考えられる°　また炉址が床面のどの場所

に位置するのか不詳であるが仮に中央部にあたるとすれば東西軸は3．6m程度となり差々東

西軸の長い長方形（3．6×3m）となる可能性もある。次に炉址は80×90cm，深さ10cmを測

る不整円形なものである。柱穴は前述の様に2個の主柱穴（b，f）と補助柱穴（a，C，

d，e，g，h）である。柱穴の径，深さはa柱穴20×35cm，b柱穴30～40×20cm，c柱穴

20×13cm，d柱穴18～30×10cm，e柱穴15～18×17cm，f柱穴30～40×23cm，g柱穴18×6
・

cm，h柱穴18×28cmとなり，b，f柱穴が他に比して大型である。なおb，fの主柱穴間は

2．5mの長さを測る。

出土遺物（Fig・8，9）　遺物は一部のものを除き殆どが細片であるが床面密着及び覆土

中のものを加えると土器・石器とも取りまぜて総数117点が出土した。Fig　8に示した遺物

類の出土位置は床面に密着するものか或は床面より2～3cm程度浮きあがったものに限定さ

れる。出土した土器類は全て夜目式土器の特徴を備えたものであり，甕形土器口綾部5点，

同体部5点，同鹿部3点，壷形土器体部5点，同鹿部2点である。次に石器類は南隅近くで

磨製石器刃部破片1点の出土した以外は石屑類であり，剥片12点，石核2点，削片7点とな

る°　これらの石材は各れも黒曜石である°　また他に小型把手1点，礫類2点，扁平石材1点

砥石（？）1点などである°遺物の分布は土器の場合1点1個体と限定できないが全体的に
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Fig．8　SC～01と遺物出土状況（施0・％）

t l



15

炉辺に土器片が多く，壁面に沿って剥片類が多くあることが知られる。なお図中にはないが

炉址中から火に遭って脆弱となった剥片4！削片6が出土している。
（註1）

SC－01中出土の土器類は甕，壷ともに隣接する諸岡F区包含層（黒色粘質土層）出土の

ものと殆どの点で一致するものである。甕形土器は口綾部，鹿部を含めて6点が図示でき

る。3は端部が断面三角状にとび出し，ややあげ底気味の特徴をもつ。外面ヨコナデ調整，

粗砂粒を混入。焼成軟弱。底径8．2cm。6は口縁より7mm程下った位置に一条の低く鋭い突

帯を廻す甕。刻目は工具の角部を強く押つけ器表まで達している。口縁端～突帯下はヨコナ

デ。これ以下は幅2．3～2．5cm程度の板状工具で斜めにナデおろす。内面は粘土接合部がよく

観察され巾3～4cm，幅0．8cm程度の粘土紐を使用している。外面は暗褐色。胎土に粗砂を

混入。焼成軟弱。口径24．6cm。11は差々あげ底気味の大きく安定した鹿部。鹿部内外面及び

端部はヨ、コナデで他は内外面ともに板状工具でナナメにナデ調整。内外面共に暗黄褐色。胎

土に粗砂を混入。焼成堅撤。底径9cm。16は甕口縁と鹿部である。口縁部は鉢形に近く口縁

端部に斜めに連続する低い不整な突帯をもつ。外面ヨコナデ，内面はヨコ条痕。内外面黒褐

色。胎土に細砂混入。焼成堅微。口径26cm。鹿部は上げ底気味の分厚いもので外面ヨコナデ

内面におさえがある。黒褐色。粗砂混入。焼成堅撤。底径8cm。45は直言する口縁部に鋭い

刻目を施す。外面はヨコナデ後に不規則な平行沈線文。内面はヨコ条痕。黒褐色。胎土密。

焼成軟弱。次に壷では5が鹿部外面ケズリ。内面ヨコへラミガキ。暗黄褐色。粗砂混入。焼

成堅撤。底径7．6cm。9は内外面へラミガキ　暗赤褐色。粗砂混入。焼成堅轍。底径4．8cm。

tab．1　出土剥片長幅対比表

）

次に石器は39が覆土中出土の扁平片

刃看斧（Fig．9）とともに工具とな

ろう。また剥片類は全体で32点が出

土しこれらの最大長幅比を表にする

と（tab．1）全体にバラつきはある

ものの長さ2～3cm，幅2～3cm程

度のずんぐりしたものが多い。石核

は2点の出土であるが各れも自然面

を打面として使用した小形のもので

あり，剥離痕ともあわせ剥片と共通

するものがある。
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22 剥　　　　 片 1 黒　曜　石

－23／剥　　　　 片 1 黒　曜　石－．

24 削　　 ．片． 1 黒　－曜　石

25 削　　　　 片－ 1 黒　曜　石

26 ．削　　　　 片 1 黒　曜　石

27 剥　　　　 片 1 黒　曜．石

2甲 円　　　　 礫 1 磨石 （？）

29 ・剥　　　　 片 ．1． 黒 ．曜　石

30 砥　石 （？） 1 砂　　　 岩

31 削　　　　 片 4 黒－　曜　石

32 石∴　　　 核 1 黒　曜　石

33 剥　　　 一片 1 累－　曜　石

34 剥　　　　 片 1 黒．曜　石

・35 剥　　　　 片 1 黒－曜　石

36 削　　　　 片－ 1 黒　曜　石

87 削　　 ．．片 1 － 黒．曜　石

38 削　　　 年 1 黒　曜　石

39 磨製利器刃部 1 粘　板　岩

40 射　　　　 片． －．1 黒　曜　石

41 －，．剥　　 片 1 黒　曜　石－

42 長一　円　 礫 1

、43 長　 円　 礫 1 砂　　　 岩

44
－
石　　　　 核 1 患　曜　石

－
45 －甕　口　縁 部 1

内：粂　 痕

外：ナデ・沈線

番号 器　　　　 種 数量 調　 整　 他

1 甕　 口　 縁　 部 1
内：条　　 娠

外 ：ヨ－コナデ

2 壷　　 胴　　 部 1
内：へラーナデ

外： ？

3 甕　 底　 率 1
内： ？

外：ヨコナデ

4 扁 ．平　 石　 材 1

5 壷　　 鹿　　 部 1
一内：．ミ　ガ キ

外・：ヨ．コナデ

6 甕　口　縁一部 1
内： ？

外：ナ　　 デ

7 壷　 胴　 部 2
内：ナ　　 デ

外： ？

8 壷　 胴　 部 1
内：ミ　ガ キ

・外；ミ　ガ キ

9 壷　 鹿　 部 1
内：ミ　ガ キ

外： ？

10 壷　 胴　 部 1
内：へラナデ

．外： ？

10／ 甕　 胴　 部 1
－内：粂　　 痕

外：ナ　　 デ

11 甕　 鹿　 部．． －1．／
内：ヨコナデ

外－±ナ　 デ

11′ 壷　 胸　 部 1
内：ヨ．コナデ

外： ？

12 甕　 胴　 部 1
内：へラナデ

外：ナ　　 デ

13 甕　口　縁 部 1
内：条　　 痕

外：ナ　　 デ

14 甕　 胴一　部一 1
内：．？

－外： ？

15 甕∴　胴　 部 1
柄　 ？

外：－？

16 甕口縁・鹿部一 2
内：条　　 痕

外：ヨ．コナデ

17 甕　 胴　 部 1

料i ？

外：条　　 痕

18 小　型 把　手 、1－

19 剥　　　　 片 1 黒　 鳴　 石

－
5　20 剥　　　　 片 1 黒　 曜　 石

－　21 剥　　　　 片 －1 黒　 曜　 石 Tab・2　SC－01出土遺物表
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2．SK一07（Fig．10）

竪穴住居址（SC－01）の南方約15mに位置する不整円形の小竪穴である。覆土はパサハ

サした漆黒色土の単一な堆積である。遺構上面はかなりの削平を受けているが長径100cm強

短径90cm，深さ20cm程度の規模をもっている。竪穴中央には大型壷が据えおかれた状態で鹿

部を下にして出土した。他に覆土中より剥片（サヌカイト），チップ（黒曜石）が各一点出

土した。出土した壷型土器は鹿部が差々あげ底気味で大きく安定している。内外面ともに磨

滅が著しいが外面下部にヨコへラミガキがのこる。鹿部に従って器壁が厚くなる。暗赤褐

色。焼成軟弱。底径10．6cmをはかる。現在のところこの竪穴の性格については不詳であるが

SC－01と何らかの関連をもつものと考えられる°

1M
L．一一．．1：　　　　．1

0　　　　　　　10cM
L－．．．．；　　．．．－」

Fig．10　SK－07と出土遺物実測図　①（施0・弘）

3．小　　　結

諸国遺跡G区での縄文時代晩期住居址の発見は北部九州において晩期から弥生時代前期に

かけての住居形態変遷上の空自を埋めるものとなったとともに夜目式土器とこれに伴う磨製

工具，各種打製石器類の存在部分をF区から援用すれば夜目式土器文化の単一時期設定が考

えられよう。今回の調査区では晩期関連遺構は前述のSC－01，SK－07の2遺構にとどま

ったが住居址南側斜面部分では夜目式土器の発見も殆どないのに対して同じ東側斜面でも北

半部は夜目式土器を出土する小ピット群等（Tab5）や地山直上に堆積する黒色土層中に豊

富な同土器の包含がみられる点で同時期の集落の中心をなすのは住居址の北部一帯であるこ

とが考えられよう。また生産遺跡はF区調査の所見から丘陵裾部に近い場所には黒色粘質土

中に豊富な包含層を残してはいるもののこれ以東は諸岡川の濫乱による厚い粗砂層の堆積と

なっていることから東斜面裾部に沿って狭長な残りがある可能性が強い。

（註1）　板付周辺遺跡調査報告書3．福岡市埋蔵文化財調査報告書第36集1976年
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Ⅳ　弥生時代の遺構と遺物

1SP－01（†。b．3，Fig．11，12）

比較的残りの良い円形袋状竪穴（貯蔵穴）で調査区西端部で検出された。これもまた諸岡

丘陵では初めての発見である。

①　構造・規模一外部は0．6×0．8mの不整円形に開口する。内部は断面が顕著な袋状とな

り，鹿部直径1．5～1．6mをはかる。床面は壁に沿って高まりをみせ「中央部がやや窪んでい

る。なお深さは0．7m強を残している。

④　出土遺物（Fig．11・12）　遺物のうち土器類は全て細片で図に供し得るものは少なく

石器類にもみるべきものは多くない°

石器類では工具としての扁平片刃石斧破片1点，石核9点（黒曜石），剥片52点（黒曜石

48　サヌカイト4），二次加工のある剥片3点（黒曜石），サイド・スクレイパー1点（サ

ヌカイト），母岩1点（黒曜石），削片28点（黒曜石）であるが，この他に先土器時代に

属するマイクロ・コア1点，石核1点，剥片3点，二次加工のある剥片1，不明石器片1点

などが混在して出土している。このうち剥片52点については最大長・幅を計測して表にした

（tab．3）。これによると大きさは長幅が2．5～3×2cm程度のものに集中する傾向がある

がこの事は前のSC－01出土例に対比すると全体的に長さの大きいスマートな剥片が多いと

いえようが法量的には石鏃製作に使用されると思われるものが多い。また打面の観察できる

ものでは自然面を打面とするもの22点，平坦打面5点，調整打面12点となり自然面打面を有

する剥片のしめる割合が大きい。

土器（Fig．11，12）　土器類で図示し得るものは31点にすぎないが全体的には夜目式土器の

破片が非常に多く板付Ⅱ式に属するのは10点に満たない。

tab．3　出土剥片長幅対比表

夜目式土器のうち甕は口琴部（Fig・11）

の形態上①内奪気味のもの（1），④直

線的に内偵すると考えられるもの（2，

3，4，5，8），③直線的に外方に開

くもの（6，7，9～14）とに区別され

る。①は内外面ヨコナデ調整。暗黄褐

色。④は8に代表される様に胴部の屈折

のつよい形態となろう。また突帯の位置

は口径端部に殆ど一致している。器面調

整はヨコ条痕。ヨコナデ，非常に細かい

ハケ目調整がみられる。④は刻目突帯を

もたない14が内外面ともにヨコ条痕であ

る以外はへラナデ，ヨコナデで器面調整

される。器色は黒褐～暗褐色のものが多
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い。①，④，③ともに粗砂粒を含み，焼成は堅微である°次に鹿部（Fig．12－4～11）は

4が非常なあげ底となり特異である以外は全て甕形土器鹿部の特徴を具備しており，外面ヨ

コナデ，鹿部外面にヘラケズリ（6，9，10）がみられる。粗砂粒を混入。焼成は堅徴。次

に壷（Fig・1ト17，18，Fig・12～1，2）は大型のもの（1）を除けば小壷が多く，粗砂粒

を混入する°焼成は堅徴。1は外面へラミガキ，内面ヨコナデ。2は内外面丹塗り，17は調
．

整不詳。18は内部に接合痕をのこし頸部に沈線を有する。次に鉢（Fig．11－15）はヨコ条痕

後にヨコナデ。黒褐色。焼成堅徴。

板付II式（Fig・11工6，Fig．12－3，12，13）　甕口縁（16），甕鹿部（12，13）これに

董（3）が出土している。13にタテハケ目調整を施す以外は・ヨコナデ。全て器色は暗黄褐

色。焼成堅微である。数量は少ないが確実に混入している°

0　　　　　　　10cM
L－．一一．一一．－．－十　一　　　一1

「
桓

こ　て

譲葉鮎．lr、ミ卿5・一シ

箪諜攣‘
．

～　　■r

∫．jLJ

10

し」：±蛮声11

．－

0

En－．．．エロ．上．一一聖M Fig．12SP－01出土遺物実測図（％）
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2　SD－07（Fig・6，Fig．13）

調査区南側の斜面を東西に走る溝状遺構で西側部分で立あがり消滅している。現存長約5

m，幅40～50cm，深さ15cm程度を残している°覆土は漆黒色の単一土である。出土遺物は板

付Ⅱ式の甕鹿部（1点），同体部破片（23点）壷口縁（1点）であって量的には少量であ

る。甕（Fig．13）はややあげ底気味の安定した鹿部片で内外面ともに暗赤褐色を呈し，外面

0　　　　　　5cM
I1－・．．i－．二］

Fig．13　SD－07出土遺物実測図（％）

は細かいタテ刷毛目調整，鹿部内面には指おさえが

残る。胎土に石英砂を含み，焼成は軟弱。底径8．4

cm。この溝状遺構は貯蔵穴（SP－01）と同時期に

存在したものかと考えられるが遺構の遺存が悪く両

者の有機的関連は把むことができない。

3　小　　　結

G区で検出された弥生時代（前期）の遺構は袋状

貯蔵穴1基，溝1条にすぎない。これに加えるとす

れば調査区中央部のピット群（柱穴）中に生活遺構を考えうるが建物としてまとまりを欠い

ていて確定できない。過去の諸岡丘陵の調査ではA～C区で前期の遺構群が多数見付かって

いる。中腹にあたる芸崖では中期中葉～後期初頭に至る甕棺墓群の西側で残存長16m，幅60
（註2）

～70cm，深さ20cm程度の小さい溝状遺構が検出されている。またC区全域～D区南半にかけ

ての斜面には前期末土器に朝鮮系無文土器をともなう竪穴群が20個検出されている（第3～

6，7a，8，10，11，13，14a，14b，17，19，20，21，40，43，44，19，41号竪穴）。

これらのうち第7号，第14号は切合う4個の竪穴遺構であるが，他は相互に切断関係をもた

ず短期間に営まれた遺構群であることが知られる。竪穴は断面が袋状となる貯蔵穴様の構造

をもつも・のもあり，第17，40号では焼土塊を混じている点で単純に貯蔵穴と判断できないも

のである。また第3，4，5，17，20，40号竪穴では遺物の上で板付Ⅱ式壷形土器と無文土

器系甕形土器の共伴関係がみられ，弥生時代前期末における日朝彼我の関係を考える上で有

力な資料を提供した。更にこの生活遺構としての竪穴群との関連はよくわからないが丘陵頂

上部にあたる甕棺基地B区周辺では前期末甕棺破片（Fig．27一1）が採集されている。これ

らから諸岡の場合板付Ⅱ式期では通常数基～数十基と群集する袋状竪穴が丘陵南裾にひろが

る可能性があり集落の中心もまた同地域であろうか。
／

（註1）『板付周辺遺跡調査報告書1』（福岡市埋蔵文化財調査報告書第29集）1974

（註　2）『板付周辺遺跡調査報告書2』（福岡市埋蔵文化財調査報告書第31集）1975

・：
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V　中世期の遺構と遺物

1　概　　　要

今回の調査地点は諸岡丘陵の東南裾にあたり，・西から東へ下降するゆるい傾斜地である。

発掘区の東端には，南北にのびる段落ちがあって，東側には沖積地が拡がっている。これま

で，諸岡丘陵周辺の調査によって古代～中世にわたる遺構・遺物は少なからず検出されてき

たが，ある程度まとまった内容の遺構が検出されたのは諸岡G区が初めてといえる。

G区では，発掘区全域から該期遺物が出土した。明らかに，この期に属する遺構としては

掘立柱建物3，井戸2，土拡4，土拡墓1，溝3がある。また，発掘区全域にわたって，性

格不明の小竪穴が多数検出された。柱穴とみとめられるものは少なく，その大半は帰属年代

は不明なうえ，なかには木根痕，耕作によるものも含まれており，掘立柱建物を検討するう

えで障害となった°　したがって，建物をまとめきれなかった憾みもあるが，未検出の建物は

検出されたる棟をさほど上まわる可能性は少ないと思われる。

まず遺構で注意されるのは，3条の溝である。SDOl・03は，ともに02によって切られて

おり，01・03→02の推移が辿れる。SD02は両端とも発掘区外にのびる。しかし発掘区北端

で検出されたSD08は，覆土の形状がSD02に近く，この2条が連続する可能性が強い。こ

の推測に誤まりなければ，SD02・08は裏（西側）に丘陵を背負った一辺約26cmの方形区画

の溝となり，その内側に掘立柱建物・井戸・土拡などが含まれることになる。

しかし，これらの遺構が単一時期に営まれたものでないことは，以下の各節で明らかにな

るが，はじめに遺構の構成と年代観を述べておくことにする。

I期（11世紀後半～12世紀前半）建物SBO2・03，井戸SEO2，溝SD03で構成される。

この一群では，生活空間を画する施設はみとめられない。また土拡墓SK05は，井戸SEO2廃

絶の際投入されたとみられる土師器（大宰府編年のSE1330期）と等しいものを副葬してい

る。はたして生活空間内に墓地を設けたか疑問であるが，この段階に属するとみておきたい。

Ⅱ期（12世紀後半～14世紀）この期には直接的な生活遺構はない。溝SDOlは出土遺物に

年代幅をもつが，次の段階の溝に切られており，この期のある時点に掘削されたであろう。

Ⅱ期（14世紀代）方形区画の溝SDO2・08の内側に，建物SBOl，井戸SEOlがみとめら

れる。東北半は未発掘なので，他の遺構が組み合さる可能性がある。SK02もこの期に属す

ると思われる。この期の年代決定根拠は乏しいが，瓦質の片口鉢，土師質土鍋が14世紀代と
（註1）

推測された那珂川町井手ノ原遺跡の遺物に共通することを援用した。

Tab　4　　　　掘立柱建物計測表

桁　　　　行

実　　長l　柱間尺

行

実　　長i　柱間尺

NSl　600（20）　6．6・6．6・6．6
1

NS　－　840（28）10・8・10

390（13）

480（16）

EW　540（18）　　9・9　】420

6．5・6．5！N16。30′W
1

8・8　；N20。W

14　　　j N77。E

床面積

㎡
二
㎡
∴
㎡

4
　
3
　
7

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

3

　

0

　

2

2

　

4

　

2

桁・梁行の実長単位はcm・（）内は1尺30cmで除した数値

（註1）『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告』第2集所収1976年　福岡県教育委員会
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2　掘立柱建物　（Fi3．14）

3棟検出された。調査区北部と東部の井戸SE02の周辺には，掘方と考えられるピットも

いくつか存在するが，建物としてまとまらなかった。

SB01発掘区北端近くに検出された南北棟である°　側柱のみの建物で桁行3問，梁行3

間の長方形である。実長は桁行6m，・梁行3．9mを測り，柱間寸法は桁が20尺を三分し，梁

は6．5尺の等間である。掘方は30～40cmの不整円形，深さは15～30cmである。掘方埋土は黒

褐色土のため，柱痕跡は検出できなかったが，掘方鹿部には荷重による凹部がみとめられ

る°柱並びは比較的そろっている。掘方内から，夜目式土器・弥生式土器・土師器・互質土

器・施粕陶器の破片が出土したが，細片のため全形のわかるものはない。土師器杯のなかに

はへラ切り離しのほかに，糸切り離しのものがある。北梁行の中柱掘方は土拡SK03に切ら

れている。

SB02　SB03と重複して検出されたが，掘方の切り合いはない。側柱だけの南北棟建物

で，桁行3問，梁行2間の長方形である。実長は桁行8．4m，梁行4．8mである。柱間寸法

は桁が10・8・10尺，梁は8尺等問であるが，桁柱間は不安定であるo　掘方は径30～40cmの

不整円形，深さは20～40cmである。柱痕跡は確認できなかったが，鹿部には荷重による凹部

がみとめられる。掘方内の遺物は夜目式土器片・石器片が出土している。

SB03　発掘区中央部西よりに検出された。側柱だけの東西棟の建物で，桁行2問，梁行

1問である。実長は桁行5．4m，梁行4．2mで柱間寸法は桁が9尺等間，梁は14尺である°

掘方は径30cmほどの円形，深さは1つを除いて40～60cmを測る。柱痕跡は検出できなかっ

た°　掘方内からは夜目式土器片・石器剥片が数点出土している。

3　井戸（Fig．15）

2基が検出された。SEOlは発掘区北側の方形区画の溝SDOlの内側に，SE02は外側に

位置する。

SE01発掘区中央部のやや北よりにあって，上端径1．3×1．4m，底径0．8m，深さ1．9m

の素掘りの井戸である。井戸湧水点は遺構検出面より約1．2m下方である。地層は上部から

新期ローム・鳥栖ローム・サ八女粘土・さらに段丘形成層の砂礫となるが，上部伏流水は鳥禰

ローム・八女粘土のあいだにあるo　水質は良質とはいえないが，枯渇することはない。

堆積土層の観察では，井戸内はすべて埋土であり，自然堆積をみとめない。湧水点は外方

にえぐれる。埋土からの出土遺物は，夜目式土器・弥生土器・土師器・白磁・龍泉窯系青磁

・石器剥片などの細片が出土したが図示可能のものは少ない。

土師器坏（Fig．15－2）　底～休部の小破片である°　高台は断面三角状の貼付けで，外底

はへラ切り離しである。内底・体外表は丁寧なへラミガキを施し，磨研土器と称されるもの°

SE02　上端径2．6m，深さ2mを測り2段の傾斜をもつ素掘りの井戸である。上端より

1．2mのところで掘方角度を変え，垂直に掘削している。湧水点は遺構検出面より1．2m下

方にあり，地層推移はSEOlに等しい。井戸内はすべて埋土で充填され，自然堆積はみとめ
－′
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1．黒褐色粘質土
2．茶褐色土
3．黒褐色土（八女粘土ブロック混り

4．時茶褐色土
5．黒色粘質土（日色粘土混り）

o 1M
ト1．．　－　．；　　　　　　　－」

＝　⊆三三タフ1

＼＼」⊆♂

10cM
L．－．ⅰ　1－11．；　　　　　　　一一1

＼二三∃　」

Fig．15　SE－01・02と出土遺物実測図（％o・％）

．
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られない。夜目式土器・土師器・白磁が含まれる。青磁は一片も出

土していない。埋土中位から土師器の完形品が3点出土している。

丸底の坏（Fig．15－3・4）　口径15～16cm，器高3．5～3．7cmを

測る。休部中位で屈曲し，言縁部は外反する。4は外底に板目圧痕

を残す。3はへラ切り離し上をナデ，内底にナデ調整が施される。

小皿（Fig．15－1）　口径9．5cm，器高1．2cmを測る。外底はへラ

切り離し上に板目圧痕を残す。内底にはナデ調整がみとめられる。

4　溝

①　SD～01（Fig．16，17）調査区西側から孤を描き乍らSD－

02に東側で切られる溝で長さ20m，幅約1mを測る。亦SK－04を

切る。遺物は全て細片で覆土中より，夜自式土器，弥生式土器，瓦

質土器，土師器皿白磁塊（玉縁状を含む），須恵器，石鍋片，剥片

類が出土したが青磁器破片は一切含まない。図に供し得るのは次の

2点である。

7は内考気味にのびる休部が縁端部で短かく外方に引出される白

磁碗。口径16cm。36は白磁塊鹿部で低くタタミ付きの小さい鹿部を

もつ。休部内面と見込みとの境は列点状となる°底径6cm。

SD－03もまた土層の堆積の上では通常に通水している様子では

なさそうである°

②　SD－03（Fig．1，2）　丘陵裾部に平行する溝。北側では

壁に這入るが南側では立あがり，長さ12m，幅50cm，深さ約30cmを

△黒曜石
▲滑　　石

●須恵器
○白磁器
車土師器

□瓦質土器

Fig．16

SD－01遺物出土状況図（塊00）

はかる。覆土は単一な淡黒色土である。遺物は出土点数が極端に少

なく夜自式土器，弥生式土器，瓦質土器，須恵質土器，自磁器，剥片類であって青磁器を含

まない。

白磁器（Fig．17－1）は口綾部が内奪気味に外方に開き端部は小さく肥厚する薄手の椅良

品で内外面ともに細かい貰人が多い。口径10．7cm。また須恵質土器（同図2）は朝顔状にひら

く言綾部をもち，内面～口縁端部ヨコナデ。頭部はタテの丁寧なミガキ調整。黒褐色。焼成

堅撤。口径16cm，本港はSD－01と青磁器を含まぬ点で共通する。

10cM
L－．11．．；　　　　　」

Fig．17　SD－01・03出土遺物実測図（％）
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③　SD一02（Fig．18・19）　調査区西側から東へ約15m走った地点でゆるくコーナーを

つくり北へ伸びる大溝である°　確認し得た規模は南辺で長さ約15m，幅2．8～3m，深さが

1．5m。東辺では長さ約13m，幅1．8～2m，深さ約1mを測るものであり，南辺は特に二

段掘方の残りがいちじるしい。また東辺は更に北側に伸びるものであると堆測され，北側に

コーナー部分を想定すればSD－08付近がこれに当るかと考えられる。これによると東辺は

約30～35mとなり南辺とあわせて平面形が不整な「コ」字形の構造溝を考えうる°　遺構は夜

目式土器を出土する竪穴住居地（SC－01）および溝（SD－01－覆土中に青磁器片を含ま

ない）を切って新しく営まれている。覆土は単純な堆積を示し（Fig・18）ており，全体的に

黒っぽい土で最下層がわずかに粘質である以外はあまりしまらない土層であって鹿部に滞水

があったとしても二段目掘方の上面あたりではなかろうか。

遺物（Fig．19）　遺物は規模的に大きい割には少量であり，最下層では殆ど出土せず，中

位にあたる第Ⅱ層出土のものが多い。主なものを挙げれば夜目式土器片（6点），弥生式土

器片（25点），瓦質土器（9点一鉢，片口鉢，土鍋），土師器塊片（4点），染付碗（1点）

自磁器碗片（10点一玉縁1，平縁2），青磁器碗片（5点），石臼（1点），石鍋片（2点）

平かわら（2点），不明鉄器片（3点）などである。1～4は瓦質土器である。1は端部の

稜角的な鉢で内面タテハケ後に櫛描文，外面はタテパケ目調整。灰褐色。2も鉢形で肥厚す

る口綾部外面に2条の沈縁，同内面に4条の沈線を付する。外面はパケ目調整で煤が付着。

内面はナデ°　暗褐色。3は土鍋か°器色は明るい赤褐色。外面ヨコナデ，内面ヨコハケ。4

は鉢で内外共に黒色で光沢をもち，ヨコナデ調整°　口径14．6cm。5は石臼上段部破片であ

る。直径18cm，高さ20cmをはかり，安山岩を使用した精良品である。休部中位は若干くびれ

これより差々下った位置1辺が4．6～5cm，高さ約1cmの菱形柄袋を造り出している。柄孔

は四角形で2．3×2．5程度の方形となる。6は染付碗で完器である。内奪気味に開く休部は口

縁近くで緩く外反。粕は差々青色をおびる淡灰色である。休部外面は二対の開花したボタン

曹花，たなびく雲様の

＿且ヱ1出迫腰L　　文様で見込みは9弁花

文に二本の同心円°　ま

部内面に一本の線状文

を施す。口径12．7cm、

器高5．8cm。7は平瓦

で端部は工気に鹿切り。

外面は平行な縄目圧痕。

内面は1cm四方に経緯

が6×6本程度の荒布

圧痕をのこす。

Fig・18　SD－02西壁土層断面図（％o）
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④　SD－04（Fig．6）　調査区東裾部を形成する段おちをSD－04とした。厳密には溝

と呼べないかも知れない。遺物は数量的に少なく，弥生式土器破片（1），土師器塊（2点

一高台付鹿部1），須恵器塊鹿部（1点一高台仲），石核（1点）が出土している°　縁辺部

は大小の出道りがあって高さ50～80cmの段おちを持つ。南側は道路部分に向って竪穴状に落

込み，この部分以下は白色八女粘土層となり常時湧水がみられ滞水する。F区との境は排水

路に断ち切られる。

⑥　SD－05（Fig．6，20）　SD－05は調査区南端部を形成する段おちでSD－04と同

様に真正の溝とは呼べない°　覆土は暗褐色のしまりのない土で各時代の遺物が出土した。遺

物は夜目式土器，弥生式土器，土師質土器，土鍋，白磁塊鹿部（2），同口縁部（2），青

磁皿鹿部・同塊・瓦（平瓦），石鍋，近世陶磁器などであって段おちが近世以降の工作によ

るものと判断できる。

遺物（Fig．20）1は非常なあげ底となる甕鹿部。外面はタテパケ後に下部をつよくナデ

おろす。鹿部内面は指おさえ。赤褐色。焼成堅微。底径6cm。3・4は土師質土器であり塊

形となろうか。3点とも鹿部外端がやや内側に低い丸味をもった高台をもつ。3（底径5．3

cm），4（底径5．8cm）は内外面ともにヨコナデ。暗褐色。焼成堅微。2は須恵器。底径7．8

cm。5・6は自磁器，5は高台が露胎となる碗鹿部。自褐色粕，底径3．8cm。6は皿鹿部。

内面は淡青白粕，外面は露胎となる。底径3．4cm。7は土鍋。短い口綾部は内奪気味に外方

に伸びる。外面は煤厚く，内面ヨコパケ目で鹿部に細かい。口径28cm。

⑥　SD－08（Fig．6）　調査区北端に片側の肩口のみを検出した。肩口からのり面の傾

斜はSD－02の東辺と類似している。遺物は少量であり，須恵質土器破片（1），瓦質土器

鉢（Fig．19－1と同類）が出土していてSD－02と連絡する可能性が大きいと考えられる。

2　ヽ∃三三グ4

で＝±二75＼、∃工＝弐
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4　土拡（Fig．21，23，24）

①　SK－01（Fiq・6）調査区北端部に位置し，SD～08肩口部を切る。径70cm，深さ

60cm程度の円形竪穴である。覆土は漆黒色で単一なものである。遺物としては土師器皿（3

点一糸切り離し），土師質土器塊片（5点），白磁碗片（1点）などが出土している。柱掘

方としても考えられなくはないが他にまとまりを持たず性格は不詳である。

②　SK－02（Fig．21，22）次のSK－03と並列する様に営まれている。プランは長短

軸が2・6×2・Om，深さ30cmをはかる隅丸長方形である。壁断面は皿状に緩く立あがる。覆土

は漆黒色の単一な土である。遺物は細片が多く，土師質土器塊破片（128点），土師器皿（

1点），土鍋（1点），自磁器碗言縁（5点一大小玉縁，平縁を含む），同鹿部（1点），

褐粕陶器（1点），石鍋破片（2点）などであり青磁器は含まれていない。図に供し得るも

の（Fig・22）のうちで1は自磁器腕である。全体に若干草色を帯びた白色粕を厚く掛ける。

口綾部は端部を丸く仕上げ，この付近が肥厚するが器形の上でめりはりの無いものとなって

いる。口径14cm。2も自磁器碗鹿部。低い安定した高台をもち休部は直線的に外方に開く形

態となろう。残存する休部内面と外面の一部にくすんだ白色粕を薄く掛ける。内面の休部と

見込みとの境界は細い亀裂となっている。重ね焼きを示す。また鹿部外面ケズリの暁櫨回転

は逆時計まわり。底径は

6．2cm。3は瓦質土器鉢

か。外面は荒い平行叩

目。内面は4～5本の櫛

描き後にヨコナデ，胎土

撤密，焼成堅緻°

SK－02はSD－03と

近接するものであるが掘

立柱建物（SB一01，02

）と関連をもつ遺構であ

る可能性も残している。

Fig．21SK－02出土状況図（施0）

o
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Fig．22　SK－02出土遺物実測図（％）

③　SK－03（Fig．23）　SK－02の南側に隣接する土拡である。プランは長短軸が1・8

×1．3m，深さ10～13cm程度の隅丸長方形である。壁断面は緩く皿状に立あがるが後世の削

平がいちじるしい。覆土は淡黒褐色の単一な土で遺物は細片すらも見出せなかったが，北側

壁で掘立柱建物SB－01の柱掘方と切りあっており，これを切っていることが観察される。

SB－01はその柱掘方の覆土中に糸切り離し土師器皿破片を含むことが知られており，この

点でSK－03は鎌倉時代以降の所産であると考えることができよう。

④　SK－04（Fig．6）　SK～05と隣接し，長軸線も粒々平行する隅丸長方形土拡であ

る。長短軸は1．25×0．5m，深さ10cm強で北側の短辺がややみじかくいびつである。また東

Fig．23　SK－03出土状況図（施0）

南のコーナーをSD－10

（青磁器を含まない）に

切られていて，これより

新しい所産である°　覆土

は暗褐色で，遺物は自磁

器碗口綾部（2点一玉縁

1），土師器破片（2

点）等が出土している。
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⑥　SK－05（Fig．24）　溝（SD－01）を狭んでSK－04の南側に隣接している。竪穴

（SK～01～5）の中で唯一積極的に墳墓と考えることの出来るものである°　遺構上端はか

なりの削平を受けているものと思われる。平面プランは隅丸長方形である。規模は長軸が

1・75m，短軸は0・68～0．7m，深さが0．25～0．30mを測ることができる。床面は北側に向っ

て緩く傾斜している。また北側側辺に近いところで副葬品と考えられる土師器坏，自磁器碗

一対が出土した。覆土は黒褐色で単一なものであるが，遺物は他に夜目式土器破片（1点）

弥生式土器破片（3点），土師質土器破片（10点），不明磁器破片（2点），自磁器破片

（1点）などが出土している。

遺物（Fig・24）遺物のうち1は白磁碗である。休部は内奪気味に外反し，口縁端部は肥

厚して玉縁状となる。また鹿部は低い安定した稜角的な高台をつける。粕は淡褐色で鹿部外

面，休部高台付近を除いて施粕されるが全体的に薄く，この為に口縁部端～休部外面にかけ

ての回転ヘラケズリ痕が非常に目立つものとなっており，施粕部分の細かい貫人も観察さ

れる。言綾部径17．5m，底径6．6cm，器高7cmを測る。2は土師器丸底坏である°鹿部より

内奪気味に立ちあがる休部は中位に至って屈折してゆるく外反する。外面は休部上半はヨコ

ナデ，下半・鹿部を含めてナデ調整で鹿部切離し痕も残さない。内面は箆状のものでナデ調

整°内外面ともに淡黄褐色。焼成堅撤。口縁部径16cm，器高3．3cm。

SK－05出土副葬品のうち土師器丸底坏は井戸（SE～02）出土の大形品（Fig・15－3）

と法量，器形とも類似する。

‾＋云

0

ヒ≒軍一丁＋←二二二±空M

Fig．24　SK～05と出土遺物実測図（％0・％）
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Ⅵ　その他の遺構

1SK－08（Fig・6，25）

井戸（S㎡－01）の東に隣接する竪穴遺構で柱穴や他の描乱でコーナー部分や壁面が失な

われている。現存で西辺2．2m，南辺2．2m，深さ10～13cmを残すのみであるが，竪穴住居址

の可能性もある。覆土は淡い黒褐色である。

遺物（fig．25）遺物はいびつな坏蓋1点である。天井部はへラ削り後に一部ナデ°へラ

記号をもつ。休部はヨコナデ。内面もヨコナデ，黒灰色。焼成は堅撤。口径13・55cm，器高

3．8cm。

2　ピット群（Fig．6，26，t。b′　5）

建物の柱穴と考えられるピット群は調査区北側あ

るいは西側ではSB－01，02，03の掘立柱建物の掘

方が一番に残りが良く，あるいはこの時期に建物建

設の際の整地が行なわれた可能性もある。更に南側

では柱穴と考えられるものは殆どなく，東側遺構群

の周辺に集中している。ピットは遺物を出土するも

のについてのみ番号を付した（Fig．6）がこれ以外

のものとの間でも建物としてのまとまりは見出せな

かった。遺物を出土したのは全体のうち82個である。

覆土より出土した遺物には殆ど夜目式土器を含み，

時期的にこれ以降のものが多いことが知られるのみ

0　　　　　　5cM
5．－L11

Fig．25　SK－08出土遺物実測図（％）

で限定できない°（tab・5）

遺物のうち図に供し得るものは少量である（Fig・

26）。付したのはピットの番号と同一である。N0．61は夜目式土器甕胴部（赤褐色，外面は条

痕°　突帯下半は煤付着。）に須恵器坏（外面は黄灰色，内外面ともにヨコナデ調整°口径9

cm）が出土した。N0．64では白磁碗（分厚い玉縁状口縁をもち，褐色の強い白色粕を休部外面

上半以外に掛ける。口径15cm。）が出土した。N0．68は夜目式土器（鋭い刻目を施す胴屈曲部

から内傾する胴が口縁で外方に開く。暗褐色。）を出土した。N0．71も夜目式土器（内傾する

■一■岬や■一′憎札「1■一．
l　ヽ．血．シ　ご．hJ一と■r　　　　　　　　．＿・～．．．．L・

車宣ノ・瑚亮、
ユ′＿

璃癖軽
61

二二‾二イ

68

64

♂＼ヒ＝圭≦霊。
Fig．26　ピット群出土遺財実測図（％）

0　　　　　　　　　　　　10cM
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0　　　　　　5cM
t　．　L　．　ⅰ　！

Fig．27　表面採集遺物実測図（施．％）

口縁部をもち，外面ヨコ条痕。黄褐色）が出土した°N0．79では白磁碗鹿部（低いしっかりし

た高台で外面は露胎，内面は褐白色柚。）が出土した。

柱穴群は上記の様に時期限定のための積極的方法欠くこととなり，調査現場での覆土観察

が望まれるところである。

Ⅶ　表土層・表採の遺物（Fig．27）

機械力による表土剥ぎのため表土，排土中に土器細片がかなり採集された。

1は甕棺であろう。甕棺墓地B区の東側で中原志外顕氏によって採集されたものである。

肥厚する口緑端部に撤密な刻目を施し，胴部刻目突帯も低いが仕上げは丁寧である。口縁以

下の調整は荒いタテハケ目後にヨコへラナデ，突帯の上下はつよいヨコナデ調整を施してい

る。また内面は上部に非常に荒目のヨコハケ目を残すが他は不明である。赤褐色を呈し，胎

土には粗砂粒の混入がみられる。口径は51cm。

2はSD－04南側の排土中で採集された。須恵器壷である。ふくらみの弱い胴部が項に至

って差々内傾気味に直立する特徴を持つ。口縁端部は外方に小さく突出して平坦部をつくっ

ている。頚部よりやや下った位置に緩く上下する沈線文を描き，この後に平板なブリッジ状

の把手を貼付けているが，おそらく二耳壷となるものであろうか。外面は灰～灰白色，内面

は淡灰色を呈し，各れもヨコナデ調整がのこる。口径9．8cm，胴部径14．2cm，胎土に雲母片

を混入。焼成堅撤。

3は須恵器高台付坏である。口綾部はほぼ直線的に伸びる形態で高台は鹿部端よりも差々

内側に付けられる。内外面ともに暗灰色でヨコナデ調整。鹿部外面にパケ臼状の調整。口径

12．2cm，器高4．7cm。
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ピット
番　 号

出　　 土　　 遺　　 物
4ⅰ H a （・1）．C （1）

42 ． P

1 H （3）．G （1） 43 Y u （1）　 C （1）

2 H （1） 44 Y u （7），G （1）

3 f （1） 45 Y u （3）．H （5）．Ji （3）・f （1）

4 H （1） 46 Y u （6）

・5 H （5） 47 f （1）

6 C （1） 48 Y u （6），Su （1）

7 Ji （1） 49 Y u （2）

8 Y u （3）’一 50 Y u （1）

9 Y u （1）．Y （2） 51 Y u （3）・Y （1）・G （1）

10 Y （1），ぐ（1） 52 Y u （1）

11 Y u （4）・H （1）・M （1） 53 Y u （1）

12 H －（4） 54 Y u （1）

13 Y u （1）－・H （1） 55 Y u （1）

14 K （1） 56 Y （4）．Ji （1）

15 Y u （1）・f （1） 57 Y u （1）・Su （1）

16 Y （1）・ロ（1）．Ji （1） 58 Y u （3）

17 Y u （1） 59 Y u （1）

18 Y （1） 60 Y u （5），f （2）

19 H ・（2） 61 Y u（18）Ji（1），Su（2），Ⅱ（1），f（5），C （1）

20 Y u （1）．H （1）・M （2） 62 C o （1）

21 Y u （1） 63 C （1）

22 Y u （1） 64 Y u （5）．H （3）・f （1）

23 Y （1） 65 C （・1）

24 Y （2） 66 f （4）・C （1）

25 Y u （5） 67 Y u （1）

26 Y （1）．H （8） 68 Y u （1）

27 ・ Y u （2）・Y （ⅰ），H （1） 69 Y u （1）．C o （1）．C （1）

28 C （1） 70 Y u （1）

29 Y u （1） 71 Y u （33）・Y （1）

30 Y u （1） 72 f （2）

31 Y u （1）一・日（1） 7台 f （4）・C （10）

32－・ Y u （1） 74 f （1）

33 －H （1） 75 C （1）

－34 Y （（1） 76 Y u （3）・C （1）

35 Y u （1）・f （1） 77 Y （1）

36 Y u （1），H （2） 元 f （1）

37 Y u （3） 79 Y （2）．Ji （2）・一T o （1）

38 Ji （1） 80 Y （3）

39 Y u （1）　 Y （1）・H （1）．G （1） 8ⅰ Y （2）・f （1）

40 C （1） 82 Y u （1）

Tab．5　ピット群出土遺物表
Yu：夜目・Y：弥生　Su：須恵器・H：土師器・Ha：土師質土器，G：瓦質土器・
K：黒色土器・Ji：磁器，To：陶器・M：不明土器，Co：石核・f：剥片・C：削片・P：礫

‖
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諸岡G区は1972年より続けられた諸岡丘陵調査の中でも特に先土器～歴史時代に亘る各時

代の生活遺構の存在を考える上で重要な地点であった°　ここでは住居地とこれに伴う遺構や

墓地，更には生産遺構といった基本的要素を含んだ各時代の遺構群が完全に備わっているこ

とはないが，時代的に垣間みることの出来る断片をつなぎ乍ら，変遷を辿ることで本章のまと

めとしたい°

先土器時代の居住は東斜面の新期上部ローム土に残された石器類によって知られる。丘陵

中腹部分のA区ではナイフ型石器・台形石器・台形様石器・彫刻刀型石器・削器・石核・剥

片・削片のインダスストリーを持つ石器群がとらえられた。また今回G区の西側ではこれに

続く時期の石刃，剥片が少量共伴する包含層がみつかり，後世の遺構覆土からは舟底型細石

核が出土して，細石器文化の存在を裏付けたが，地形的には標高12mの下降した位置にあって

生活場所の変移がみられるのは相異なる集団の去来を示すものであろうか。

縄文時代ではC区で早期末～前期にあたる押型文土器片が出土したにとどまり，続く中～

後期では生活痕跡をとどめない。晩期になると確実な定住を竪穴住居址（SC－01）と豊富

な遺物量をもって考えることができるがこれらが弥生文化への移行期とどれ程の接近がある

のかよく判らない。

弥生時代では前期の後半以降に丘陵南裾部は一群の集落を形づくるのは確実とみられるが

板付Ⅱ式土器と朝鮮系無文土器とが共伴するピット群を残した人々との交渉事情については

明らかではない。続く中期～後期では墳墓地のみしか明らかとなっていない。

古墳時代では，諸岡丘陵周辺調査での出土遺物は皆無に近い。わずかに丘陵尾根線から東

裾に諸岡古墳群（5基）が形成され，B・C地区から同2号墳関係の円筒埴輪・須恵器など

が検出されている。諸岡G区では，SK08から須恵器蓋が検出されている。

今回調査したG地区では，古代末～中世の掘立柱建物・井戸などの生活遺構が確認され

た°建物の時期は2期にわたり，初め（Ⅰ期）は12世紀を前後するころの造営で，後（Ⅱ期）

は大略14世紀頃の造営と考えられる°　I期の下限は，SEO2・SK05から出土した土師器で

太宰府編年のSD1330期に属する。Ⅱ期では，糸切り鹿部の土師器に，龍泉窯系の青磁，白

磁，片言鉢，土鍋などがあるが，土師器が細片なため，限定した年代を限ることは難しい。

ところで，G区における遺構の構成は，古代末～中世の集落（村）の調査例が少ないため

比較資料に欠けるが，基本的には一つの生活単位と考えられる。Ⅱ期の構成に類似する遺跡
（註2）

として，那珂川町井手ノ原遺跡がある°　そこでは，一辺35～60mあまりの方形区画が数個検

出され，その内側には数棟の掘立柱建物があって，各々独立した生活単位であり，規模から

みても，中世郷村の中間支配者層の家宅とするに相応しいとされている。諸岡G区における

第Ⅱ期の遺構は，さほど規模でないとはいえ，郷村を形成する通有の階層というよりも，井

手ノ原例に近い階層に属すると想定される。諸岡丘陵に分布する中世の遺構は，かかる階層

を含みつつ広く形成された郷村の一部をなすものと思われる。

（註1）　横田買次郎・森田　勉「大宰府出土の土師器に関する覚書」九州資料館研究論集21976．3

森田　勉「大宰府出土の土師器に関する覚書（2）」九州歴史資料館研究論集31977．3

（註2）　「山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告』第2集1976（福岡県教育季員会）
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第3章　D－10台の地点

Ⅰ　調　査　概　要

D－10の地点は警察学校遺跡がのる低平な麦野丘陵が

北端部でゆるやかに下り，沖積地と接する部分にあたる。

調査は旧地形図（1／3000）の丘陵限界を目標にして西側

から耕作土の除去を行なった。この結果西端部はローム

土の丘陵が残っており，これ以東は失なわれていた°

遺構は全体で溝（3条～SD－01，03，04）と竪穴

（1ヶ所～SK－01）である。

古墳時代に位置づけられる溝（SD－01）は北側から

蛇行し乍ら南へ貫流する巾5～6mをはかるものである。

覆土は上下に亘って殆ど変化のない黒色粘質土（Fig．28）

である。溝中には多量の流木・木製品と混雑して非常に

沢山の古式土師器類がみつかっている。木器は主として

大小の桐穴をもつ建築材や農具としての二又，三叉鍬，

竪杵，木槌，槌の子，槽や斎串らしい薄板の先端に削り

，を加えたものなどの不明木製品が多く，着柄されたまま

の二又鍬など特記される。土師器は小型丸底壷，高坏，

壷，甕，鉢などであって前二者の量は膨大である。時期

的には5世紀を前後するものである。また木器類はあま

りにも出土点数が多いために未整理のままで報告は次回

にゆずりたい。遺構の性格については不詳なところが多

いが甕類，壷類の一部は煤を受けており，丹塗り土器も

殆どみられないところである°

奈良時代以降では溝（SD－03，04）と竪穴（SK－

01）が知られる。SD～03は丘陵を切って東西に伸びる

幅3m程度の企画性のある溝であるが時期は全くしばれ

ない°　SD－04は丘陵部のおちぎわに平行に走る小港で

奈良時代須恵器をかなり出土しているが，規模について

は不詳である。SK－01はこれらの遺構が埋没した後に

つくられた浅い不整な竪穴で白磁，布目瓦を多く出土し

て，近くに古代建物址のある可能性を示した°　また丘陵

東側縁辺部が本地点と同様であろうことは過去の調査か

らも予想されるところである。
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Fig．29　D～10a地点地形図（施oo）
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Ⅱ　弥生時代の遺物

甕形土器（Fig．31．1～6．11）1～3はいずれも破片である。1はいわゆる如意形口縁で

口唇下端部に刻目を付す°　2，3は逆L字状口縁の甕である。いずれも器面の風化が著しく

調整は明らかでない。色調は淡褐色を呈する。4は口径12．9cmを測り，口縁部は小さく外反

する。調整は口縁部がヨコナデ，胴部は刷毛仕上げ，外面には煤の付着がある。5は口径

19．0cmを測る。口腰部は断面「く」字状を呈し，内面に稜をもつ。調整は胴部内外面が粗い

刷毛，口綾部はヨコナデで仕上げている。色調は暗褐色を呈し，外面には煤が付着する°6

は「く」字状に外反する言綾部に球状の胴部がつく甕で，口径22．0cmを測る。全体に刷毛目

調整の後にヨコナデで仕上げている°　色調は外面が赤褐色，内面は暗褐色。11は鹿部が凹み

気味の平底で，底径9．8cmを測る°　調整は外面が刷毛，内面はナデで仕上げ，指頭圧痕を多

く残す。色調は外面が赤褐色。内面は黄褐色を呈する。

壷形土器（Fiq．31，8～10，13～20）。8は断面「く」字状の口縁部に球状の胴部がつく

無頸壷で，口径11．0cmを測る。調整は口縁部内外面がヨコナデ，胴部外面は磨研，内面はナ

デ仕上げである。色調は灰褐色°　9は強く外反する短かい「く」字状の言縁部に扇平な球状

の胴部がつくもので，口径12．0cm，胴部最大径15．5cmを測る。口唇部には2孔1対の紐通し

孔が穿たれている。口縁部内外はヨコナデ，胴部はナデ仕上げられ，淡褐色を呈す。13は口

径15．0cmを測り，「く」字状の口綾部は大きく外反する。調整は口縁部内外がヨコナデの他
・l

はナデて仕上げる°　色調は淡黄褐色°10は底径6．0を測る鹿部である。調整はナデて仕上げ

られ淡褐色を呈す°15は口径7．1cmを測る長頸壷の破片資料で，直言する頚部は緩くラッパ

状に外反する。調整は外面が刷毛、内面はヘラケズリの後にナデて仕上げる。色調は淡赤褐

色を呈する°　4・16～20はいわゆる復合口縁の壷で，口縁部の形状により3種に大別され

る。言縁部が直線的に内傾するもの（14・16・20），袋状気味に内偵するもの（18・19），

垂直に立ち気味のもの（17）がある。口綾部が直線的に内傾する14は口径13・8cmを測り，屈

曲部に刻み目を施す。16は破片である。20は口縁部を欠き，短かい頸部下には「コ」字状凸

帯が1条巡り，端部には櫛状工具による刻み目を施こしている。調整はいずれも口綾部内外

がヨコナデの他は刷毛仕上げである。色調は14が暗褐色，16・20は淡褐色。18・19は言縁部

の形状がもっとも袋状に近いもので，口縁に較べ短かい頚部をもつ。18は口径19・Ocm°19は

17．8cmを測り，頸部下にナデによるつまみ上げ気味の凸帯をもつ。調整は口縁部内外がヨコ

ナデ，頚部内面は刷毛，外面は刷毛後にナデて仕上げている。色調は淡褐色。17は破片資料

で，短かい頸部下につまみ上げ気味の凸帯をもつ。調整は内外面とも刷毛目を施こし・外面
°

はその後にナデて仕上げている°色調は淡褐色を呈する°

蓋形土器（Fig．31，7）口径9．6cmを測り，口辺部に2孔1対の紐通し孔が穿たれてい

る°磨滅が著しく調整は明らかではないが，外面は丹彩である。

高坏（Fig．31，12）底径18．1cmを測る脚部で，スマートな柱状部から裾部は大きく広が

る°調整は裾部内外がヨコナデ，内面は絞りの後にナデ，外面は丁寧なナデ仕上げ。淡褐色。
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Fig．31D－10a地点出土弥生式土器実測図（弘）



42

器台形土器（Fig．31，21）　脚台形11．0cmを測る°　調整は風化が著しく明らかでないが指

頭圧痕を多く残す手担ね土器である。色調は淡褐色を呈する°

以上の弥生式土器は遺構を全くともなわない流れ込みで1～4・7・10・14～18・20・21

－SDpOl，5・6・8・9・13・19～SD－04，11－SD－03の出土である。

Ⅱ　古墳時代の遺構と遺物

溝（SD－01）　（Fig．30）

1　遺構　調査区北側から南に向ってゆるやかに蛇行する溝遺構である°　壁面は北端部で

西壁は鳥栖ローム土，東壁はよくしまった徽砂質の灰白色砂層で構成されてあざやかな対比

をみせている。また西壁は南側では丘陵縁辺部より離れ，奈良時代以降の溝と考えられるS

D－03の延長上の溝（SD－02）と切りあっており旧上端部は区別できない。また溝SD－

04に切られている。溝は全体的に壁面の出道りが多いものであるが北端では巾約7m，深さ

約1mで東壁は階段状となる。中間点では幅を減じ約5m，深さ70～80cmとなる。また南

端ではよく判らないが巾約4．5～5m，深さ70～80cm程度の規模となろう。流れは床面の凸

凹がみられるが，大まかに北端部分と南側の木材類が多く集合した部分とが深くて溜り状と

なっている°　覆土は単一な黒色粘質土で耕作下の灰褐色粘質土を除去すれば直に現れるが，

東壁では溝の肩部の外側まで覆っている°　覆土には全体に亘って木材，木器，各種土師器が

数多く包含されていたが，南側の溜り付近では溝を横断する様な杭列が見付かった°　この溝

の流れは殆ど滞る程ゆるやかであったろうと推測できるが，何故この様に多量の木製品，土

器類が殆ど完形のままで出土するのかといった遺構の性格に就てはよくわからない°

2　遺物（Fig．34，41～59）　調査概要で述べた様に多

量の遺物類が出土したが，膨大な量のため木材・木器類に

就ては次回に譲ることとした。土師器類はFig．35にみる

様に分布しており，大きく南・北の二群に分けられ，小型

ツボ＋高坏が基本的にあって，南群では高坏の出土が目立

っている。出土した土器は特徴から粒々4群に分けられよ

うが，作図したものの総量比はFig．33の如くであって破

片類を這入れても小型壷と高坏の優位は変わらない。玉類

（Fig．34）は南側東壁で4個出土した。1は管玉。長幅が

17．5×4．5mm，孔径2mm，蛇紋岩製。2は勾玉。長さ95mm，

休部厚さ1．3mm。孔径1mm°滑石

製。3，4は小玉。3はコバルト

ブルー色のガラス製°　径4～4．2

mm。孔径1．8mm。4は径3．5mm。

孔径1mm。暗赤色で材質不明である。
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Fig．33　SD－01出土土師器総量図
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Fig．34　SD－01出土玉類実測図（兢）
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Fig．35　SD－01土師器出土分布図
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3　SDO1出土の土師器の分類　（Fig．36）

発掘区をS字形に蛇行し，南から北に貫ぬく溝状遺構（SD01）から，木器，木製品とと

もに，多量の土師器が出土した。

調査の概要で記したように，土師器の出土層位は，溝が厚さ0．4mあまりの黒色粘土層で

あり，「よどみ」状に少しくぼんだ南半部と北半部に集中する傾向がみとめられる。黒色粘

土層の下には，土師器・弥生土器を混在する黒褐色粘土層があるが，まとまった出土状況を

しめしていない°　調査当初，黒色粘土層出土の土師器は一括性の強い遺物と考えていた°　し

かし整理の段階でかなりの年代幅をもつことが知られた。甕形土器を基準にすれば4つの土

器群に大別され，最新の一群には須恵器の伴出が予想されたが，今回の調査では検出されて

いない°

黒色粘土層から出土した土師器は，完形品約140個体を含み，コンテナに約20箱ほどの総

量である°時期によって器種の偏りがあり，必ずしも器種構成は充分とはいいがたい°

以下形態分類を行う。

甕　形　土　器

Åⅰ　休部を欠き全形を知ることはできない。おそらく，尖りぎみの不安定な平底ををもつ

倒卵形の休部と思われる°　口綾部はするどく外反し，端部は尖りぎみにおわる。休部外面の

タタキ目の幅は粗い°　内面はへラ削り°

A2　口綾部はするどく外反し，端部は外上方に短かくつまみだされる。休部は球形で，尖

りぎみの不安定な平底をもつ°　器壁は0．4～0．9cmと全体的に厚い。休部外面は右上りのタタ

キ目の上を部々的にパケ目を加える。内面はハケ目調整°タタキ目の幅は粗い°

A3　言綾部はわずかに屈曲しながら外方にのび，端部は上方につまみあげられ稜がつく°

器壁は0．3～0．4cmと薄く仕上げられる°　休部外面のタタキ目の幅は狭い。内面へラ削り。い

わゆる「庄内式」甕形土器に類する特徴をもつが，胎土・色調は在地のものに等しい。

A4　口縁部は内奪ぎみに外上方に開く°端部は外上方にひきだされる°　休部は粗いタタキ

目上をパケメ調整。内面へラ削り。器壁は0．3～0．6cmとやや厚みをもつ。

Bⅰ　口綾部は屈曲しながら外反し，端部は外傾する面をなすものと内方に肥厚するものが

ある°休部外面は細かいパケ目，内面はへラ削り°

B2　口縁部は長く，屈曲しながら外反し，端部は面をなすもの，丸くおわるものがある°

休部は球形，下膨れのものがある°器壁は厚い°

B3　言縁部は短かく外反し，端部は面をなす口縁部

の器壁は厚い°休部は球形をなす。

B4　口縁部は直線的に外開し，端部は丸くおわる。

休部は長めの球形をなす°

Cⅰ　頚部の境は不明瞭。言縁部は内奪ぎみに外上方

に開く。休部は卵形か°
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・
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Fig．37　SD－01出土土師器拓影



Fig．36　SD－01出土土師器分類図（10）
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C2　頚部の境は不明瞭。口緑部はわずかに外反し，端部は外傾する面をなす°　休部の形態

は不明である。

D　二重口縁のもの。頚部は強くしまり，口縁部下端の稜はするどく突出し，口縁端部は外

方に肥厚するもの，水平な面をなすものがある。休部は球形，器壁は0．3～0．5cmと全体的に

薄い°休部外面のパケ目は特徴的で，肩部に櫛目刺突文をめぐらすものもある。胎土・色調

は在地のものと異なる。山陰地方の土器である。

El　器高17～18cmの小形のもの。口縁部はわずかに屈曲しながら外方にのびる°休部は卵

形か球形をなす。

E2　Elと同形態のもので，口綾部が内奪ぎみに外方にのびる。口頚部が高く，壷とした

ほうがよいかもしれない。

FI Eと同じ法量のものだが，頚部の境が不明瞭なもの°　口綾部は，内奪ぎみに外方に開

く。

F2　Fl同形態で，口縁部がわずかに外反するもの。

壷　形　土　器

A　大型のもの。口綾部は屈曲しながら外方に開く。口綾部中位以下にわずかに突起する帯

がめぐり二重口縁ぎみである。休部は卵形か。外面パケ目，内面へラ削り調整。

B　口縁部は直線的に外方にのび，端部は面をなす。休部の形態は不明。本地域では例の少

い形態である。

C　器高12～15cmの小形のもの。口縁部は直立もしくは内考ぎみに短かくのびる°　休部は球

形。

Dl　器高12～13cmの小形の二重口縁のもの。頚部は強くくびれる。口縁部上半を欠き全形

はわからないが，口縁部下端がわずかながら下方に肥厚する点や，胎土中にチャート細粒を

含む点から在地の土器とはみとめられない。外来の土器であろう。

D2　頚部は強くくびれ，屈曲しながら外方にのびる口縁部をもつ。外面の稜は明確でない

が二重口稼ぎみである。休部は尖りぎみの球形。

El　13～17cmの小形のもの。口綾部は内奪ぎみに大きく外上方にのびる°休部は球形もし

くは尖底ぎみである。

E2　Elと同形態のもの。言縁部が直線的に外方にのびる。

E3　口縁部は短かく，内奪ぎみあるいは直線的に外方にのびる。休部は球形，尖りぎみの

ものもある。休部中位よりやや上方に焼成前に穿孔したものもみられる。

F　形態分類図に入れていないが，口綾部は直線的に外反し，端部はするどい面をなすもの。

高坏形土器

A　坏部下半は内奪ぎみにのび，上半部との境は稜をなす。上半部は直線的に大きく外方に

のびるものと，稜よりやや上方で屈曲して外反するものがある°　脚部は柱部が中実のものと

中空のものがある。柱下部で屈曲して広く外関する°裾部に4個の透し円孔がある。細かい
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へラミガキを施す°

Bⅰ　坏部下半は，内奪ぎみに短かくのび，上半部は直線的に外方に大きくのびる。脚部は

柱下部がゆるく屈曲して外関する。へラミガキを施すものと，ハケ目を残すものがある。脚

柱部内面はへラ削り。

B2　坏部下半は，水平または内奪ぎみに長くのび，上半部は外反するものが多い°　上半部

の長さは下半部に等しいか，やや長い。脚部は直線的にのびる柱部から屈曲して外関する裾

部に続く。柱部内面はへラ削り。へラミガキを施すものはない。

B3　坏部下半は内奪ぎみに短かくのびる。上半部は外反するものと直線的に外方にのびる

ものがある。上半部の長さが下半部を上まわる。脚部は基部からラッパ状に外開し，裾部で

小さく外方にのびる。柱部内面はへラ削り°　へラミガキを施すものはない。

C　坏部下半が水平に長くのび，上半部は短かく，外反するもの，直線的に外方にのびるも

のがある。脚部は細い基部からゆるく外開し，裾部で小さく外方にのびる。柱部内面はへラ

削り。へラミガキを施すものはない°

D　杯部の上・下半部の境が明瞭でなく塊形に大きく開くもの°　脚部は柱下部でゆるく外関

する。柱部内面はへラ削り。へラミガキを施すものはない。

E　小さな腕形の坏部をもつもの。脚部の形態不明。

小形丸底壷

Aは口径が休部径より大きいもの。Bはほぼ等しいもの。Cは口径より休部径が大きく口

縁部が長くのびるもの。Dは口径より休部径が大きく口縁部が短いもの。Eは頚部のくびれ

が弱くビーカー状の器形のものに分けた。休部外面の調整はパケ目，ナデ，へラ削りが，内

面はナデ，へラ削り，ナデアゲがあるが，煩雑になるので遂一述べない。なおへラミガキを

施すものはみとめられない。

Åⅰ　口縁部が内奪ぎみに外上方に大きくのびるもの。

A2　頚部が強くしまって，口縁部は外上方に大きくのびる。休部は丸みをもつ。小形丸底

壷よりも，小形壷の範ちゆうに入るであろう。

A3　口綾部はAlよりも短かく，外方にのびる。内奪ぎみのもの，外反するものがある。

Bⅰ　頭部が強くしまり，屈曲したのち外上方に短かくのびる口縁部をもつ。内面に弱い段

をもつものもあり，二重口縁の退化したものか。

B2　ゆるく屈曲しながら外上方にのびる口緑部をもつもの。体部下半にへラ削りを施すも

のがある。

B3　B2と同形態のものの鹿部に，小さい脚台を付したもの。休部外面はすべてナデ調整o

Cⅰ　口縁部が外上方に大きくのびる。このなかには，端部を外上方にひきだす口縁部で尖

底ぎみの休部をもつ一群が特徴的に存在する。

C2　Cⅰと同形態だが，口縁部がやや短かいもの。休部外面にへラ削りを行うものがある。

C3　C2よりさらに口縁部の短かいもの。つぎのD形態との区別は困難で，Dに含ませた
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ほうがよいかもしれない。

Dⅰ　口綾部が短かく，内奪ぎみに外上方にのびる。

D2　口縁部が短かく，外反するもの。

Eⅰ　言綾部が内奪ぎみに上方にのびる。言縁部が全体的に肥厚するものがある。端部はい

ずれも尖りぎみにおわり，休部はナデ調整が主体を占める。

E2　口縁はわずかに外反する°Elと同じく，口縁端部は尖りぎみにおわり，休部外面も

ナデ調整で，パケ目の残存は少ない。E形態は，小型丸底壷とは異なる系譜にあるものかも

しれない。

鉢　形　土　器

出土点数が少なく，1形態1点である。タタキ目をもつものはなく，調整はパケ目，ナデ

を行っている。

A　口径15cmの中形品で，突出した平底に内湾ぎみの休部をもつ。

B　口径20cmほどの中形のもの。屈曲して内奪ぎみに開く，口綾部をもつ。

C　休部径14cmの中形のもので，口縁部のすぼまる碗形をなす。

D　口径，器高とも10cmほどの小形のもので，不安定な丸底をなす。器壁は全体的に薄い。

E　口径15cmの中形のもの。安定した平底に，外方に開く休部をもつ。

F　口径10cmあまりの小形のもので，口綾部の下方で稜がつく。器形は明らかでない。

坏　形　土　器

1点のみの出土である。口径12cmほどの浅い皿状の器形である。内，外面とも細かいへラ

ミガキを施す。

4　群　の　設　定

出土した土師器の分類は以上のとおりであるが，これは器種ごとに形態，手法の差異をも

って区分したにすぎず，編年等は考慮していない。形態分類の初めに，出土土師器は大きく

4群に区分されるとした。それは，甕形土器に特徴的にみとめられる手法・形態上の差異に

よるもので，他の器種のばあい必ずしも相応するものがあるとはかぎらない。

まだ出土土師器の観察が充分に整理されていないので，ここではまず甕形土器における差

異とその推移を記すにとどめ，各群の器種構成や編年的位置については次回の報告に行いた

い。

Ⅰ群　Å1・2・3がある。口縁部は休部からするどく屈折して外上方に開き，体部外面に

タタキ目を残す。Al・2は右上りの粗いタタキ目，A3は左上りの細かいタタキ目であ

る。内面はA2を除いてへラ削りを行い，頸部内面は稜線をなす。Å・1の鹿部は不安定な

小さな平底。

Ⅱ群　Å4・Blがある。言綾部と休部の境はヨコナデされてくびれる。口縁部はわずかに

屈曲して内奪ぎみに外方に開き，端部に外傾したり，内面が肥厚するもの，あるいは内面に

段がつくものがある。頚部内面もナデが行なわれ段をなす。休部外面はタタキを残すものも
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あるが，細かいパケ目が基本である。

Ⅱ群　B2・3・4がある。口綾部はゆるく屈曲しながら外方にのびる°　休部は長めの球形

が多く，器壁も厚くなる。休部外面のハケ目に粗く雑なものがあらわれる。

ⅳ群　C1・2がある°　口縁部へ休部の境は不明瞭となり，休部は長めの球形である。外部

外面のパケ目は粗く雑なものが多く，器壁も厚めである。内面はへラ削りとナデ調整がある°

以上のように，甕形土器はⅠ～ⅳ群に大別されるが，系譜の問題を含めて，次回に詳述し

たい°

Ⅳ　奈良時代以降の遺構と遺物

1　溝

SD－04（Fig．30）本遺構は台地縁辺部に沿い南北に走る溝である。東側肩部は古墳時

代溝の覆土を切っているため脆弱で調査中に崩落する事が多く，形状・規模ともに上端では

正確には把めなかった°　北側ではこれの一部をうかがうことができ，幅1．4～1．7m，深さ70

cm程度の規模をもっている。南半部も粗砂層にあって壁が不明瞭で，南壁土層断面（Fig・28）

でも壁の立あがりは観察できなかった。

遺物は土師器壷・盤・須恵器坏・長頸壷類である。

土師器（Fig．38－1～3，9）

壷1は球状胴部から短く外方にひらくロ縁をもつ°　口縁内外面はヨコナデ°休部外面はタ

テパケ目。内面は頚部へラナデ，休部はヘラケズリ。暗褐色°焼成堅微。口径10cm。2は算

盤形にととのった胴部に長い内奪気味に外方に伸びる口縁をもつ小型丸底壷である°　口縁内

外面はヨコナデ。休部外面はパケ目，内面上部に指おさえ，口径5．6cm。高さ9cm。3は扁

球状の胴部をもち，鹿部は若干尖る°外面の一部にハケ目をのこす°内面はヘラケズリ。

これらは古墳時代湊（SD－01）からの混入であろう°

盤　3は不安定な鹿部からゆるく立あがる胴部に短い直立する口縁をもつ°　暗黄褐色°焼成

堅撤°　口径16cm。底径6．8cm°器高2．9cm°

須恵器（Fig．38，4～8，10～12）

土不　4は器壁の薄い精良品で，立あがりは内傾気味である。内外面ともにヨコナデ調整。赤

味をおびた灰色。口径11cm。5は立あがり内傾して，端部は立つ。受部も同様に小さい。鹿

部外面下半にヨコヘラケズリ。他はヨコナデ。黒灰色。焼成堅撤。口径11cm。6は休部が椀

形に似て丸く，言縁はゆるやかに外反する。鹿部は安定した細身の外開き高台を付す。内外

面ともにヨコナデ。ロクロ回転は逆時計まわり。外面灰黒色，内面灰色°焼成堅撤。口径

15．8cm，底径9．2cm，器高5．2cm°10は鹿部最外端に低く，細い直立する高台を付する°　やや

赤味をおびた灰色。内外面ともにヨコナデ。底径8cm°

壷　了は頚部がゆるく外反し，端部が肥厚する口縁破片。内外面ともにヨコナデ°淡灰色°

焼成堅撤。口径11cm°

甕　8は安定した鹿部破片である。休部外面はヨコナデ，内面はナデ°鹿部外面は切離し後
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Fig．38　SD～04出土土器実測図（％）

にヘラケズリ。内外面ともに緑色をおびた灰色。焼成堅轍。底径13．4cm。

長頸壷11は坏部の鹿部外端いっぱいに張出した位置に安定した低い高台を付す。外面はヨ

コナデ後に部分的にナデ。内面は休部ヨコナデ，鹿部はナデ調整。淡灰色。焼成竪微。底径

11cm°12は11と同様の低い安定した高台をもち，休部の屈折部近くまでを残す°　体部下半の

下位はヨコヘラケズリ，他はヨコナデ。内面は全てヨコナデ。淡灰色。焼成堅緻。底径12

cm。

SD－04は時期的にSK－01で出土した布目瓦と関連をもつものと考えられる。
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2　土　　　拡

SK01

本土拡ほ，台地端を南北に掘削したSDO4埋没後に行なわれたものである°水田開酎時に相

当削平されたと思われ深さ20cmにみたない0平面形は不整な矩形を呈し・長辺8m，短辺5m

を測る。

SKOl出土遺物

sKOl埋土から出土した遺物は，パンコンテナで3箱ほどになる°弥生式土器・古墳時代須

恵器を除けば，大半は奈良時代に属する。いずれも細片となって図示できるものは少ない。と

くに全体の弘をこえる土師器甕・坏ほ図化しうるほど復原できなかった。

須　恵　器

坏（1）古墳時代に属する〇日径10cm言l上り高1・3cm。口端内面に鈍い段を付す。ⅡB剃

董（2～6）口径14～16cmの中型と，13cmほどの小型のものがある。2～4はヘラ削りさ

れた平坦な天井部をもち，休部との境に稜がある。5・6ほ鋭く内折して囁状の口縁部をなす。

歴史時代の坏は，高台のないAと，高台をもつBがある。

坏A（7・8）鹿部はへラ切り離しの後にナデ調整され平坦である0休部は外方に酎変的

に開くものと，内奪気味にのびるものがある。

坏B（9～B・15）高台が高く外方にふんばる形態のもの（12・13・15）・断面四角形のも

の（11），細く内方に傾くもの（10），扁平で休部との境近くにつくもの（9）がある。

皿（22）　口径17cm，休部は外反し，口端部は尖りぎみにおわる。

鉢（22）体部下半を欠く。口径18．5cm口縁～体部内・外面はロクロナデ。

他に平瓶と思われる部破片（16）がある。

土　師　器

坏B（16～21）高台のつく坏である○全形を知りうるものはない0外底はすべてへラ切り

離しで後にナデ調整を加えたものと不調整のものがある。

皿（23）「雁約18cm。口縁部内・外面ロクロナデ。鹿部はへラ切り後ナデ調整を加える0

土師器としては，他に甑の把手がある（27・28）

黒色土器（26）器形の不明なもの，突出する鹿部（？）外面は丁寧にナデ調整されている°

内面は丁寧なミガキが施され，黒色を呈し，外面は明灰褐色である。

瓦・増類（Fig．40）

パンコンテナ8分目ほどの瓦・噂片が出土した°種類は丸瓦・平瓦・噂で，軒先瓦・道具瓦

は検出できなかった。

丸瓦　点類も少なく小破片のため，全体を知りうるものはないが，玉縁付丸瓦のようである0

行基葺丸瓦は見あたらない。側面調整は半裁したまま，タタキ文様は縄目文のみである。
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平瓦　金出土豊の80％を占める。厚さ，調整手法で二種類に区分される。一種（1・3）は厚

さ1．5cm程度で，側面調整は1回ないし2回（うち1回は面取り）のへラ削りを行っており，

その角度は，凹面に対して直角ないし鋭角である。タタキ文様は縄目文（三種）のみである°

色調は，灰色，自灰色，赤みがかった褐色等がる°

他の一種（2）は数片しか出土していないが，厚さが4．5cmもある°側面は2回のへラ削り

によって調整している。色調は自褐色・淡褐色がある。このように厚さが4．5cmもある瓦は，

北部九州では筑前恰土城に見られるのみである。点数が少なく小破片であるため，相互の関係

は明らかにLがたい。

噂（4）　小磯片が数点出土している。図示したものは形の知りうる唯一の例である°大きさ

はわからないが，厚さは約7cmである。本例は粘土板を2枚あわせてつくる°他例では不明。

砂粒を多く含み，白色，灰色，淡褐色のものがある。

タタキ文様（1～3）　丸瓦・平瓦とも縄目文に限られる。破片が小さいため詳細な区分はで

きないが，三種類がみとめられる。1およびそれに類するものが最も多く，2・3は少ない。

Ⅴ　ま　　と　　め

D－10a地点は麦野丘陵の北端にあたり，丘陵地と沖積地に境する地点である。今回の調

査によって従来不明であった麦野丘陵縁辺部の様子の一端に触れることができたと考える。

また出土した遺構・遺物は弥生時代～奈良時代以降に及び沖積地を狭んで北側に対噂する板

付丘陵上の各時代遺構群との関連を知る上で諸々の材料を提供したといえる°

ここでは過去のD－10aの地点周辺の成果をふまえて各時代について箇条的にまとめた

い。

弥生時代では遺構はみあたらないが，SD－01覆土下の灰白色粗砂層（八女粘土層上にの

る）で遺物が出土した。前期では（板付Ⅱ式）板付南丘陵南端部で生活遺構，例えば袋状竪

穴（卜8地急），丘陵端部を縁どる小港（D．E－9地農）などが検出されており，出土

した小量の土器片ではあるが同期の居住が想定される°　続く中期中葉～後期に至っても生活

遺構の存在を考えることができよう。

発掘区で検出された遺構は，すべて古墳時代以降に属する。溝は4条検出され，台地東側

を蛇行しながら北流する溝SDOlと南北にのびるSDO4，台地を東西に切断した溝SDO2お

よびその延長と思われるSD03がある。土拡SKOlは溝SDO4埋没後に堀削されている。

古墳時代に属する溝SDOlは，2ヶ所に深い「よどみ」があること，水が流れた痕跡が希

薄な点から，用水路として機能したとは考えられない。また人工の掘削によるものか，ある

いは弥生後期～古墳前期初頭頃に沖積化の過程で生じた小河川敷の痕跡か，現段階で確定す

ることはできない。

SDOlには多量の土師器と木器，木製品が出土した。出土遺物が多岐にわたり，また多量

のため充分な整理がいきとどかなかった。そのため木器関係についてはすべてを，土師器の
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検討についても次回の報告に回さざるをえなかった°

出土した土師器は，甕形土器で4群に大別された。在地の土器以外に，外来系のものや明

らかに外からの搬入とみとめられる土器もある。その一つに，Ⅰ群に伴うと予想される二重

口縁の甕Dがあるが，他については今後産地の同定を行っていかねばならない。4群の土器

のうち，その大半を占めるものはⅡ・ⅳ群であり，とくに完形品の高坏・小形丸底壷の出土

量が多く，また管玉・小玉などが伴出した点などを考慮すれば，出土土師器の後半の群は祭

祀的な要素を示唆する点が少くない。しかしその内容も今後の検討に待つことにしたい°

奈良時代には，台地東綾部を削除して南北にのびる溝SD04がある。東側肩は砂層中にあ

るためその境は明瞭でない。SKOlはSDO4埋没後に，その上部から台地上に掘削された不

整形の土拡であって，ほぼ奈良時代前期から末葉にわたる須恵器・土師器が出土した。その

中には瓦・噂が含まれている。後の混入遺物はないため，ほぼ奈良期に属する瓦類と考えて
⑧

差しつかえないであろう。かつて調査したB－12の地点でも瓦破片が採集されており，現在

警察学校のある台地上に奈良時代に属する寺院か官街が営まれた可能性がつよい。昭和10

年代の後半に，この台地が削平された際，多量の瓦が出土し，又，礎石らしき大石が相当に
④

残っていたと伝えられている°　今日，何ら知るすべをもたないが，この地にかかる建物群が

存在したとするならば，律令時代における那珂郡の郡衝が西に平行してのびる那珂丘陵上に

想定されることを含めて，律令時代那珂郡の復原に一つの資料を提出するものと考える。

註　①　『板付周辺遺跡調査報告書3』所収（福岡市埋蔵文化財調書報告書36集）1976

㊥『板付周辺遺跡調査報告書2』所収（福岡市埋蔵文化財調書報告書31集）1975

③（D文献所収

（㊤『福岡市埋蔵又化財遺跡地名表（総集編）』（福岡市埋蔵文化財調査報告書12集）1971



SD01土師器観察表



一凡　例－

●出土層位は黒色粘質土層である。

．番号上段はFig番号、中段は登録番号、下段はPL番号である。

．法量については甕・壷・坏類と高坏に区別する°

※印は復原径である

甕．壷・鉢類 1．口　径

2．体部径

3．器　高

1．口　径

2．脚基部

3．脚端部

4．器　高

．備考1胎土、2焼成、3色調、4その他である

・甕形土器→甕，壷形土器→壷，高坏形土器→高坏，小型丸底壷

→小丸，鉢形土器→鉢の略である。
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 一手　 法　 の　 持 ． 徴 備　　　　 考

1 甕

A l

L l 5．0楽

2 ．

3 ．

体 部上半％残存。 口緑部内 ・外面 は ヨ－コナデ。体部外面 1 ．粗 ：粗 砂粒 を含む

日縁部 は短 く 「．く」 の形 に外反 し、端 上半は タタキ目。 2 ．軟 質

381
部は尖 り気味 に終 る。頚部の境 は明瞭。両面 とも磨滅 がはげ しい。 3 ．暗 褐色

4 ．外 面スス付着

2
甕 一一

A l

1．

2 ．

3 ・

／

体部 下半残存。 体部内面 は細 いパケ目、外面は粗 い 夕 1 ．粗 ：粗 砂粒 を含 む

鹿部 は小 さ く不安定 な平底。 タ4 日後 ヨコナデ ・ナデ。．鹿部内面 は 2 ．．軟 質

338

P L ．17

ユ ビオサエ。 3 ．黒 褐色

4 ．外 面に スス付着

3
甕

A l

1．

2 ・

寧・．

体部下半残存。 休部内面 は タテ ・ヨコのナデ、外面 は L　 やや粗 ：粗 砂粒 を含 ＝

鹿部は小 さ く不安定 な平底。 平行 タ タキ目後 ナデ。鹿部内面 はユ ビ む

339

P L ・．17 －

オサエ、外 面はナデ。 2 ．軟 質

3 ．黒 褐色

4 ．体 部に黒斑

4

／05・9－1

甕
1．．14．2

2 ．20．6

完形品。 目線部内面 は ヨコパ ケ目。端部内面 か 1 ．やや密 ：粗砂粒 を含

Ⅱ縁部は短 く 「く」の形に広 く外反一し、－ら外面は．ヨコナデ。頚部内面 はナデ、 む

端部 は外 上方 に引 き出され尖 り気味 に 体部内面 は粗 いパケ 目 （下半 は剥離 の 2 ．堅 緻

A ・2
3 ・22．2 終 る。頚部 の境は明瞭。体部は球形 で、た め調整 不明）、外面は右上 りの粗 い 3 ．暗 褐色

P L ．17 鹿部 は小 さく不安定 な平底 。 タ タキ目後粗 いパケ 目、鹿部 はナデ。 4 ．外面 にスス付着

5 甕
1． 15．8※

2 ．

体部欠損。 口縁部内 面は ヨ．コパ ケ目後 ナデ。外面 1 ．密 ：自雲母 ・砂粒 を

一日緑部 は外上 方に直線 的 にの び る。端 ま左上．りのパケ 目後ナデ。体部内面 は 含む

385

P L ．17

部 は上方 に短 く引 き出 され、外 面に稜 ヘ ラ削 り。 2 ．堅 緻

A 3
3 ． を右す。頚部内面 はするどい稜 を右す。 3 ．灰褐色

4 ．外面 にス区付着

6 甕
1 ．15．9※

2 ・

休部 欠損。 Ⅱ縁 部内 面は ヨコパ ケ目後 ヨコナデb 1 ．密 ：雲母 ・小砂粒 を ．

Ⅱ縁部 は外上 方 に開 く。端部 は上 方 に 外面 は ヨコナデ。体部 内面はヘ ラ削 り。 含 む

386
つ まみ上 げ外 面 に稜 を右す。 2 ．堅緻

A 3
3 ． 頚部内面はす る どい稜 を有す 。 3 ．淡 灰褐色

4 ．外面 にスス付着 －

7 甕
1 ．．18・0

2 ．36・6

完形品。 体部体 面は ヨコナデ、．端部 はエ ビオサ 1 ．粗 ：粗砂粒 を含 む

Ⅱ縁部 は内等気味 に外上方 に開 く－。端 エ。外 面は頚部 まで タタキ目後 ヨコナ 2 ．堅緻

125
部 は外上 方に引 き出 され尖 り気味 に終 デ。体部 内面は頚部 がユ ビオサエ、以 3 ．灰褐色

A 4
3 ．30・0 る。頚部 の境 は明瞭。体・部 は球 形。 下 はヘ ラ削 り。外面は水平 と左上 りの

粗 い タタキ 目後細 いハ ケ一目。

4 ．外面 にスス付着

8
甕
1 ．13．4薬

2 ．

体部下 半欠損。 ・Ⅱ縁部 内 ・外面 はヨコナ デ。．頚部 内面 1 ．密 ：中砂粒 を含む

＝縁 部は内湾気味 に外上方 に短 く．開く。 は ヨコナデで段 がつ く。体部 面は右 方 2 ．堅緻

387
端 部は外傾す る面 をも ち、内方 にわず 向 のヘ ラ削 り－。肩内面 はユ ビオサエ。 3 ．灰褐色

B l
3 ． かに肥厚 す る。頚部 の境 はわず かに凹

む。

外 面は細 い！、ケ日。－ 4 ．外面 にスス付着

9 甕
1 ．14・9楽

2 ．21・6辣

体 部 下半欠損。％残・存。 土1縁 部内面は ヨコハ ケ月 、先端 部か ら 1 ．粗 ：粗砂粒 を含む
＝縁 部は内等気味 にのび る。魂 部は面 外 面は ヨコナデ。頚部内面 はナデ。体 2 ．やや密

058

P L ．18

をな し内方 に小 さ く肥厚 する。頚部 の 部 内面は左方向のヘ ラ削 り、外面は粗 3 ・暗褐色

B l
3 ． 境 は明瞭。体部は肩 の下 がる球形。 い タテパ ケ臼。 4 ．．外面 にスス付 着

10 甕
上 、15．0

、2 ．

体 部 下半欠損。 ＝縁 部内 ・外面 はヨ－コナデ。頚部内面 1．密 ：細砂粒 を含む

目線 部は 「．く」 の形 に外反 し、端 部は はナデ。体部内面 はヘ ラ削 り、一外面は 2 ．堅緻

359

P L ．18

外方 に引 き．出 され面 をイけ 。．頭 部の境 細 いハ ケH 後 ナデ。

l

3 ．・－黒褐色

B 2
3 ． は‖川原。一体 部は球．形。 4 ．外面 にスス付 着
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

11 甕
1 ・ 15．6

体部下半 一一一淵 i欠損。 目線 部内 ・外面 は ヨコナデ。頚部内面 1． やや粗 ：粗 砂粒 を含

口綾 部は 「く」 の形 に外反 し、端 部は まナデ、肩部外 面は ヨコナデ。体部内 む

130

P L ．18

2 ．24．5 外 方に引 き出 され面 を右す。頚部の境 面は右上方向 のヘ ラ削 り、外面は粗 い 2 ．堅緻

B 2
3 ．27・5 は叩出府。体部 は下膨 みの球形。 パケ 目。 3 ．黒褐色

4 ．外面 にスス付着

11 甕
1 ． 9．4

体部下半 欠損。 日縁部内面 はヨ コナデ、外面は タテハ 1．粗 ：粗 砂粒 を含 む

1線部 は 「く」の形 に外反 し、端 部は ケ日 を残 し後 ヨ コナデ。 2 ．堅緻

349

P L ．18

2 ・ 水平 に面 を右す。頚部 の境 は即日隙。 体 部内面 は右上方 向のヘ ラ削 り、外面 3 ．暗 褐色

B 2
3 ． 休部 は球 形。 は不定方向 のパケ目。 4 ．外 面 にスス付着

13 甕
1 ． 15．0

体部下半 欠損。 目線部内 ・外面 は ヨコナデ。肩部内面 1 ．やや密 ：中砂粒 を含

口綾部 は短 く 「く」の形 に外反 し、端 はユ ビオサエ。体部 内面中位 までは右 む

350
2 ．22．3 部 は外方 に引 き出 され、先端 面に段 が 上方向のヘ ラ削 り、以下はヘ ラ削 り後 2 ．堅緻

B 3
3 ． つ き丸 く終 る。頭部の境 は明瞭。休 部 ナデ、外面 は タテ ・ヨコのハ ケ‖後 ナ 3 ・黒褐色

P L ．18 は扁平 な球 形。 デ。 4 ．外面 にス ス付着

14

3 3 7

甕

B 3

1 ． 17．0楽

2 ．

3 ・

仕縁部 ％残 存。

出縁部 は外 方 にの び、端 部は面 を右す。

［・調豪部内 ・外 面は ヨコナ デ。 1 ．密 ：細 砂粒 を含 む

2 ．軟 質

3 ・黒褐色

4 ．外面 にス ス付着

15 甕

B 4

上 15．0
完形品。 体部内 ・外 、肩部 外面は ヨコナデ。体 1 ．やや密 ：中砂粒 を含

口綾 部は短 く 「く」 の形 に外反 し、端 部内面 はヘ ラ削 り、鹿部 はユ ビオサエ む

087

P L ．18

2 ．22．0 部 は外土方 に丸 く終 る。頚部の境 は明 外面は粗 い不定 方向のパ ケ日。 2 ．堅緻

3 ．25．5 酔。体 部は倒卵形。 3 ．時褐色

4 ．外面 にスス付着

16 甕
1 ． 15．0

体部下半 欠損。 目線部内 ・外 面は ヨコナデ。体部内 面 1 ．やや密 ：中砂粒 を含

目線部 は短 く内巧気味 に開 き、端 部は は不定方向 のヘ ラ削 り、外面 はパケ 目。 む

112

P L ．19

2 ．22．4 外土方 に丸 く終 る。頚 部の境 は日用隙。 2 ．堅緻

B 3
3 ． 体部 は球 形。 3 ．暗褐色

4 ．外面 にスス付着

17 甕
L 17．0

体部下半 欠損。 Ⅱ縁部内面 は ヨコナデ、外面 はパケ目 1 ．密 ：中砂粒 を含む

1一拍泰郎は外反 し、端部 は外方 に面 を右 後 ヨコナデ。 頚部 内面はユ ビオサエ。 2 ．堅緻

358
2 ．25．4 す。頚部 の境 は明瞭。休部 は球形。 体部内 面 は右 方向のヘ ラ削 り、外 面は 3 ．時褐色

B 4
3 ． パケ 目。 4 ．外面 にスス付着

18 甕
1 ．15．8

鹿部一部 欠損。 目線部内 ・外 面は ヨコナデ。頚部 内面 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

＝細 部は短 く屈折 しなが ら外反 し、端 はナ デ。休部 内面は鹿部 よ り右方向 の む

162

P L ．19

2 ．23．8 部は外－上方 に丸 く終 る。頚部の境は叫 ヘ ラ削 り、外 面上半は口緑部 よ り続 く 2 ．－堅緻

B 2
3 ．25．1楽 悼。体 部は球 形。 ヨコナデ、以 下はハ ケ目。 3 ．時茶褐色

4 ．外面 にスス付着

19 甕
上 15．7

体部下半 欠損。 Ⅱ縁部内 ・外 面は ヨコナデ。 頚部 内面 1 ．やや粗 ：中砂粒 を含

LJ縁部 は屈折 しなが ら外反 し、端部 は はナ デ。内 面 ・肩 には粘土鉦接 合痕 を む

059－2
2 ．22．1潅 外方 に面 を右 す。頚部の境 は明瞭。体 残す。体部 内面上端は右方向 のヘ ラ削 2 ．堅緻

B 4
3 ． 部 は肩 のはった球形。 り、上半 よ り中位 は右上方向 のヘ ラ削 3 ．黒褐色

P L ．19 り。外面上半 は目線部 よ り続 くヨコナ

デ、以下 はパケ 目。

4 ．外面 にスス付着

20 甕
1 ．18．0

体部下半 欠損。 Ⅱ縁部内面 は横 方向のパ ケ目、外面 は 上　 組 ：粗砂粒 を含 む

1調壌部 は長 く内等気味 にの び、端部 は 斜 行す るパ ケ目。頚一部内面 は右 方向の 2 ・軟 質

340

P L ．19

2 ．25．4 外上方 に丸 く終 る。頚部の境 は不明瞭 ヘ ラ削 り、外 面は′ヨコナデ。休部 内面 3 ．暗褐色

C ⅰ
3 ． 休部 は肩 の下が った球形。 は左上 りのヘ ラ削 り、外面 は粗 いパケ

目。

4 ．外面 にスス付着
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番　 号
種

類
法　 量 ・形　 態　 の －　特　 徴 手　 一法　 の　 特　 徴 －備　　　　 考

21 甕
1 ．15．9

体部 下半欠損。 口縁部 内 ・外面 ヨコナデb 頚部 内面 に 上　 粗 ：粗砂粒 を含む

口縁部 は内等気味 にのび、端 部は外方 ユ ビオサエ後 ヨコナデ。体部 内面は右 2 ．堅緻

035

－P L ．19

2－．23工8※

3 ．

こ尖 り気味 に終 る。頚部 の境 は不明瞭。上方 向のヘ ラ削 り。外 面上半は口縁部 3 ．暗褐色

C l

体部 は長めの球形 か。 よ り続 くヨコナデ、以下 は粗 いパケ 目

後ナ デ。

4 ．外面 にスス付着

22 甕
上 15．0※

2 ．

3 ．

口縁部 ・休部上 半％残存 。 口縁部 内 ・外面 は ヨコナデ。体部内面 1 ．や や粗 ．：粗 砂粒 を含

口縁部 はゆる く外反．し、端部 は先端内 ま右 上 りのヘ ラ削 り。外面上半は 口縁 む

059－3
面 に段 をつ．け外 方 に面 を有す。頚部 の 部 より続 くヨコナデ。以下は細 いパ ケ

目。

2 ．軟 質

C 2

境 は不明瞭 。休部は肩 の下 がった球形。 3 ．暗 褐色

4 ．外 面にスス付着

23 甕

C 2

1 ．15・8※
口縁部 ・体部 ％残存。 口縁部内 ・外 面は ヨコナデ。頚部内面 1・．やや密 ：粗砂粒 を含

口縁部は屈折 しながらゆる く外反 し、 に巻 き上 げ痕 が残 るナ－デ。外面 はパ ケ

目。

む

345
2 ．

3 ．

端部 は丸 く終 る。頚部の境 は明瞭。 2 ．軟 質

3 ．灰 褐色

4 ．外面 にスス付着

24 甕

－D

1 ・1－6 ．0斗
目線部 ％残存。 口縁部 内 ・外面は ヨコナデ。休部 内面 1 ・密 ：中砂粒 を含 む．

二重 口縁 。口縁部下端 は断 面三角形の まヘ ラ削 り、外面上端 には列 点文がめ 2 ．堅緻

346
2 ． す るどい－稜 を有 し屈折 しなが ら外反 し、 ぐる。 3 ．淡 茶褐色

3 ．・ －上端部 は外上方 に短 くのび上面は水平。

頚部の境 は明瞭 。

4 ．外面 にスス付着

25 甕
1 ．14 ．0

体 部下半－欠損云 ロ縁部 内 ・外面 か ら頚部 までは ヨコナ 上　 密 ：細砂粒 を含む

二重口縁。 目線部下端 は断面三角形の デ。体部 上端 は右方 向のヘ ラ削 り、上 2 ．軟質

384
2 ．18．9 す るどい稜 を有し、ゆるく外方 にのびる。 半よ り中位は左上方 向のヘ ラ削 り。外 3 ．淡褐色

D

3 ． 上端部 は外方 に短 くのび上面 は小 さな 面は上半 から中位 まで斜 行 ・－横 ・斜行 4 ．外面 にスス付・着

面 を有す。頚部の境 は明瞭。 順 のパケ 目。

26 甕
1 ・15．9※

体部下半 欠損 。 口縁部内 ・外面 は ヲコナデ。休部内面 1 ．密 ：粗砂粒 を含む

二重 日縁。 日録部 下端は断面三 角形 の 上半は右方向 のへ ラ削 り、以下 は左上 2 ．堅緻

343

P L ・－19

2 ．22．4※ す るどい寝 を有し、ゆるく外方 にのびる。方向のベ ラ削 り。′外 面は上半．か ら中位 3 ．淡茶褐色

D
3 ． 上端部 は外上方 に短 く．のび－上面は小 さ

な面 を有す。頚部 の境 は明瞭。

まで縦 †横 ・斜 行順のバーケ目。 4 ．外 面にスス付着

27 甕 ．
1 ．11 ．2

完形 品。 口縁 ・頚部 内面はま ビオサ エ後 ナデ、 1 ．やや粗 ：中砂粒 を合 一

目線部 は内背気味 に開 き、－端部 は外方 外面 はヨコナデ。．体部内面 は右上 方向 む

055

P L ．20

2 ．13 ．4 に小 さな面 を有す。頚部の境 は明瞭。 のヘ ラ削 り後 ナデ、外 面 はナデ。口縁 2 ．堅 緻

E l
3 ．13 ．6 休部 は球形。 ・体部外 面に粘 土接合痕 を残 す。 3 ．黄褐色

4 ．外面 l－ニスス付着

28 甕
1 ．11．4

完形品。 口縁部 内面は ヨコナデ、外 面－は磨滅 た 上　 やや粗 ：中砂粒 を含：

－Ⅱ綾 部は内考気味 に開 き、端部は丸 く め調整 不明。頚部内面 にはヘ ラ止 痕 を む

062
2 ．、12．9 終 る。頚部の境 は明瞭 。体部は球形。 残 す。休 部内面中位 までは右方向のへ 一、．－2 ．堅緻

E l

3 ．13．3 ラ削 り、以下 は右上方 向のヘ ラ削 り。 3 ．淡褐色

P L ．20 外 面中仕 以下 は不定方 向のパ ケ目後ナ

デ。

4 ・1 外面 にスス付着

29 甕
1 ．13、．4

体部下半工部 欠損 。 口縁部 内面 はヨコナデ、外面は タテハ 1 ．密 ：‘．細砂粒 を含む

［j縁部 は内背気味 に開 き、－端部は外上 ケ 目の上 ヨコナデ。体部 内面上半は右 2 ．堅轍

084

P L ．20

、2 ．15．4 方 に面 を右す。頚 部の境 は明瞭。 方向、以下 は上方 向のヘ ア削 り、－外面 3 ．暗茶褐色

E l
3 ．16．－5※．一体部 は球形 。 は タテパ ケ目。 4 ・外面 にスス付 着

30 甕
上 13．．3 1

－完形 品。 口縁部内面 は左上 方向の粗 いパ ケ目、 1．粗 ：粗砂粒 を含 む

目線部 は外上方 にの び、端部 は水平 に 外面 は斜行 の粗 いパケ 目、端部 は ヨコ 2 ．堅級

032

P L ．20

2 ．15 ．8 面 ．を有 す。端面中央 に四線 かめ ぐる。 ナデ。休部 内面はヘ ラ削 り、外 面は粗 3 ．灰褐色

E l

3 ．．16 ．8 頚部 の境 は明瞭。休部 は球形 。 い タテパ ケ目。外面の一部 に剥離 がみ

られる－。

4 ．外面 にスス付着
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

31 甕
1 ．11．0

体 部下半 欠損。 目線部 内面はナ デアゲ、外 面 ・頚部 は 1 ．密 ：細砂粒 を含む

口緑部 は内噂 し、端部 は丸 く終 る。 ヨ コナデ。頚部内面 はユビ オサエ後ナ 2 ．堅緻

014
2 ．1 5．0

3 ．

頚部の境 は明瞭 。休部 は球形。 デ。休部 内面は右横方向 のヘ ラ削 り、 3 ．淡 黄褐色

E l
外 面は細 いタテ ・ヨコの－パケ 目。 4 ．外面 にスス付 着

32 甕
1 ． 14・2

鹿部 欠損 。 Ⅱ縁 部内 ・外面 は ヨコナデ、端部 にハ 1 ．粗 ：粗 砂粒 を含 む

口縁部 は屈折 しながら外反 し、端部 は ケ 目残す。頚部 はナデ。休部内面中位 2 ．軟 質

34 7
2 ． 14．4

3 ．

外方 に引 き出 され面 を有 す。頚部 の境 までは右下方向 のヘ ラ削 り、以下 は右 3 ．黒 褐色

E l
ま明瞭 。体部 は球形。 上方向のヘ ラ削 り。外面は細 いパ ケ目 4 ．外面 に黒斑

口径 と体 径はほぼ等 しい。 後ナ デ。

33 甕
1．

口緑部 欠損。 口緑部 内面下半は ヨコパ ケ目。頚部 と 1 ．やや密 ：粗砂粒 を含

頚部 の境 は明瞭。休部 はやや肩 のはっ 上 半はナデ、以下は右上方向 のヘ ラ削 む

16 1

P L ．20

2 ．16 ．8 た球形 。 り、頚部 外面 にヨコナデ。体部 は不定 2 ．堅緻

E l
3 ． 方向の斜行パ ケ目° 3 ．灰褐色

4 ．外面 に黒斑

34 甕
1 ．13 ．6

体部 下半欠損。 口縁部 内 ・外面 はヨコナデ。頚部 内面 1 ．密 ：細砂粒 を含む

口縁部 は屈折 しなが ら外 反 し、端部は か ら休部 上端 にかけてユ ビ オサエ、以 2 ．堅緻

18 3

P L ．2 0

2 ．18 ．2楽 外上方 に尖 り気味 に終 る。頚部の境は 下 は右 上方向のヘ ラ削 り。 外面上半は 3 ．赤褐色

E l
3 ． 明瞭。休部 は球形 。 粗 いパケ 目、中位以下 は左 方向の細 い

パ ケ目。

4 ．外 面にスス付着

35 甕
1 ． 12．0

体部下半 欠損 。 口緑 部内面 はヨコナデ、外面は タテハ L　 やや密 ：中砂粒 を含

Ⅱ緑部 は 「く」 の形 に外反 し、端部 は ケ 目後 ヨコナデ。休部 内面上半はエ ビ む

348
2 ． 外・上方 に丸 く終 る。頚部の境 は明瞭。 オサエ、下半 はヘ ラ削 り、外面 は頚部 2 ．堅 緻

E l
3 ． ヨコナデ。胴部 は タテパケ 目後 ナデ。 3 ．黒 褐色

4 ．外面 にスス付着

36 甕
1 ． 12．8

体部下 半欠損。 口緑部内 ・外 面は ヨコナ デ。休部 内面 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

口縁部 はゆ るく外反 し、端部 は丸 く終 は右上方向 のヘ ラ削 り、外面 は粗 いハ む

156

P L ・20

2 ． る。 頚部 の境 は明瞭。 ケ目。頚部 か ら休部上端 にかけて粘土 2 ．やや密

E l
3 ． 紐 接合痕 を残 す。 3 ．黒褐色

4 ．外面 にスス付 着

37
甕
1 ．10 ．8求

Ⅱ緑部 ・休部上半％残存 。 Ⅱ縁部 内・外 面はヨコパケ目後 ヨコナデ。 1 ．密 ：粗砂粒 を含む

目線部 は屈折 してほぼ直 立 し、端部 は 頚部 内面はユ ビオサ エ、外面 はパ ケ目。 2 ・堅緻

344
2 ． 尖 り気味 に終 る・。 頚部 の境 は不明瞭。 休部 内面は左方向のヘ ラ削 り、外面は 3 ．時茶褐色

F l
3 ． パ ケ目後 部分的 にナデ。 4 ．外 面に異魔

38 甕
1 ．11．4

Ⅱ／緑 部 ・．体部上 半残 存° Ⅱ縁部 内面 は細 いパケ目、外面は ヨコ 1 ．やや密 ：中砂粒 を含

［0線部は内等気味 に外上方 に開 き、端 ナデ。頚部内面 はユ ビオサエ。体部内 む

09 3

P L ．20

2 ． 部は丸 く終 る。 頚部 の境 は明瞭。 面は右 上方向 のヘ ラ削 り、外面 は細 い 2 ・堅緻

F l
3 ． パケ 目。 3 ．黒褐色

4 ．外面 にスス付 着

39 甕
1 ． 10．4

体部下半 欠損。 L．1線部内面 は斜 行のパケ 日を残 すヨ コ 1 ．粗 ：粗砂粒 を含 む

Ⅱ縁部 はなだ らかに外反 し、端部 は外 ナデ、外面 は細 い縦パ ケ臼。体 部内 面 2 ．堅緻

19 2

P L ．2 1

2 ． 方 に面 を有す。頚部の境 は明瞭。 上半 は［－1線 よ り続 く－ヨコナデ、以下 は 3 ．時褐色

F 2
3 ． 右方向 の ヨコへ ラ削 り。外面 は不定 方

向のパ ケ目、中位 に一部へ ラ ミガキ。

4 ．休 部上半 に悪魔

40 甕
1． 10 ．8

完形 品。 目線 部内 ・外面は ヨコナデ。体 部内面 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

1一箱豪部 は屈折 しなが ら外 反 し、端 部は は右上 方向のヘ ラ削 り、鹿 部はナデ。 む

164

P L ．2 1

2 ．13 ．6 尖 り気味 に終 る。頚部 の境 は不明瞭。 外面 は粗 い タテパ ケ臼、下半 には指 頭 2 ．堅緻

F 1 3 ・15 ・7 休 部はやや長 めの球形 。 庄痕 が残 る。 3 ．時 茶掲色

4 ．外 面に堪魔

ぐ　言
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の －　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

41 ．ヨ巳．笠

A

上 16 ・8

2 ．26 ．8

3 ．

体廊下半 欠損－。 口縁部内 ・外面 は ヨコナナ。頚部はナ 1 ．密 ：粗砂粒 を含 む

口縁部 は屈折 しなが ら外反 し、端部 は デ。体部内面上 半か ら中位は右方向の 2 ．堅緻 、

20 8

P L ．2 1

尖 り気味 に終 る。頚部の境 は明瞭。

体部 は肩 のはった球形。

ヘ ラ削 り、下半は左上方向のヘ ラ削 り。 3 ．灰 褐色

4 ．

4 2 ＝土r宣E

1 ．20 ．8
体部 欠損 。 口縁部内 ・外 面は ヨコナデ。頚部 はナ 1 ．密 ：細 砂粒 －を含 む

内奪気味 に屈 折 しなが ら外反 し、端部 デ。体部 内面は右上方向 のヘ ラ削 り、 2 ・堅 緻

114－2

P L ．2 1

2 ． は外上方 に引 き出 され面 を有す°頚部 外面 はヨ－コナデ。 3 ．暗灰 褐色

－A
β． の境 は明瞭。 4 ．外面 にスス付着

43 ＝土倉
1・1 9．8※

口縁部 ％残存。 口縁部 内面は ヨコナデ、外 面は一部 に 1 ．密 ：中砂粒 を含 む

口縁部 はひ ろ く外反 す る、中位 よりや パ ケ目が残 るヨコナデ。 2 ．堅緻

38 3
璽

A

2 ． や下った位置 には りつけ．による突起 を－ 3 ．暗褐色

3 ． め ぐらす。端部 は外上 方 に面 を．有 し中

央 に凹線 がめ ぐる°

4 ．

4 4
・士ヨ夏

1 ・14．8
休部 欠損。 口縁部 内 ・外面 は ヨコナデ後ナデ。 1 ．密 ：中砂粒 を含む

口緑部は なだ らかに外反 し、端部 は外 頚部 のつけね はエ ビオサエ後ヨコナデ。 2 ．堅緻

02 8
2 ． 方 に引 き出 され面 を有す。 体部 内面上半 は左方 向のヘ ラ削 り、外 3 ．淡灰褐色

B
3 ． 面は粗 い斜行パ ケ目° －4 ．

45 壷
1 ． 9・8

完形品。 口縁部 内 ・外 面は ヨコナデ。頚部内面 1 ．．密 ：細砂粒 を含む

日縁部 は短 くほぼ直立 に立 ち上 が り、 は ヨコナ－デ、外 面はヘ ラ削 り。体部内 2 工　堅緻

34 2

P L ．21

2 ． 12 ．8 端部 は丸 く終 る°頚部・の境 は明瞭 。 面は右上方向 のヘ ラ削 り、外面 は不定 3 ．暗茶褐色

C
3 ・13 ．4 体部 は肩 のはった球形。 方向の粗 いパ ケ一目、部分的 にナデ。 4 ．体部 中位 に黒斑

46 ．出
一11． 7 ・・4

口縁部一部 欠損。 口縁部内 ・外 面は ヨコナデ。頚部内面 1 ．密 ：細 砂粒 を含 む

口縁部 は内等気味 に短 くのび、端部 は はナデ、外 面は ヨコナ デ°体部内面上 2 ．堅緻

30 2
笠 2 ．1 1．6 尖 り気味 豆終 る。．頚部 の境 は明瞭。 半 はナデアゲ、中位 は右方向 にヘ ラ削 3 ．淡褐色

C
3 ．17 ．0 体部 は肩 のは った球形 で、鹿 部は不安 り－、下半 は左上方向のヘ ラ削 り。外面 4 ．

P L ．21 定 な小 さい平底。 上半 は ヨコナデ、以下 はパ ケ目。

47 ．＝ヒ
上

口緑部 上半欠損。 口縁部 内 ・．外面は ナデ ・ヨコナデ。 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

二 重言縁 。口縁部下端 は下方 にやや拡 頚部 内面か ら休部上半 は輪 づみ痕 を残 む

15 8
璽 2 ．1 1．4 大 され る。頚部 はつよ．くしまり境 は明 すナデ、．．以下はナ デ。外 面上半 か ら中 2∴　堅緻

D l
3 ． 瞭。 位 はパケ 目を残す ヨコナデ、以下 はヘ 3 ．暗褐色

P L ．2 1 ラ ミガキ後ナデ。 4 ．体部 中位 に黒斑

48 て量オ
／1 ．

、口縁部欠損。． 口縁部 内 ・外面 ・頚部 は ヲコナデ。 1 ．密 ：中砂粒 を含 む

頚部の境 は明瞭 。体 部は扁 平 な球形d－ 体部 内面上半 はヘ ラ削 り．、以下は左上 2 ．堅緻

15 2

P L ．2 1

笠 2 ．13．2 二重口縁 にな る可能性 がつ よい。 方向のナデ アゲ° 中位 には接 合痕 を残 3 ．－赤褐色

D l
3 ． す。外面中位 までは ヨコナデ、以下は

パケ 目後 ヨコナデ、下端 はナデ。

4 ．体部中位 に黒斑

49 ＝量才∃E

1 ．11．3
完形品。 口縁部内 ・外面 は ヨコナデ、歪み が草 11 ・密 ：粗砂粒 を含む

口縁部 は屈折 して直立気味 に立 ち上 が しいこ体部内 面中位 までは押圧後左横 2 ．堅緻

06 4

P L ．2 2

2 ． 12 ．1 り、端部 は丸 く終 るム頚部 は強 くしま 方向の粗 いヘ ラ削 り、下半 ・．鹿部 は強 3 ．灰黒色

D 2
3 ．12 ．1 り境 は明瞭。休 部 は球形 で、鹿部 は尖

り気味 。

い押圧 ナデ。外 面はナデ。 4 ．体部 中位 に黒斑

50 ．∃臼一堂E

・1 ． 9 ．8
完形 品。 口緑部内 面は ヨコナデ、外面 は タテハ 1 ．密 ：中砂粒 を含 む

口縁部 は内幸気味 に長 く開 く、端部は ケ目後 ヨ コナデ。体部内面 は不定方向 2 ．堅緻

21 7

P L ．2 2

2 ・ 12 ．7 外 方一に面 を有す。頚部 の境 は明瞭。 のヘ ラ削 り、外面上半 は タテパ ケ以下 3 ．赤褐色 ．

E 2
3 ・12 ．7 体部 は扁平 な球形。 は斜行－ハケ目。 4 ．
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

5 1 壷
1 ．1 1．7

完形品。 出縁部内 ・外面 は ヨコナデ。 1 ．粗 ：粗砂粒 を含む

口綾部は内堵気味 に長 くのび、端部 は 頭部は ナデ。

l／　　　　　　　　　ヽ　′
2 ．竪緻

2 09

P L ．2 2

2 ．13 ．5 丸 く終 る。頚部 の境 は明瞭 。体部 は肩 休部内面 上一半か ら中位 は右横 力向のへ

ラ削 り、以．－下は ナデ。
外面中位 までは ヨコナデ、以下 はパ ケ

目、部 分的 にナ デ、外面鹿部はヘラ削 り。

3 ．日脚天視色

E l
：3 ．15 ．1 のは った扁平 な球形 。 4 ・体 部中位 に黒魔

5 2 壷

D 2

1 ．13 ．4

2 ．15 ．4

鹿部一一十部欠損。 目線部内 ・外面 はヨコナデ。 1 ．密 ：粗砂 粒 を含 む

日綾部 は内等気味 に長 くのび、端部は 頭部内面 に粘土接 合痕 を残 す。

＿．
2 ．堅緻

0 50

P L ．2 2

外上方 に丸 く終 る。頚部 の境は明瞭。 体郎内面・上半 は接続痕 を残 しヨコナデ、 3 ．橙褐 色

4 ．外 面にス ス付着3 ．16 ．2 体部 は扁平 な球形 。 中位は ユ ビオサエ、以 下は左横 方向の

ヘ ラ削 り。
外面は不定方向 のパケ目。

5 3 一缶∃夏

1 ．10 ．6
完形品。 目線部内面 はパ ケ目、後 ヨコナデ、 1 ． やや密 ：中砂粒 を含

Ⅱ綾部 は屈折 しなが ら直上 し、端部 は 外面は ヨコナデ。 む

129

P L ．2 2
E 2

2 ．14 ．3 外上方 に丸 く終 る。頭部の境 は明瞭。 頚部内面 には指頭押庄痕 を残 す。 2 ．堅緻

3 ・16 ．5 体 部は肩のは った球形。 体一部内面 はヨコナデ、下 半はナデアゲ、 3 ．淡 褐色

外面は細 いパケ目、粗 い整形。 4 ．

5 4 壷
1 ．10 ．2

完形 品。 「相承部内 ・外 面は ヨコナデ。 上　 密 ：粗砂粒 を含 む

Ⅱ綾 部は直線 気味 に長 くの び、端部 は 頭部内面指頭押圧痕 を残す。 2 ．堅緻

34 1

P L ．2 2

2 ．13 ．3 外 上方に丸 く終 る。頚部の境 は明瞭。 外面 はナデ。

休部内面 は左横 方向のヘ ラ削 り、鹿部

は 上方向 のヘ ラ削 り。

外面 は粗－いハヶ月、部分的 にナ デ。

凹凸 が著 る しい。

3 ． 明茶褐色

E 2
3 ．14 ．7 体 部は肩のは った球形で、鹿部 は尖 り′

気味。

4 ．

5 5 壷
上 10 ．0

鹿 部欠損。 L．」縁部内面 は ヨコパケ目、後 ヨコナデ。 1 ．密 ：粗砂粒 を含 む

Ⅱ縁 部は内琴気味 にやや長 くの び、端 外面 はタテパケ 目、後 ヨコナデ。 2 ．堅緻

218

P L ．2 2

2 ．1 2．9 部 は尖 り気味 に終 る。頭部の境 は明瞭。体郎内面 は左方 向のヘ ラ削 り。 3 ．噛黄褐色

D 2
3 ． 体 部は球形。 外面上半 は タデ、 ヨコのパケ 目。

以下 は磨滅 のため不明、曲・部 に細 いパ

ケ目が残 る。

4 ．外面 にスス付着

5 6 ．ゴゴ．宣E

1 ．1 0．4
完 形品。 目線部内 ・外面 は ヨコナデ。 1 ．密 ：細砂粒 を含む

Ⅱ緑部 は内堵気味 に長 くの び、端部 は 体部内面 はナデ、外面は細 いパ ケ目。 2 ．堅緻

30 1

P L ．2 3

2 ．1 3．6 外 方に丸 く終 る。頚部の境 は明瞭。体 鹿部内面 はエ ビオサエ。 3 ．噛赤褐色

E 3
3 ．1 6．0 部 は球 形で中位 よりやや・上に直径 1．3

cm の穿 孔が ある。

4 ．外面 にスス付着

5 7 －ゴゴ：亜：

1 ．10 ．3
完 形品。 Ⅱ縁部内 ・外 面は ヨコナデ。 1 ．やや粗 ：中砂粒 を含

Ⅱ縁部 は内等気味 に長 くの び、端部 は 休部内面 上半はナデ、中位以下は ナデ む

13 3
2 ．1 3．3 丸 く終 る。頚部の境 は明瞭。体部 は球 アゲ。 2 ．堅緻

E l
3 ・1 6．0 形 。 外面上半 は［・一0線 部よ り続 くヨコナデ、 3 ．赤褐色

P L ．2 3 以下 は タテハケ 目、後ナデ。 4 ．体部下半 にスス付 着

5 8 ＝量オ∃芝

1 ．1 1．0※
一 部欠損。 Ⅱ縁部内 面は ヨコパケ 目、外面 か ら端 1 ．密 ：細砂粒、雲母 を

［］緑 部は内等気味 に短 くの び、端部 は 部内面 にかけ ヨコナデ。頚部内面 はヨ 含 む

07 6
2 ．1 3．4 丸 く終 る。頚部の境 は明瞭。体部 はや コナデ。体 部内面はナデ アゲ、外面上 2 ．堅緻

D 2
3 ．1 2．3 や肩のは った扁平 な球形。 半 はタテパケ目、下半はハ ケ目の後粗 3 ．淡庚褐色

P L ．2 2 いヘ ラ削 り。鹿 部内面はナ デ。 4 ．休部外面 に黒斑

5 9 －ヨゴ琵

1 ．1 2．0※
体 部欠損。 ［1線部内 面は ヨコナデ。 1 ．密 ：中砂粒 を含む

Ⅱ縁 部はゆ るや かに外反 し、端部 は外 外面 は内 面端 部か らヨコナ デ後 ナデ。 2 ．堅緻

33 5

P L ．2 3
F

2 ．

3 ．

上 方に面 を有す。 3 ．暗褐色

4 ．外面 にスス付 着

6 0 高
1 ．2 2．2

脚 部欠損。 坏 Ⅱ縁 部内 ・外面は不定方向のヘ ラ ミ 1 ．密 ：細砂粒 を含む

坏部、下 半部 は内等気味 l一二短 くのび、 ガキ。端 部は ヨコナデ。 2 ．堅緻

36 1

P L ．23

坏

A l

2 －． 上 半部 との境 は稜 を有す。強 く屈折 し 鹿部 内面 は放射状 のパ ケ目。 3 ．赤褐色

3 ．

4 ．

て外上方 に長 くの びる。 4 ．
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・．番　 号
種

類
一法 ． 量 －形　 －態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 －特　 徴 備　　 ・考

61 一
lll1司

上
ナノ程甘上半 欠損 。 坏 鹿 部 内 面 は不 定 方 向 の パ ケH 後 ナデ、 1 ． 密 ：細 砂 粒 を含 む

脚 部　 柱 部 は 下 膨 み 。 中 位 で 屈 折 して 外 面 は ナ デ 。 2 ． 軟 質

04 2 坏
2 ．． 4 ．0 外 反 し、 裾部 との 境 は 明 瞭 。－端 部 は 外 去腑 li内 ・外 面 は ナ デ 。 内 面 に シポ リ痕 3 ． 時 褐 色

3 ． 12 ．2壙

4 ．

上方 に や や 拡 大 され 面 を有 す 。 柱 部 上 ？ 4 ．

P L ・23
A l 車 部 中 実 。 脚 裾 部 内 ・外 面 は ヨ コナ デ 。

62
lTlf司

1 ・
Ⅱ端 部 、 裾 部 ％ 欠損 。 剥 離 の た め 調 整 不 明 。 上　 密 ：細 砂 粒 を含 む

坏 部　 下 学 部 は 内 背 気 味 に短 くの び 、 脚 裾 部 内 ・外 面 は ヨ コナ デ ？ 2 ． 軟 質

3 62 坏
2 ．　 3 ．8 上 軍 部 との 境 は 撥 を有 す b　わ ず か に属 3 ． 橙 褐 色

3 ． 13 ．2 ※ 折 して 外 ．上方 に長 く．の び る。 4 ．

P L ．2 3 ．
A ⅰ

4 ．
脚 部　 柱 部 は 外 反 し、裾 部 と の境 は 明

瞭 。 裾 部 に 軍孔 残 存 、端 部 は 丸 く終 る。

6 3
11玉司

上　 2．0 ．3
完 形 品 。 坏 部 口縁 内 ・外 面 は ヨ－コパ ケ H 。 端 血 上　 密 ；粗 砂 粒 を 含 む

頭 部　 下 半 部 は内 等 気 味 に の び 、 上 半 内 ・外 面 は ヨ コナ デ 。 鹿 部 内 面 は 不定 2 ． 軟 質

1 22

P L ．2 4

坏
．2 ．　 3 ．8 部 は わず か に屈 折 し外 上 方 に の び る。 方 向 の ヘ ラ ミガキ、外 面 は タテパケ H 。 3 ． 淡 灰 褐 色

3 ．． 14 ．4 端 部 は 外 方 に短 く引 き出 す。 脚 部 内 面 は ヘ ラ削 り、 外 面 は パ ケ H 。 4 ・

B l
4 ． 14 ．2

脚 部　 柱 部 は外 反 し、裾 部 と の境 は 不

明 瞭 。 裾 端 部 は 丸 く終 る。

裾 部 内 面 は ヨ コナ デ、 外 面 はパ ケ 目 。

6 4

0 80

P L ．2 4

11巨了0

上 1 7 ．9
完 形．品 。 坏 部 L j縁 内 ．外 面 は粗 い六 ヶ月後 ナ デ。 上　 密 ：中 砂 粒 を 含 む －

坏 部 ′　下 半 部 は外 上 方 に の び 、 上 半 部 鹿 部 内 面 は ナ デ、 外 面 は パ ケ 日。 脚 部 2 ． 堅 緻

坏

寧1

2 ・　 3 ．0 との 境 は わず か に疎 を有す 。 屈 折 して 内 面 は 今 ラ削 り、外 面 は ノ、ケ 目 後 ナ デ。－3 ． 淡 灰 褐 色

3 ． 1 2 ．6

4 ． 1 4 ．3

再 び外 上 方 に の び る′。－端 部 は 寒 り気 味

に終 る。 脚 部　 柱 部 は外 反 し、 裾 部 と

の 境 は 明億 。 裾 端 部 は 丸 く終 る。

裾 部 内 面 は ハ ヶ 月 、外 面 は ヨ コ ナ デ 。 4 ． 脚 部 内 面 に窯 斑

6 5
1Tl百0

上　 2 0 ．1
完 形 品 。 坪 ；仙 －Ⅰ縁 内 ・外 面 はパケ 目後 ヨ コナデ。 1 ． 密 ：．細 砂 粒 、・雲母 を

坏 部　 下 半 部 は 内等 気 味 に．や や 長 くの 鹿 部 内 面 は－ハ ヶ 月後 ナ ナ 、外 郵 まナ デ。 含 む

0 23 － 2 圭一ネ
2 ．　 3 ．3 び 、上 半 部 との 境 は 稜 を有 す 。 屈 折 し 脚 部 内 面 はヘ ラ削 ．り、外 面 は ナ－デ 。 裾 2 ． 堅 緻

3 ． 12 ．5

4 ． 13 ．5

て外 反 し外 方 に の び る。端 部 は 尖 り気 部 内 ・外 面 は ヨ コ ナ デ。 柱 ・裾 部 の 境 3 ・ 日射天褐 色

P L ．24
B l 味 に終 る。 脚 部 は 「ハ 」 の 形 に外 反 す

る。．裾 端 部 は 尖 り気 味 に終 る。

に指 頭 押 庄 痕 が残 る・。 4 ． 日縁 部 に 窯斑

6 6
10l百1

上 18 ．3
脚 裾 部 欠 損 。 坏 部 【．．j縁 内 面 ・外 面端 部 は ヨコ ナ デ 。 1 ． 密 ：細 砂粒 を含 む

坏 部　 下 半 部 は 内 等 気 味 にの び 、上 半 外 面 げ粗 い パ ケ 目 。鹿 部 内 面 は ナ デ 。 2 ． 堅 緻

11 5

P L ・23

坪

B 1

2 ．　 3 ．5 邸 と の境 は 稜 を有 す 。 わず か に屈 折 し 脚 部 内 面 は ヘ－ラ削 り、外 面 は ハ ヶ 月後 －3 ． 嫉 褐 色

3 ．

4 ．

て外 上 方 にの び 、 端 部 は 上 方 に短 く引

き担 す 。 脚 部　 柱 部 は外 反 し、裾 部 と

の境 は 明 瞭 。

ナ デ。 裾 部 内 ・外 面 は ヨコ ナ デ 云 4 ．－

67
一一ⅰ一．一一晶

1 ． 17 ．4
脚 裾 部 一 部 欠 損 。 坪 部 ＝縁 内 ・外 面 、 底 如 下面 まで ヨ コ 1 ．密 ：粗 砂 粒 を含 む

坏 部　 下 半 部 は 内 等 気 味 にの び 、．上 、lt ナ デ 。鹿 部 内 面 はナ ヂ 。．脚 部 内 面 は左 2 ． 堅緻

12 0

P L ．24

坏
／2 ．　 3 ．3 部 との 境 は 稜 を有 す 。 わず カ7 こ屈 折 し 方 向 の ヘ ラ削 り．、 外 面 は ナ デ 。 裾 部 内 3 ．晴 灰 褐 色

3 ． 10 ．6 壙 て 外 反 気 味 にの び る。∴端 部 は 面 を有 す ・外 面 は ヲ コナ デ 。 4 ． 日縁 部 に黒 斑

B l
4 ． 13 ．2

脚 部 一　柱 部 は外 反 し、裾 部 と の境 は 明－

瞭 。 裾 端 鹿 部 に突 出 した面 が あ る。

68
10下司

1 ． 20 ．8
完 形 品 。 坏 部 ＝縁 内 面 は ヨ コ享 デ 、 外 面 は細 い 主　 密 ：細 砂 粒 を 含 む

輔 部　 下 半 部 は内 等 気味 に の び 、 上半．－パ ケ 甘後 ヨ コナ デ 。 2 ． 堅 緻

1 65

P L ．24

坪

B l

2 ． 芋．0 部 との 境 は稜 －．を有 す 。届．折 して 外 反 気 脚 部 内 面 は ヘ ラ削 り、 外 面 は ナ デ。 3 ． 赤 褐 色

3 ． 1．1 ．2

4 ． 1 1 ．8

味 にの ．び 、端 部 は 引 き出 され 垂 れ 気 味

に終 る。脚 部　 脚 が短 い柱 部 は外 反 し．、

裾 部 の 境 は 明瞭 O 端 部 は 面 を有 す 。－

・裾 部 内 ・外 面 は ヨ．コナ デ 。－ 4 ．

6 9
一一一1．－1．1l首0

1 ． 18 ．8
脚 裾 部 一一．・部 欠損 。． Iノ梢 臣 摘家内 ・外 面 は ヨ コ ナ デ。 1 ． 密 ：細 砂 粒 を 含 む

輔 L紺　 浅 い鹿 部 、－下 半部 は 内 等 気 味 に 鹿 部 内 ・外 面 はノ、、ケ 臼後 ナ デ。 2 ． 軟 質

1 18

P L ．2 4

7 0

坏

B l

1．0l司

2 ．　 3 ．2 の び 、－．土半 部 との境 は 稜 を－有 す 。 屈 折 脚 部 内 面 はヘ ラ削 り、 外 面 は ナ デ 。 3 ． 淡 灰 褐 色

3 ． 1 2 ．0♯

4 ． 1 2 ．5

1．．．2 1 ．4

して外 上方 に の び 、 端 部 は 丸 く終 る。

脚 部　 柱 部 は 外 反－し、 裾 部 との 境 は 不

明 瞭 。 裾端 部 上面 に凹 が 有 り全 属 す る。

完 形 品 。

裾 部 内 ・外 面 は ヨ コ ナ デ。

土ノ梢 出 川家内 ・外 面 は ヨ コ ナ デ 。

4 ．

1 ． 密 ：細 砂粒 を含 む

坪 部　 下 半部 は 内 背 気 味 に．の び 、こ　上半 鹿 部 内 面 は ナ デ 、外 郵 まタテ パ ケ 日後 2 ． 軟 質

0 98 坏
2 ．　 3 ．5 部 との 境 は 稜 を有 す 。 わず か に屈 折 し ヨ コ ナ デ。 －3 ． 淡 橙 褐 色

3 ． 13 ．7

－4 ． 14 ．8

て外 反 気 味 にの．び、 端 部 は 丸 く終 る 。 脚 部 内 面 はヘ ラ削 り、－外 面 は ナ デ 。 4 ・

P L ．2 4
B l 脚 部　 柱 部 は 外 反 し、 裾 部 と の境 は 明

瞭 。 端 部 は 丸 く終 る。

裾 部 内 ・外 面 は ヨ コ．ナ デ。
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

71 ．一⊥一lニOli司

1． 18 ．2
脚裾 部．－・・潤；欠損 土用 出 線 内 ・外面 は ヨコナデ。鹿 部は 1 ．粗 ：粗砂粒 を含む

坪 部　 下一半部は内嘩気味 にのびる。 上 ナデ。脚部内面 はヘ ラ削 り、外面は ヨ 2 ．竪緻

004

P L ．24

坏

B l

2 ．　3 ．7 部は屈 折 して外 上方 にの び、端摘出ま コナデ。裾部内 ・外 面は ヨコナデ。 3 ．淡黄視色

3 ．14 ．6躯

4 ．12 ．－4

外方に小 さく面 を有す。脚 部　 柱 部は

外反 し、裾部 との境 は明瞭。裾 部はほ

ぼ水平で、端部 は尖 り気味 に終 る。

4 ．外面 にスス付着

72 －＿土．偽

1 ．17 ．8
完形品。 輔 附 ．－1線内 ・外 面は ヨコナデ。 1 ． やや粗 ：粗砂粒 を含

坏 部　 下半部は外 ．土方 にのび、 上半部 鹿部内面 はナデ、外 面は ヨコナデ。 む

111 坪
2 ．　2 ．7 との境 は稜 を有す。 わずかに屈折 して 脚部内面 はヘ ラ削 り、外面 ・裾部内、 2 ．堅緻

3 ．11．1

4 ．11．8

外 上方 にの び、端部 は尖 り気味 に終 る 外面は ヨコナデ。 3 ．灰褐 色

P L ．25
B 2 脚部　 柱部は外反 し、裾 部 との境 は不

明瞭。端外方 ・鹿 部に面 を有す。

4 ．脚 部に黒斑

73

03 3

P L ．25

一▼・・ⅰ・一一・lJr60

1 ．16 ．0
脚裾部－・．淵 ；欠損。 ナノ柑出0線内 ・外面は ヨコナ デ。鹿部内 1．密 ：細 砂粒 を含む

士ノ相 ； 下 半部 はわずかに内琴 気味 にの 面 はナデ、外 面は ヨコナ デ。脚部内面 2 ． 堅緻

坏

C

2 ・　 2．9 び る。 上半部 との境 は稜 を有す。屈折 まヘ ラケズ リ、外面はヘ ラケズリ後 ナ 3 ・噛 茶褐色

3 ．12．4

4 ．11．9

して短 くの びる。端 部は丸 く終 る。

脚部　 柱部 は 「ハ」の形 に外反 し短い。

裾部 との境 は明瞭 。

デ。裾部 内 ・外面は ヨコナデ。 4 ． 1－＿－1線 部 に黒魔

74 高
上 15．8

完形品。 坏 部L－j縁 内面は ヨコハ ケ目、外面 は タ 1 ．密 ：細砂粒 ・雲母 を

坏部　 下 半部は外 上方 に短 くのび、 上 テパケ目後 ヨコナ デ。鹿部内面 は不定 含 む

021 坪
2 工　 3．8 半部 との境 は稜 を有す。屈折 して外反 方向 のナデ、外面は タテパ ケ目後 ヨコ 2 ．堅緻

3 ． 11．9

4 ． 11．8

す る。端部 は丸 く終 る。脚部 ・柱部は ナデ。脚 部内面は ナデ、外面 はナデ。 3 ．灰褐色

P L ．25 C ヽ「ハ」の形 に幅 広 く外反 し、裾部 との

境 は不明瞭。裾端 部は 丸く終 る。

裾 部内 ・外面は ヨコナデ。 4 ．脚内面 に黒鍵

75 ・－⊥－局
上 18．4

完形品。 坏 部目線 内面は粗 いヨコパケ目、外面 1 ．密 ：中 砂粒 を含 む

Iノ柑li 下 半部は内噂 しての び、 土半部 よヨコナデ。 2 ．堅緻

068

P L ．25

坏
2 ．　 3．8 との境 はわずか に稜 を有す。 わず かに 脚 部内面は左方向 のヘラ削 り。外面は 3 ．淡茶褐 色

3 ． 14．0

4 ． 14．4

屈折 して外 上方 にの び、端部 は丸 く終 ヘ ラ削 り後 ナデ。裾 部内 ・外面は ヨコ 4 ． 目線 部 ・脚部 に黒魔

B 3 る。脚 部　 柱 部は 「ハ」の形 に外反 し

裾端 部は少 し肥厚 し丸 く終 る。

裾部内 ・外面 はヨコナデ。

76 ・＿＿1－一品

1 ． 18 ．6
完形 品。 ナノ柑肛」線内 ・外面 は剥離のため調整不 1 ． やや粗 ：粗砂粒 を含

坏 部　 下 半部は外上方 にのび、上 半部 明。脚部内面 は左 方向のヘ ラ削 り。 む

157

P L ．25

坏
2 ．　 3 ・6 との境 はゆ るく稜 を有 す。 わずかに屈 外面上半は タテパケ目後ナデ、下半は 2 ．軟 質

3 ・ 12 ．5

4 ． 14 ．5

折 して外 上方 にの び、端部 は引 き出 さ ヨコナ デ。 3 ．淡褐 色

B 3 れ丸 く終 る。脚部　 柱 部は 「ハ」 の形

に外反 し、裾端部 は外方 に丸 く終 る。

4 ．

77

36 8

P L ．25

一一一一l一一＿．Pl司

上 17 ．9撥
完 形品。 坏部 Ⅱ線内 ・外面は ヨコナデ。鹿部内 1． 粗 ：粗砂粒 ・雲母 を

士相 ； 下半部 は外上方 に短 くのび、属 面は ナデ、外 面はナデ。脚部内面 は左 含む

坏
2 ．　3 ．5 折 して直線状 に長 くのび る。上半部の 方向のヘ ラ削 り、外面は タテパ ケ目後 2 ・ 堅緻

3 ．12．2

4 ．12．8

境 に稜 を有す。端 部は尖 り気味 に終 る ヨコナデ。裾 部内外面は ヨコナデ。 3 ．暗灰褐色

B 3 脚部　 柱部は 「ハ」の形 に幅広 く開 き、

裾端部は面 を有 すが境 は不明瞭。

4 ．脚部 に黒斑

78 高
1 ．18 ．0

完形品。 士ノ柑出」線 内 ・外面は ヨコナデ。 1 ．やや密 ：中 砂粒 を含

土ノ柑 li 下半部 は外土 方にのび、上半部 鹿部内 ・外 面はナ デ。部分的 にパケ目 む

010 坪
2 ．　 3．2 との境は ゆる く稜 を有す。 わず かに屈 痕 が残 る。 2 ・堅緻

3 ．10・4

4 ．11．0

折 して外 上方 に短 くのび、端部は尖 り 脚部 内面は左方向のヘ ラ削 り、外面 は 3 ．茶褐色

C 気味。脚部　 柱 部は 「ハ」の形 に外反

し、裾端部 は外 上方 にやや引 き出す。

ヨコナデ。 4 ．

79 一一L4－日l司

1 ．22．9
完形品。 坏部 Ⅱ線 上半内 ・外面 はヨコナデ、中 1 ．密 ：細 砂粒 を含 む

坏部　 下半 部か ら内湾 気味 に外 上方 に 位以下 鹿部内面 は粗 いパケ目、外面は 2 ．軟 質

366

P L ．25

80

坪
2 ．　 4．1 長 くの びる。端 部近 くで わず かに外反 タテパケ 目。 3 ．淡茶 褐色

3 ． 14．6

4 ． 16．3

1 ． 16．9楽

し　 端 部は尖 り気味 に終 る。下 ・上半 脚 部内面はヘ ラ削 り後 ナデ、外面はナ 4 ． 目線 部内面 に黒斑

1 ．密 ：中砂粒 を含 む

D

一一．．ⅰ一一一・一一日同

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
部の境 は不明瞭。脚部　 柱部 は 「ハ」

の形 に外 反 し、脚部の境 は不明瞭。

完形品。

デ。裾部内 ・外面 は ヨコナデ。

土ノ摘 出」縁内面 は ヨコパケ目、外面は ヨ

坏 部　 下 半部 から外 上方に長 くのびる。 コナデ。鹿部内面は不定方向 のパケ目。 2 ． 堅緻

128 坏
2 ．　 3．6 端 部はわずか に引 き出 し面 を有す。下 脚部内面 は左方 向のヘ ラ削 り、外面 は 3 ．暗 褐色

3 ． 11 ．8

4 ． 12 ．3

・上半部の境 は不明瞭。脚部　 柱 部は ナデ。 4 ．脚部 ・目線部内面 に

P L ．25 D
「・ハ」の形 に外反 し、裾部の境 は不明 ・

裾端 部は外方 に引 き出 し面 を有す。

裾部内 ・外面 は ヨコナデ。 黒斑
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奉 号 慧
法　 量 形　 態　 の　 持 ・徴 手　 法　 の　 特　 徴

・l

備　　　　 考

81 高
上

2 ．　3 ．6

3 ．

4 ．

L．－」縁部残存。 土相 圧」縁 内面は放射状 にハ ケ目－後 ナデ 1 ．密 ：粗砂粒 を含む
坪 部 ・下半部 から内等気味 ．に外 上方 に アゲ。 2 ．堅緻

354 坏

E

のび る。 外面 は タテパケ 目後 ヨコナ デ。 3 ．黄褐色

4－．

82

35 5

高
1 ．

2 ．　2 ．9

3 ．．

4 ．

Ⅱ縁 部残 存。 ナノ相は目線 内面は磨滅のため調整不明。 1 ．密 ：粗 砂粒 を含む
坪 部 ．．下半部か ら内等気味 に外 上方に 外面 はナデ。 2 ．堅緻

坏

E

の．びる。 3 ．淡準色

4 ．外面 に黒斑

83 高
上 18．5

2 ．　 3．2

脚部 欠損。 坪部 Ⅱ線内 ・外 面は ヨコナデ後 粗いへ 1 ．密 ：細砂粒 を含む
士相 「 下半 部は外 上方．に短 くの－び．、 上 ラ ミガ車。鹿部 内面 はパケ目後粗 いヘ 2 ・堅緻

078　－ 坏
半部 と．の境 は稜 を有す。屈折 して外 上

＋　　　　　　小　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

－ラ ミグキ、外面 はパ ケ目後 ナデ再後粗 3 ．赤褐色

P L ．26 －　B l
3 ．

4 ．

方 にの びわずかに外 反 して、端部 は丸

く終 る。・

いヘ フ ミガキ。 4 ・

84 高
1 ．つ 8．8

2 ．

脚部欠損？ 坏 部Ⅱ縁 内 ・外面はパ ケ目後 ヨコナ デ I l ．密 ：柵 砂粒 を含む
坏 部　 下半部 は内等気味 に短 くの び、 鹿 部内 ・外面はパ ケ目．後ナ デ。 2 ．堅緻

364 球 上半部 との境 は稜 を有 す。極 くわずか

ー　　ニ0　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

坏 部境 の外面は ヨコパケ 目。． 3 ．暗灰褐色

P L ．26 B 2
3 ．

4 ．

に屈折 し外上方 に長 くのび る。端部は

若干厚 し丸く終 る。
4 ．

85

06 1

高
1 ．

2 ． 3 ．4学．

脚 部欠損。 坏部 日縁 内 ・外面は ヨコナデ。 1． やや粗 ：粗砂粒 を含
輔 ‡li 下半部．は外 上方 に短 くのび∴ L 鹿部内 ・外 面はナデ。 む

坏 半部 との境は稜 を有す。強 く．屈折 して

寸　　　　山

2 ． 堅緻

P L ．26 B 3．
3 ．

4 ．

外 上方に短 くの び、端部 は丸 く終 る。 3 ．淡褐色

86
高
1 ．17 ．6※

2 ．

脚 部－欠損 。－ 坏部 Ⅱ線内 ・外 面はパケ目後 ヨゴナデ 1 ． やや密 ：紳 砂粒 を含
輔 ‡li 下 半部は内等気味 にのび、 上半 鹿部内 ・外面 は ヨコナデ。 む

－12 7

P L ．2 6．

土子

由2

部 との境 は稜 を有す。・屈折 し外反気味 2 ．堅緻
．／′′工．3 ．

4 ．

にのびる。端 部は小 さい面 を有 す。 3 ・淡黄褐色

4 ・ Ⅱ縁部内面 ・脚部 に

黒斑

87 高
1．2－0．1－十、

2 ．

坪部％残存。 坏 部口縁内 ・外面 はヨコナデ。鹿 部 と 1 ．密 ：中砂粒 を含む
坏部　 下半 部は内等気味 に短 くの び、 の境内面はパ ケ目が残 る。鹿部内 ・外・2 ．堅緻

365

P L ．2 6

坏

B 3

上半部 との境 は稜 を有 す云　わず か 二屈 面はナデ。 3 ．暗灰褐色

3 ．

4 ．

析 して外上方 にのび、端部 は丸 く終 尋。 坏 部外面の稜部分 に指頭押圧痕 が残る。 4 ・目線部内面 に黒鍵

88 高
・1 ．17．6※／

2 ：・ 3．0

脚裾部欠損。 坏 部Ⅱ縁 内面は ヨコパ ケ日、－外面 は夕 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含
坏部　 下半部 は短 ．く外 反 し、．上半部 と テパケ目後 ヨコナデ。端部内 ・外敵 ま む

10 9

P L ．．26

坪

B 2

の境はす るど く稜 を有す。屈折 して外 ヨコナデ。－鹿部内 ・外面はナデ。脚部 2 ．堅緻

3 ．

4 ．

反 しながら．の びる。端 部は尖 り気味 に

終 る。

脚部　 柱部 は 「ハ」の形 に外反 す る。

内 面はヘ ラ削 り、外面はナデ。 3 ．暗 褐色

4 ．

89 高
、上 17 ．8

2 ．

3 ．

4 ．

脚部 欠損。 坏 部Ⅱ線内 ・外面は ヨコナ デ。 1． やや粗 ：粗砂粒 を含
坏部　 下半部は内等気味 にのび、土半 鹿 部内 ．外面は－ナデ。 む

36 3 坏

C

部 との境は稜 を有す。屈折 して外．上方

にのび、端部は垂 れ気味 に終 る。

2 ．堅緻 －

3 ．噌 黄褐色

4 ． ［」縁部内 面に黒斑 －

90 高
1 ．15 ．1

2／． 2 ・9

3 ．

4 ．

脚裾部 欠損。 坏部 H 縁内 ・外 面はパケ目後 ヨフナデ 1 ・・．密 ：細砂粒 を含む
坏部　 下半部は外上方 にの び、上 半酢 鹿部内 ・－外面 はナデ。 2 ．堅緻

103

P L ．2 6

坏

C

との境 は稜 を有す。強 く屈折 して外上

方 に外 反 しなが らの びる。端部 は尖 り

気味 に終 る。
細部　 柱 部－は 「ハ」の形 に外反 す る。

脚部内面 は粗 いヘラ削り、外面はナデ； 3 ．灰褐色

4 ・
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番　 号
種

類
法　 崖 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

91 一‥一一一一rT
1． 16 ．7

脚 部欠損。 土ノ柑βL l縁内 ・外面 はパケ臼後ナデ。 上　 密 ：細 砂粒 を含 む

坏 部　 下半部 は外 上方 に短 くのび、‥土 端部内 ・外面 は ヨコナデ。 2 ．堅緻

　ヽ　′
13 5

P L ．26

坏

C

2 ． 3 ．2※

：3 ．

4 ．

半部 との境は稜 を有 す。 わずかに屈折 鹿部内 ・外面 はパケ目後ナデ。 3 ．淡褐 色

4 ・して外 上方 に短 くのび、端 部近 くでわ

ず かに外反 し、端 部は丸 く終 る。

林部境の外面 は押庄 後ナデ。

92 一一一JL・．rllijl

1 ． 1 7．8

2 ．

3 ．

4 ．

脚部欠損。 土ノ柑出j線 内 ・外面は ヨコナデ。 1． やや密 ：細砂粒 を含

坪 部　 下半 部は外上方にのび、上半部

や　　　　 i／勇　一

底・部 内面はナデ、外面はヘ ラ削 り。 む

2　 堅緻
067

P L ．2 6

坪

B 2

との境 は稜 を有すo　わずか に水平 よ面

を残 し外 反気味 にのび る。端部は丸 く

終 る。

°　　二＝ヒ、
3 ．淡褐色

4 ．

9 3 ＿＿．一一一・【ニlli司

1 ． 17．3
脚部 欠損 。 土ノ相 iH 線内 ・外面 はヨコナデ。 1 ．密 ：細砂粒 を含む

士ノ柑β　下 半部は外 上方 にの び、上半部 鹿部内面は ナデ、外面 は タテパケ目。 2 ．堅緻

17 9 坏
2 ．　 3．2

3 ．

4 ．

との境 は稜 を有す。屈折 して内湾気味

にのび、端部近 くで外上方 に引 き出 さ

3 ．噌／火褐色

4 ． Ⅱ緑 部内 ・外面 に黒

P L ．26
C れ、端 部は丸 く終 る。 魔

94 一占．rii0

1 ． 19 ．5

2 ．

3 ．

4 ．

脚 部欠損。 土ノ柑βLl縁 内 ・外 面は ヨコナデ。 1 ．密 ：細 砂粒 を含 む

坏 部　 下半部 は内等気味 にのび、上半 鹿部内面 は不定 方向のナデ。外面は 夕 2 ． 堅緻

、火．
212

P L ．26

坏

B 2

部 との境は稜 を有 す。屈折 して内等 気

味 にの び、端部近 くでわずかに外反す

る。端部 は面 を有す。

テパ ケ目後 へ ラ削 り。 3 ．7火茶褐色

4 ．

9 5 一uJL一一．【ニ1r司

上 16．7

2 ．

3 ．

4 ．

脚部 欠損。 坏 部Ⅱ縁 内面は ヨコナデ、外面 はハケ 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

坏部　 下 半部 は内等気味 にのび、上半

立　　　　　　P　こ上＋．．　一五　　　　　　　　　　　　　小

目後 ヨコナデ。鹿部内 ・外面 はナデ。

＝血　 ．－・・立　 土　　　　 ヒ一．　 圧 が残

む

2　 堅緻
168

P L ．2 6

坏

B 2

部 との境 はわずか に稜 を葡す。 わず か

に屈折 して外反 しながらの びる。端部

は尖 り気味 に終 る。

［］縁 部 と鹿部の 尭内面 は指頭押 上

る。外面はパ ケ目。

．　　二土l
3 ．時赤褐色

4 ．

9 6
11r司

上 17 ．4
脚部 欠損。 士ノ柑 βⅡ縁内 ・外面 はパケ目後 ヨコナデ 1． 密 ：細砂粒 を含む

坏 部　 下半部は内等気味 にの び、上 半 中位内面 はヨコパケ目。 2 ．軟 質

09 4

P L ．27

坏

B 2

2 ．

3 ．

4 ．

部 との境は稜 を有す。屈折 して外反 し

なが らのび る。端部 は尖 り気味 に終 る。

鹿部内 ・外面 はナデ。 3 ・暗褐色

4 ．

97 ＿一．一一一J．晶
1 ．17 ．3

脚部欠損。 土ノ柑βⅡ縁 内面は ヨコパケ 目、部分的 に 1 ．密 ：細砂粒 を含む

坏 部　 下半部 は内等 気味 に短 くのび、 ナデ、外 面は ヨコナデ。 2 ．堅緻

10 7

P L ．27

坏

由2

2 ． 上半部 との境 は稜 を有す。屈 折 して外 鹿部内 ・外面はパ ケ目後 ナデ。 3 ．暗灰褐色

4 ．3 ．

4 ．

反 しながらのび る。端 部は丸 く終 る。 中位外 面は粗 いヨコパ ケ目。

98 高
1 ．1 6．3

1

脚部 欠損。 ナノ柑肛］緑内面 はヨコパケ目、外 面は ヨ 1 ．各 ：粗 砂粒 を含 む

坏部　 下 半部 は外上方 に短 くの び、上

、′立　　　　　　　　　　　 、’　 †－・

コナデ。底部内面 はナデ、外面 は ヨコ

一一くヽ

2 ．堅緻

3　 茶褐色
193

P L ．2 7

坏

B 2

2 ．　 3・

3 ．

4 ．

半部 との境 はわず かに稜 を有す。屈折

して内等 気味 に長 くの びる。端 Ⅱは丸

く終 る。

ナ丁。 ．　升買勾
4 ． Ⅱ縁部 に黒斑

99
ロ

上 17 ．4
脚部 欠損。 ナノ相田Ⅱ線内 ・外面は ヨコナデ。 上　 密 ：細砂粒 を含む

土ノ柑β　 下半部 は内等気味 にのび、上半 中位 はパケ目。 2 ．－　堅緻

同 2 ． 部 との境 は稜 を有す　 わずかに段 がつ 鹿部内 ・外 面は ヨコナデ。 3 ．暗褐色

14 8－

P L ．27

坏

B 2
3 ．

4 ．

P　　　　　　 I　Zg　　　　　　o
き内等気味 にの びる。端部近 くでわず

か に外反す る。端部 は丸 く終 る。

4 ．Ⅱ縁部 に黒斑

100 高
1 ．1 7．9

坏 部上半部残 存。

坪部　 上半部 は外上方 にの び、端部近

一報トトわ／」炊

坏部 口縁内 ・外面 はヨコナデ。 1 ．密 ：細砂粒 を含 む

2 ．堅徹

3　 晴 黄褐色

110

P L ．2 7

坏

B 3

2 ．

3 ．

4 ．

くで外反 する。端部は丸 く椚 る。 日
4 ．
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の． 特　 徴 手 一　法　 の． 特　 徴 備　　　　 考

10 1 高 一
上 15．6

2 ・

3 ．

4 ．

ナノ柑β欠損占． 脚部 内面は ヨコナデ、外 面はパケ 目後 上　 や や粗 ：中砂粒 を合 一

脚部　 柱部 は 「ハ」－の形 に外反 し、下 ナデ。裾部内 ・外面 は ヨコナデ。 む

04 7

P L 27

坏

B 2

部 で屈折 する。裾部 は内等 して開 き、

端部 は丸 く終 る。

柱部 と裾部 の境 は明瞭。

2 ．堅緻

3 ．淡褐色

4 ．

10 2 高
1 ．

2 ．　3 ．3

3 ．12 ．5

4 ．

坏部 欠損 。 脚部内面 はヘラ削 り、，外面はナデ。 1 ．粗 ：粗 砂粒 を含 む

脚部　 柱部 は 「ハ」の形 に外 反 し、下 ー「部 に左下 りの タタキ 目痕 が残 る。 2 ．堅緻

19 7

P L 2 7

坏

B 2

部 で屈折 す る。裾部 との境 は明瞭。裾一

部 は短 く、端部 は尖 り気味 に終 る。

裾 部内面は水平。

裾部内 ・外 面は ヨコナデ。 3 ・灰 褐色

4 ．

10 3 高
上

坏部 口縁欠損。． 鹿部 内面はパケ 目後 ナデ、外面 は タテ 1 ．密 ：細砂粒 を含 む

坏 部　 下半部は外上方 にのび る。 パケ目。 2 ．堅緻

037 一球
2 ・ ．3．4 脚部　 柱部 は 「ハ」 の形 に外 反 し、下 脚部 内面は左方向のヘ ラ削 り、外 面は 3 ・灰褐色

4 ．3 ．12．5

4 ．

部で屈折す る。裾部 との境 は明瞭。裾 パケ目後へ ラ削 り、 ナデ。

P L ．27 －
8 ．1 部はやや外反 し、端部 は丸 く終 る。 裾部 内 ・外面 はヨコナデ。

104 高
1．． 坏部 欠損。 脚部内面 は左方向 のヘラ削 り。外面 上 上　 密 ：中砂粒 を含む

脚．部　 柱部 接 「ハ」 の形 に外反 し、下 半は ヨコナデ、－中位以下 はナデ。 2 ．堅緻

088

P L 27

坪

B 2

2 ．　 3．6

3 ． 12 ．5

4 ．

部 でなだ ら．かに屈折 す る。裾部 との境

は不 明瞭。裾部 は短 く、端部 は丸 く終

る。

裾部内 ・外面 はヨコナデ。 3 ．時茶褐色

4 ．

10 5
口
1 ．

坏部 欠損。

脚部　 柱部 は 丁ハ」の形 に外 反 し、下

脚部内面 はヘ ラ削 り、外面は タテハケ

目。

1． やや密 ：細砂粒 を合

一　む

06 3

P L 2 7

r司

坏

B 2

2 ．．3 ．3 部 でなだ らか に屈折す る。裾部 は短 く／裾部内 ・外 面は ヨコナデo 2 ． 堅緻

3 ．12 ．7

4 ．

の－．び、端部は丸 く終 る。

柱 部 と裾部の境は不明瞭。

3 ．淡 黄褐色

4 ．

10 6 高
1 ，

坏部 ・脚裾端部欠損。． 脚部 内面は粗 いヘ ラ削 り．、外面 はナデ 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

脚部　 柱部 はふ く、．らみせ もつ 「ハ」－の 裾部 内 ・外面 はヨコナデ ／ む

121

P L 27

坏

B 2

2 ．　 3．4

3 ．

4 ．

形で外反す る。裾部 との境 は明瞭。 2 ．堅固

3 ．淡褐色

4 ．脚部 に黒斑

107 高
1 ．

坏部 欠損。

脚部　 柱部 は 「ハ」の形 に外反 し、下

脚部内面は押圧後 ナデ、外面はナデ。 上　 密 ：細 砂粒 を含む

2 ．堅緻

123

－P L 27

、坏

B 2

2 ． 部 で屈折 す る。・裾部 は短 く開 き、端部 －3 ・淡褐色

3 ． 10．0

4 ．

は丸 く終 る。 4 ∴脚部 に黒斑

10 8 ＿一JL－　　　－晶．
1．

頭部 欠損。 脚部 内面はヘ ラ削 り、外面 はヘ ラ削 り 上 粗 ：粗砂粒 を含 む

脚部　 柱部は 「ハ」の形 にひろ く外反 後 ヨコナデ。 2 ．軟質

13 1

P L 2 8

坪 －

B 2

2 ．　3 ．3 し、．下部で屈折す る。．裾部 は短 く開 き 裾部 内 ・外面は ヨフ－ナ デ。 3 ．赤褐色

こ3 ．12 ．1

4 ．

端 部は丸 く終 る。 4 ．

10 9 高
1 ．

坏部欠損。 脚部内面は左方向 のヘ ラ削 り、外面は 1 ．やや粗 ：粗 砂粒 を含

脚部　 柱部 は 「ハ」 の形 ．に外反 し、下 ナデ。裾部内 ・外面 は ヨコナデ。－ む

216

P L 2 8

土子 ．

B 2

2 ．　 3．2 部 で屈折 する。裾部 は短 く・－なだ らかに 2 ．堅緻

、．3 ・10・1

4 ．

開 き、端部 は面 を有す。 3 ．淡橙褐色

4 ．

110 高
1 ．

坏部 欠損 。 脚部内面 はヘラ削 り、外面 はヘ ラー削 り 1．密 ：細 砂粒 を含 む

脚部 ．柱部 は 「ハ．」の形 に短 ぐひろ く 後 ヨコナデ。 2 ・ 堅緻

074

P L 28

坏 ．・

B 2

2 ．－　2．9 外 反 し、下部 で屈折す る云裾部 は長 く 裾部 内 ・外 面は－ヨコナデ。 3 ．淡褐 色

一一3 ． 13・2

4 ．

なだ らか に開 き、端部は尖 り気味 に終

る。柱部 と裾部の境は不明瞭。

4 ・
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番　 番
種

類
法　 蛍 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

111

1 08

P L ．28

＿．ⅰ　・llいり
坏

B 2

上

2 ．　 3．2

坏 部欠損。 脚 部内面はヘ ラ削 り、外面は ヨコナデ、 1 ．密 ：細砂粒 を含む

脚部　 柱 部は 「ハ」 の形で短 くひろ く 一一…．部粗 い タテパ ケ日を残す。 2 ．堅緻

外反 し、下部 で屈折 す る。裾部は短 く 裾 部内面はパケ 目後 ヨコナデ、外面 は 3 ．淡尿視色

3 ． 12．0 なだらかに開 き、端 部は尖 り気味 に終 ヨコナデ。 4 ．

4 ・
る。柱部 と裾 部の境 は不明瞭。

112 一一．口．11上司

1 ．

2 ．

土相 li、脚裾部一一一一部欠損 。 蜘 部内面は左方向の ヨコナデ、外面 は L　 やや粗 ：中 砂粒 を含

脚部　 柱部 は 「ハ」 の形に外反 し、下

l

ナデ。裾 部内 ・外面は ヨコナデ。 む

051 坏

B 2

部 で屈折 する。裾部 は長 く開 き、端部 2 ．堅緻

3 ．12．0楽 は 土方 に立 ち上 り丸 く終 る。 3 ．暗褐色

4 ．
柱部 と裾部の境 は明瞭。 4 ．

113

03 1

1．4lIlliJ

1 ．

2 ．　 3．1

坏 部欠損。 脚部内 面は左 方向のヘ ラ削 り、外面 は 1 ．密 ：細砂粒 ・雲母 を

脚部　 柱部は 「ハ」の形 に短 く外反 し、 ナデ。裾 部内 ・外面は ヨコナデ。 含む

下部で屈折す る。裾部 は短 く開 き、端 柱 ・裾 部外 面の境 に指頭押庄痕 がめぐ 2 ．堅緻

坪
3 ． 12．4 部は尖 り気味 に終 る。 る。 3 ．暗尿視色

P L ．28 4 ．
柱部 と裾部の境 は明瞭。 4 ． 裾部外面 に黒斑

114 一　ⅰ・一lIlril

坪

上

2 ．　 3 ．5

ナノ相 Ii欠損。 脚部内面 は右 方向のヘ ラ削 り、外面 は 1 ．密 ：細砂粒 を含む

脚部　 柱部は 「ハ」の形 にゆ るや かに タテハケ目、…一口・部ナデが残 る。裾部内 2 ・堅緻

019

P L ．28

外反 し、下部で屈折す る。裾 部は短 く ・外面 は ヨコナデ。 3 ．時茶褐色

3 ． 12 ．2

4 ．

開 き、端部は 丸く終 る。

柱 部 と裾部の境 は明瞭。

4 ．

115 一　1　一1lll一り

L
土／柑 I；欠損。 脚部内面 はヘラ削 り、外面はナ デ。裾 1 ．密 ：細砂粒 ・雲母 を

脚部　 柱部は 「ハ」の形 に幅 広 く外反 部内 ・外面 は ヨコナデ。 含む

023－1

P L ．28

2 ． 4 ．0撥 し、下部で屈折す る。裾部 は短 く開－き 柱部下 半外面 に指 頭押庄痕 が残 る。 2 ．堅緻

坪
3 ． 14 ．3車 端 部は丸 く終 る。 3 ．灰黒褐

4 ．
柱 部裾の 3 箇所 に穿孔。 4 ．

11 6 一一一一t　・ltllり

上

2 ・　 3 ・6

坏 部欠損。 脚部内面 はヘ ラ削 り、外面上 半はナデ、 1 ．密 ：砂粒 を含まない

脚 部　 柱 部は 「ハ」の形 に短 く外 反 し 下半 から裾 部外 面は ヨコナ ヂ後 ナデ。 2 ．堅緻

026

P L ．28

下部で屈折す る。裾部 は短 く開 き、端 裾部外面 は ヨコハケ目後 ヨコナ デ。 3 ．暗黄褐色

坏
3 ． 11．2

4 ．

部近 くでやや水平 な面 を有 し、尖 り気

味 に終 る。柱部 と裾部の境 は不明瞭。

4 ．

11 7 一一ⅰ．一lTll司

坪

上
士ノ柑出j縁 欠損。 輔 吾li底外面 は ヨコナデ ・ナデ。 1 ．粗 ：粗砂粒 を含む

坪 部　 下半部は内等気味に短 くのびる。 脚部内面 はヘ ラ削 り、外面は ヨコナデ 2 ．堅緻

370

P L ．28

2 ．　 3 ．0 脚 部　 柱 部はややふ くらみ をもつ「ハ」 ・ナ デ。裾 部内 ・外面は ヨコナ デ。 3 ．赤褐色

3 ． 11 ．5

4 ．

の形で短 く外反す る。裾部 はひろ く、

短 く屈折 し、端部は わず かに引 き出 さ

れ丸 く終 る。

4 ．

118 －　ⅰ　・・Il司

坪

1 ．
坏 部欠損。 脚部内面 は右方 向の ヨコナデ、外面 は 1 ．密 ：細砂粒 を含む

脚 部　 柱 部は中位で脹 らむ 「ハ」 の形 ヘ ラ削 り後 ヨコナデ。 2 ．堅緻

138

P L ．28

2 ．　 3．6 に外 反 し、下部で屈折す る。裾 部は大 裾部内面 はヨコナデ、外面は タテパ ケ 3 ．黒褐色

3 ・ 12．3

41．

きく開 き、端 部は外 上方 にの び丸 く終

る。

目後 ヨコナデ。 4 ．裾端部 に黒斑

119
lIhil

坪

上
Iノ柑l；欠損 。 脚部内面 は左方 向のヘ ラ削 り、外面 は 1 ．やや粗 ：中砂粒 を合

脚 部　 柱 部は－下膨みで 「ハ」 の形で外 ヘ ラ削 り後 ナデ。 む

089

P L ．28

2 ．　 3．0 反 し、下 部で屈折す る。裾部 は大 きく 裾部内 ・外面 は ヨコナデo 2 ．堅緻

3 ． 12．6壙

4 ．

開 き、端 部は外 上方 にの び丸 く終 る。 3 ．暗褐色

4 ．

120 ・　土　．lTいⅠ

坪

上
士相 li欠損 。－ 脚部内面 ト半はナデ、下半は粗 いヨコ －1 ．やや粗 ：粗 砂粒 を含

脚 部　 柱 部はひ ろく 「ハ」の 形で外 反 パ ケ目、外 面はナデ。端部内 ・外面 は む

073

P L ．28

2 ． 3．9車

3 ． 15．2躯

4 ．

し、端 部は尖 り気味 に終 る。 ヨコナデ。 2 ．堅緻

3 ．噛黄褐色

4 ．
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番 号
種

類
法　 量 形 －　態　 の　 特　 徴 手　 法 ・の・ 持 ．徽 備　　　　 考

121 高
1 ．

．2 ．

3 ． 12．5

4 ．

士ノ柑li欠損。 脚部内面上 半は粗 いヘ ラ削 り、下半 は 1 ．密 ：細 砂粒 を含む

脚部　 柱部 は細 く開 く 「ハ」 の形 で外 ヨコパケ 目、外 面は タテパ ケ目後 ナデ。 2 ．堅緻

008

P L ．28

坏

C

反 し、－裾部 に続 く。端 部はす るど く、

外 上方 に引 き出 され尖 る－。－

裾部内 ・外面 はヨコナデ。 3 ．歳褐色

4 ．脚部 に黒斑

122 高
上

．坏 部欠損 。 脚部内面上半 はヘ ラ削 り、．中位はヘ ラ 1 ．粗 －：粗 砂粒 を含む

脚 部　 柱 部は 「ハ」の形 で外 反 し長 く 削 り後 ヨ一コナデ、下 半はパケ 目後 ヨコ 2 ・ 軟質

376

P L ．28

坏－

C

2 ．

3 ．12．．6

4 ．

のび る。裾部は わず かに屈折 して短く、 ナデ、外面上 半はヘ ラ削 り後 ヨコナデ 3 ．暗赤褐 色

4 ．端 部は下方に尖 り気味 で終 る。 下半 はヘ ラ削 り。

裾部内面 はハケ目後 ヨコナ デ、外面 は

ヨコナデ。

123 高
1 ．

坏 部欠損。 脚部 内面はヘ ラ削 り、外面 は、タテパ ケ 1 ．密 ：中砂粒 を含 む

脚部 ．柱部は ひろ く 「ハ」 の形で外反 目後 ヨコナデ。 2 ．堅緻

375

P L ．28
坏

2 ．

3 ．11．4

4 ．

し、裾部で わず かに屈折 す る。－端部 は 裾 部内 ・外面は ヨコナ デ。 3 ．淡褐 色

肥厚 し丸く終 る。 4 ．脚裾部 に黒斑

124
10

1 ．
土ネ部 欠損。 脚部内面は左方向のヘ ラ削 り、外反は 1 ．やや粗 ：粗 砂粒 を含

脚部　 柱部 は短－く．ひろ く ．「ハ」－の形 で パケ 目後ナデ。 む

189

P L ．29

r司 2 ・ 3．8率 外反 し、裾部は わず かに属折 して短 い。 裾部内 ・外面 はヨコナデム 2 ．堅緻

坏
3 ． 11．1

4 ．

端部 は丸 く終 る。 3 ．茶褐色

4 ．

1写5 ＿＿・1．ヽ晶

1．
坏部 欠損 。 脚部内面 は左方 向のヘ ラ削 り、、－外面は 1 ． やや粗 ：粗砂粒．を含

脚部　 柱部 はひろ ．く 「ハ」 の形 や外反 パ ケ目後 ナデ。 む．

367

P L ．29

坏

C

、2 ．　4 ．0 し∴裾 部でわずか に屈折す る。端 部は －裾部内 ・外面 は ヨコナデ。 2 ．堅緻

3 ．．13 ．9

4 ．

肥 厚 し丸 く終 る。 裾部内面 に指頭押 圧痕 を残す。 3 ．淡灰褐 色

4 ．脚部 に．黒斑 ．

126 －～－．一．．－．1こⅠ
1 ．

坏 部 ・脚裾部欠損。 脚部 内面 はヘ ラ削 り、外面 はヘ ラ削 り 1 ．やや密 ：細砂粒 を含

・脚部　 柱部は ひろ く 「ハ」 の形や外反 後 ヨコナ デ。 む

053

P L ．29

「司

坏

2 ．． 3 ．6

3 ．

4 ・

す る。 2 ．堅緻

3 ．灰褐 色

4 ．脚部 に黒斑 ．

127 一一．J一一一．1ニ0

1 ．
坏上半部 ・脚裾部 欠損。 脚部内面上半 はヨコパケ目、外面は タ 1 ．密 ：粗砂粒 を含む

坏部　 下半部 は内湾 気味 にのびる。 テパケ 目、－下半 はヨコナデ。 2 ．堅緻

085

P L ．29

l司 2 ．　 3．1 ．脚郎　 柱部 は．ひろ く 「ハ」 の形 で外一反 内面上半指頭押圧痕 を残 す。 3 ．暗褐色

坏
・3 ．

4 ・

し．、裾一部 はわずか に屈折す る。 4 ．．

128 ・一一一1，－一．．10
1－．

坏部－・脚裾 部．欠損。

脚部　 柱 部は ．「ハ」の形 ．に外反 し、下

脚部内 ・外面 はナデ。 1・． やや密 ：細砂粒 を含

む

069

P L ．29

一同

坏

2 ． 3 ．－0

3 ・

4 ．

部 でわずか に属折す る。 2 ． 聖緻

3 ．淡褐 色

4 ．

12 9 ．▼▼▼t，．一．一口

1 ．
球 目縁部．・．脚裾部 欠損 。 鹿 部内面は ヨコナデ後ナ デ、外面 は細 －1 ．密 ：砂粒 を若干含 む．

坪 部　 下半部は内等気味 に短 くのびる。 い タテパケ一目。 －2 ．堅緻 ．

025

P L ．29

l司 2 ．　3 ．4 脚如　 柱部 は 「ハ」 の形で外反 し、－下 脚 部内面は左方向のヘ ラ削 り、外 面は 3 ．淡褐色

坏
3 ．

4 ・

半で膨 む。 基 部が ヨコナ デ、以下 はナデ。 4 ．

13 0

－37 3

高

坪

1 ．

2 ．　 3．4

3 ．

4 ．

坏部 ・脚裾 部欠損 。1

脚部　 瞳部 は 「バー」の形で外反 する。

脚部内面はヘ ラ削り、外面 はヨコナデ。 1 ．蜜 ：中砂粒 を含む

2 ・堅緻

3 ！．白褐色

4 ．脚部 に黒斑
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

1 31 ・＿－ⅰ．．ll口il

坏

上

2 ．　 2．9

3 ・

4 ．

脚柱部残存。 脚 部内面はヘ ラ削 り、外面 はナデ ・ヨ 1 ．密 ：中砂粒 を含む

脚部　 柱 部は長い 「ハ」の形で外反す コナデ。 2 ．堅緻

36 9
る。裾部 が ‥．一一・部残 存。 こう．淡黄褐色

4 ．

1 32 ．　一・ⅰ11lHl

坪

1 ．

2 ．　 2 ．7

3 ．

4 ．

脚柱部残存。 脚 部内面はヘ ラ削 り、外面 はヘ ラ ミガ 1 ．密 ：細砂粒 を含む

脚部　 柱部 は短い 「ハ」の形で外反す キ。裾 部外面はパ ケ目。 2 ．堅緻

3 72
る。裾部 がロー．部残 存。 3 ・茶褐色

4 ．脚裾部 に黒斑

13 3

小

1 ．　 8 、1

2 ．　 7 ．5

完形品。 ＝縁 部内面は指 頭庄痕 を残すパ ケ目後 1 ．密 ：中砂粒 を含む

目線部 は屈折 しなが ら外 反 し、端部は ユ ビオサ土、外面はハ ヶ月後 ナデ。端 2 ．堅緻

32 0
尖 り気味 に終 る。頭 部の境 は不明瞭。 部内 ・外 面は ヨコナデ。体部内面 上二半 3 ．茶褐色

丸

A l

こ3 ．　 7 ．9 体部はやや扁平 な球形 で、鹿部は尖 り はナデ、下 半はナデ アゲ、外 面（肩 1，＿－」） 4 ・目線部 から体 部 ・仁平

P L ．29 気味。 はパ ケ目、以下 はヘ ラ削 り後 ナデ。 にかけ黒斑

13 4 小
1・　 9 ．8

2 ．　 8 ．4

完形品。 目線 部内 ・外 面は ヨ・コナデ。体部内面 1 ．やや粗 ：粗砂粒 ・雲

［・摘家部は内増気味 に長 く開 き、端 部は 上平 はヘ ラ削 り後ナデ、－卜半はナデア 母 を含 む

0 11

P L ．29

丸

A l

丸 く終 る。頭部の境 は明瞭 。体 部はや ゲ。外面 は粗 い斜行パケ 目。 2 ．堅緻

3 ．　 8 ．8 や扁平 な球形。 3 ．灰褐色

4 ．

13 5 小
1． 10 ．6

完 形品。 11」縁部内 ・外 面は ヨコナデ。体部内面 1 ．やや密 ：粗砂粒 を含

上川家部は内等気味 に長 く開 き、端 部は 上半 はナデ、下 半はナデ アゲ。外面上 む

09 9 丸
2 ．　 9 ．0 丸 く終 る。 半 （肩部） は タテパケ 日が一部 に残 る 2 ．堅緻

3 ．　 8 ・6 頭部の境は明瞭。休部 はやや扁平 な球 ヨコナデ。以下 は粗いパケ 日。 3 ．灰褐色

P L ．29 A l 形 。 4 ．

13 6 小
1 ． 10 ．0

2 ．　 9 ．6

完 形品。 土用鋸 l；内面 は ヨコパケ 目、端部 から外 1 ．密 ：細砂粒 ・雲母 を

1．」縁 部は外反 し、端部 は外方 に面 を有 面 はヨコナデ。 頭部内面は ヨコナデ。 含 む

10 1

P L ．2 9

丸

A l

す 。頭部の境は明瞭。体部 はやや扁平 体部内面 は右上 方向のヘ ラ削 り、外面 2 ．堅緻

3 ．　 9．5 な球形。 は細 い不定方向 のハケ 日。 3 ．淡灰褐色

4 ．体部 に黒斑

13 7 小
1 ． 10．3

完 形品。 L．J縁部内 ・外面 は ヨコナデ。頚部内面 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

＝縁 部は内琴気味 に長 く外上方 に大 き はヘ ラ削 り、体 部内面 上半 から下半 は む

0 48 丸
2 ． 10．3 く開 き、端 部は丸 く終 る。頚部 はつよ 左方向のヘ ラ削 り、土半 （肩部） は後 2 ・・堅緻

3 ． 12．8 くしまり、境 は明瞭。体部 は球形。 ナ デ、鹿部はユ ビオサ工。外面 はナデ。 3 ．淡褐色

P L ．2 9 A 2 日 径 と体 径はほぼ等 しい。 4 ．

138 小
1 ．　 8．3

完形 品。 Ⅱ縁部内 ・外面 は ヨコナデ。体部内面 1 ．密 ：粗砂粒 を含む

土減衰部は屈折 しなが ら外反 し・、端 部は ま左方向のヘ ラ削 り、鹿部はナ デも外 2 ．堅緻

0 02

P L ．2 9

丸

A 3

2 ．　 8．0 外方 に丸 く終 る。頭部の境 は明瞭。－ 面は粗 い斜行ハ ケ目。 3 ．淡灰褐色

3 ．　 7．8 休 部は球 形。 4 ．休部 に黒斑

139 小
1 ．　 8．9

完形品。 上掩拍 li内 ・外面 は ヨコナデ。休部内面 1 ．密 ：細砂粒 を含む

日縁 部は屈折 しなが ら外反 し、端 部は よ上方向の ナデアゲ。 外面肩は ヨコナ 2 ．堅緻

2 10

P L ・30

丸

A 3

2 ・ 寧・1 丸 く終 る。 頭部の境 は明瞭。 デ、以下 はヘ ラ削 り。 3 ．淡 褐色

3 ．　 8 ．6 休部 は球 形。 4 ．【・」端 部 に黒斑

1 40 小
上　 9．0

完形品。 r一拍鋸 li内 ・外面 は ヨコナデ。体部内面 上　 密 ：中砂粒 を含む

摘射 出ま内巧 気味 に短 く外 上方 に開 き ま左方向のヘ ラ削 り。外 面肩は タテハ 2 ．堅緻

3 22

P L ．30

丸

A 3

2 ．　 8 ．0 端部 は丸 く終 る。頭部の境は明瞭。 ケ 目、中位以下 はヘラ削 り後ナデ。 3 ．灰褐色

3 ．　 8 ・6 体部 は肩 の下 がった球形で、鹿部 は不

安定 で小 一さい平 底。

4 ．体部 に黒斑



小型丸底壷　　　　71

番　 号
種

類
一法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手 ． 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

14 1 小
1 ．　8 工4

完形 品。 口縁部内 ・外 面は ヨコナ．デ。休部上半 L　 やや密 ：粗 砂粒 を含

口縁部 は外反 し、端部 は丸 く終 る。頚 （肩）下 半内面はヘ ラ削 り。鹿部 はナ む

012

－P L ．30

丸

A 3

－2 ．　7 ．8 部 の境 は明瞭。体部 は肩 のほっ・た球形 デ。外面上 半はパケ 目、下半 はナデ。 2 ．堅緻

3 ． 7 ．7 で、鹿部 は不安定で小 さい平 底。 3 ．淡灰褐色

4 ．

14 2
小

1－． 9．．0※I 口縁 部 ・体部％欠損。 口縁部 内 ・外面は ヨコナデ。肩部 内面 1 ．やや密 ：中砂粒 を含

口縁部は屈折 しなが ら外 反 し、端部 は まユ ビオサエ、外面 はヨコナデ。休部 む

137

P L ．30

丸

A 3

2 ． 9・3※ 尖 る。．頚部の境 は明瞭。休部 は肩 が下 内面中位 以下はナ デアゲ。外面 は不定 2 ．堅緻

3 ．　 9．0 が り稜 をもつ球形。 方 向のパケ 目。 （部 分的 にナデで磨泊

す）

3 ．時茶褐色

4 ．

1 43 小
1 ．1 0．2※

体部下半 欠損。 口縁部 内面は ヨフナデ、外 面は タテハ 1 ．密 ：一一中砂粒 －を含む

口縁部 は内等気味 に外 上方 に開 き、端 ケ 目後 ヨコナ デ三体部 内面上半はユ ビ 2 ．堅緻

334 丸

A 3

2 ．．8．6※ 部 は丸 く終 る。 頚部．の境は不明瞭。体 オサエ、下 半はナデ アゲ。外面 はナデ。 3 ．時茶褐 色

3 ． 部 は肩 の下 がった球形。 4 ・ 目線部 と体部 に黒斑

14・4 小
1 ． 8．4※

、口縁部．一部 欠損。 口縁部内 ・外面 は ヨコナデ。．体部内面 上 密 ：中砂粒 を含 む

口縁部 は屈折 しなが ら外反 ．し、端部 は 上半 はナデ （指頭圧 痕が残 る）下半 は 2 ． 堅緻

17 2 丸
2 ．　7 ．8 外方 にす るどく引 き出す。l頚部 の境 は ヘ ラ．削 り。外 面はパケ 目後へ ラー削 り後 3 ．時 茶褐色

3 ．　2 ．4 明瞭 。休 部は肩の下 がった球 形で、底 ナデ。 （部分的 にパ ケ目が残 る）
4 ．休部 に黒恕

P L ．3 0
A 3 ヽ

部 は尖 り気味。 鹿部 は不定方 向のパ ケ目。

14 5 小
1 ． 9 ．1．※

ロ．縁 部 ・体部％欠損。 口縁部 内 ・外面はパ ケ目後 ヨコナデ。 1 ．やや密 ：中砂粒 －を含

口縁 部は内等気味 に外上方 に開．．き、端 （内 ・外 面 にパケ 目が残 る）体部内面 む

20 0 元 ．1 ・2 ．－8 ．0※ 部 は内方 にやや屈折 して丸 く終 る。頚 上半／は ナデ、中位 以下は上方向のナ デ 2 ．堅緻

3 ． 9 ．5 部 の境は明瞭。一体部 はやや肩のは った アゲ。 外面 は剥離の．ため調整不 明。 3 ．明茶褐色

P L ．30
A 3 球形で尖 り気味。 4 ・休部 に黒斑

14 6
小
1 ．　 9．7

－完形品。 口縁部 内面は ヨコナデ後 ナデ、外．面は 1 ．や や密 ：粗 砂粒 を含

ロ縁部は外反 し、端部 は尖 り気味 に終 ヨコナ デ。体部内面 はナ．デ、外 面肩は む

052

P L ．．3 0

郭 －

A 3 －

2 ． －8．7 る。頚部 の境 は明瞭 云体部 はや や肩 の アテパケ 目後 ナデ、・以下 は不定 方向の 2 ．堅緻

3 ．　 8．9 下 がった球形 で、鹿部 は尖 り気味。 細いパケ 目－。 3 ．暗茶褐色

4 ．体部 に黒鍵

147 小
1－－． 9．7

鹿部 欠損 。 口縁部 内面は タタキ目後 ヨコナデ。外 1 ． やや密 ：粗砂粒 を含

目線部 は外反 し′、魂部．は尖 り気味 玉終 面 は ヨコナデ。体部 内面 はナデアゲ。 む

324

P L ．3 0

・丸

A 3

2 ．　8．7 卓。 頚部の境 は明－瞭。休 部 は球形 。 外面 上半・は．ヨコナデ、中位以下 は タタ－2 ．堅緻

3 ・ キ目後細 いパ ケ目．。 3 ．黒 褐色

4 ．

148 小
1 ．　9 ．0 ／

完 形品。 目線部内面 は ヨコナデ。外面は タデ．ハ L　 密 ：細砂粒 ・雲母 を

口縁部 は わず かに屈折 して長 くのび、 ケ目を残 す ヨコナデ。肩部内面 に指頭 含む

04 0 卑
2 ．　8 ．8 端 部は丸 く終 る。頚部 の境 は不明瞭。 押圧痕。休部 内面中．位 まで右方向 のへ－2 ．堅緻

3 ．10 ．9 体 部は球形。 ラ削 り、－以下はナデ。外面上半 は タテ 3 ．灰褐色
A 3 パ ケ目、中位以下は下寧 なヘ ラ削 り。

鹿部外 面はナデ。

4 ．休部 に黒斑

14 9 小
1．・ 9 ．5※

目線部 ・体部％ 欠損 o 口縁部 内 ・外面 はヨ・コナデ、肩部 内面 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含一一

．口緑部 は短 く外反 し、端部 は丸 く終 る はユ ビオサ．エ。外面 はヨコナデ。休 部 む

32 9 －

P L ．30

丸

A 去

2 ． 9．0※ 頚部の境 は明－瞭。体部 は球形で、鹿部 内郵 ま左 方向のヘ ラ削 り、外面 もヘ ラ 2 ．軟 質

3 ．　 9．6 、は尖 り気味。 削 り。 3 ．暗灰褐色

4 ．休部 に黒斑

15 d
小
－1 ． ・8・2

完形品．。 口縁部内 ・外面 は ヨコナデ。し→部 に－ハ 上　 やや密 ：粗砂粒 を含

目線部 は内等 気味 に短 く開 き外反 する ケ 目を残す） 山部外 面に指 頭押圧痕 。 む．

015 丸 1
－　2 ．　 9．1 端部 甘やや尖 り気味に終 る。 頚部 の境 体部内面中位 までは左方向のヘ ラ削 り 2 ． 堅緻

3 ． 10．3 は不 明瞭 。体 部は扁平 な球形 で、鹿部 以下は ナデ。－外 面上 半は口緑 部 より続 3 ．灰褐色

P L ．30 A l は尖 り気味 。 くヨコナデ、中位以 下は不定方向のハ　 4 ・体部 に黒斑

ケ目。部分的 に磨 消す。
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番　 号
種

類
法　 盛 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

15 1 小
1 ．　 9 ．7

2 ．　 8．4

完 ・形品。 rJl．1線部内 ・外面 は ヨコナデ。肩部内面 1 ・ やや密 ：細 砂粒 を含
土用射 出ま短 く開 き、屈折 して外上 方に はナ デ。体部内面 中位 まではヘ ラ削 り む

006 丸
良 くのび る。端 部は 丸 く終 る。頭 部の 後ナデ。以下 はナデアゲ°外面はナデ。 2 ．堅緻

3 ．　 9．0 境 は明瞭 。体 部は肩のは ったや や扁平 土・部 に指 頭押庄痕 が残 る）。 3　 臆褐色

P L ．3 0 B l な球形。 日
4 ．休部 に黒魔

152 小
1 ．　 7．5

2 ．　 8．0

完形品。 r－璃鋸 li内 ・外面 はヨコナデ。体 部内面 1 ．密 ：粗砂粒 を含 む

ト調射 出ま内噂 気味 に大 きく開 く。内面 まヘ ラ削 り。外面 は ヨコナ デ° 2 ．堅緻

097

P L ．30

丸

B l

中位 にやや段 がつ く。端部は丸 く終 る 目線部中位 に粘 土接合痕 を残 す。 3 ．淡褐色

3 ．　 8．1 頭部の境 は明瞭 。体 部はやや扁平 な球

形。

4 ．

1 53 小
1 ・　 7．9

2 ．　 8．5

完形品。 目線 部内 ・外面は ヨコナデ。頚 部内面 1 ．密 ：粗砂粒 を含 む

＝綾部 はやや内噂気味 に長 くのび、端 に指頭押庄痕 。休部中位 はナデ。以 下 2 ．堅緻

181

P L ．3 1

丸

B 2

部は 丸 く終 る。 頭部の境は明瞭。体部 よナデアゲ。外面はヘ ラ削 り後 ナデ。 3 ．暗褐色

3 ．　 7．9 は肩の はった扁平 な球形で、鹿部はや

や平担 な面 を残 す。

鹿 部はナデ。 4 ．

1 54 ′ト
1 ．　 8．0

完形品。 L・璃蓉部内面は ヨコナデ、外面 は細 いハ 1 ．密 ：粗砂粒 を含 む

上川射狛ま内嘩気味 に立 ち上 がり、端部 ケ目 を残 す ヨコナ デで肩 部まで続 く。 2 ．堅緻

316

P L ．3 1

丸

B 2

2 ．　 9．0 ま外方 に小 さな面 を有す。頚部の境は 休 部内面はナデ アゲ、外面 はパケ目。 3 ．異相色

3 ．　 8・8 明瞭。体部 はやや肩のはった球形。 4 ．

155 小
1 ．　 8．7

完形品。 ［・」縁 部内 ・外面 はヨコナデ。体 部内面 1 ．密 ：中砂粒 を含 む

目線部 は屈折 しなが ら長 くのび、端部 中位 までは左方向 のヘ ラ削 り、以下は 2 ．堅緻

057

P L ．3 1

丸

A 3

2 ．　 8．1 は わずかに外 反 し丸 く終 る。頭部の境 ナデ。外面上半 はヨコナデ、中位 は斜 3 ．黒褐 色

3 ．　 8．9 は明瞭。体 部は扁平 な球形。 行パケ 目後ナ デ磨消 し、下半は不定方

向のパケ 目。

4 ．体 部に黒斑

156 小
1 ．　 8．2

完形品。 r一＿－j縁 部内 ・外面 は ヨコナデ。休部内面 1 ． やや粗 ：粗砂粒 を含

Ⅱ縁部は短 く外反 し、端部は丸 く終 る。 上半はナ デ、－中位 は右 方向のヘ ラ削 り む

188

P L ．3 1

丸

B 2

2 ．　 8．5 頚部 の境 は明瞭。休部 はやや扁平な球 下半はナ デアゲ。外 面上半はパケ 目、 2 ．堅緻

3 ．　 8．3 形 で　 鹿部は不安定 な平底 。体 径 と日 下半は ヨコナデ ・ヘ ラ削 り。 3 ．灰褐 色
　ヽ　　　＿一

径 はほぼ等 しい。 4 ． 目線 部 から体部上 半

にスス付着

157 小
上　 8．6

完形 品。 目線部内面 は粗 い ヨコパケ 目後 ヨコハ 1．密 ：中砂粒 を含む

日縁 部は屈折 L をがら外反 し、端 部は ケ。外 面は粗いタテパケ目後 ヨコナデ。扁 2 ． 堅緻

319 丸
2 ．　 8．8 丸 く終 る。頭部の境は明瞭。体 部は扁 部内面はヘ ラ削 り後ユ ビオサエ。体部 3 ．時 茶褐色

3 ．　 8．3 平 な球 形で、鹿部は不安定 な平底。 L」 内面中位 は左方 向のヘ ラ削 り、以下 は 4 ．

P L ．3 1
B 2 径 と体 径はほぼ等 しい。 ナデ アゲ、外面 中位 は粗いパ ケ目、下

半はヘ ラ削 り後 ナデ、底部はパ ケ目。

158 小
1 ．　 9．4

完形 品。 L－j縁部内面 は粗 い斜 行ハケ 目。外面 は 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

1．，1縁部 は屈折 しながら外反 し、端 一部は 粗 いタテパケ目後 ヲコナ－デ。体部外面 む

21 1

P L ．3 1

丸

B 2

2 ．　 9．2 丸 く終 る。頭部の境 は明瞭。休 部は扁 中位 まで続 く古体 郎内面はヘ ラ削 り、 2 ．堅緻

3 ．　 8．7 平 な球 形。 外面下半 は タテ ・ヨコハ メ目。 3 ．茶褐色

4 ．Ⅱ端部 に黒魔

15 9 小
1 ．　 8．9

完 形品。 目線部内 ・外 面は ヨコナ デ。外面 に巻 －1 ．密 ：、粗砂粒 を含む

目線 部は屈折 しながら外反 し、端 部は き上 げ痕 （継 ぎ目） を残す。肩部 内面 2 ．堅緻

18 6

P L ．3 1

丸

B 2

2 ・　 9．4 尖 り気味 に終 る。頭部の境 は明瞭 。体 はヘ ラ削 り。休 部中位以下 はナデ、外 3 ．灰褐色

3 ．　 8．7 部は肩のは った扁平 な球 形。 面 はハケ日後ナデ。（一部 に指頭押圧痕

による凹 凸が残 る）鹿 部は粗いパ ケ目。

4 ．

16 0

00 3

中

丸

1 ．　 9 ．2
完 形品。 土」縁 部内 ・外面はパ ケ目後 ヨコナデ、 1 ．密 ：中砂粒 を含 む

上減衰部は内堵気味 に開 き外 反す る。端 外面 はその上に細 いヘ ラ ミガキ。 体部 2 ．堅緻

2 ．　 9 ．3 部は外方 に丸 く終 る。頭 部の境 は明瞭 内面上 半は横 方向のヘ ラ削 り、下 半は 3 ．灰褐色

3 ． 10 ．5 休 部は球形で、鹿部 中央 はわずか に凹 ナデアゲ。外面 上半はパ ケ目、中位以 4 ． 目線 部か ら休部、体－．

P L ．3 1 B 2 む丸底。 下 はナデ。 部 に黒斑 各 1
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番 一号

料

類
一法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

161
小
上　 9 ．4

2 ．　9 ．2

完形 品。 口縁部 内 ・外 面、外房 まで ヨコナ デ。 L　 やや密 ：粗砂粒 を含
口縁部 は屈折 しな が ら外反 し、端部 は 体部内面 肩 ヨコナデ、以下は左上方向 む

049 丸
丸 く終 る。頚部の境 は明瞭。体部 は肩 の ナデ、外 面は下半が左方向の粗 いへ 2 ． 堅緻

3 ．10 ．3 のはった球形で、鹿部 は尖 り気味。口 ラ削 り。 3　 淡灰褐色

P L ．31 B 2 径 と体 径は埠ぼ等 しい。 4 ．日縁部 から体部、 ロ

縁 部内面 に黒斑

162 小
I ・ 9－・1

・？・ 9 ・0

完形 品。 口緑部 内 ・外 面は ヨコナ デ。体部内面 1 ．密 ：中砂粒 を含 む

口縁部 は内等気味 に短 く開 き、端部 は は右方 向のヘ ラ削 り、外面は不定方向 2 ． 堅緻

225

P L ．31

丸

B 21

．丸．く終 る。頚部の境 は明瞭。体部 は球 のパ ケ目、－下 半はナデ。 3 ．淡灰褐色

3 ．－10 ．3 形 。口径 と体径は ほぼ等 しい。 4 ．体部 に黒斑

163 小
1 ・ 8 ．－2

／2 ．　8 ．6

完形 品o 口縁部 内 ・外 面は ヨコナデ。．体部内面 1 ．密 ：粗砂粒 を含 む
口緑部 は内等気味 に外上方 にの．び、端 上半 はヘラ削 り後ナデ、中位以下 はナ 2 ・ 堅緻

180 丸
部 は丸 く終 る。．頚部の境 は明 瞭。一体部 デ 。体部上 半は ヨコナデ、中位以下 は 3 ．淡黒褐色

3 ・10 ．．1・ まわずか に肩のは った球形 で　 鹿部 に ヘ ラ削 り後 ナデ　 鹿部か ら脚台外面 は 4 ．

P L ．31
B 3 　ヽ　　一一

小 さな脚台がつ く。
。　　　＿・

ヨコナデ、脚 台内面はナデ。

164 小
1 ．．7 ．1

2 ．　8 ・7

一一完形 品。 口緑部 内 ・外 面、肩 壷で ヨコナ デ。 1 ．密 ：中砂粒 を含 む
目線部 は内等気味 に長 くのび、端一部 は 頭部内面 はヘ ラ削 り0．－体部内郵 まナデ 2 ．堅緻

213 凍 ． 外上 方にす るどく尖 り．気味 に終 る。．頚 外面 は細 いパケ 目。 3 ．淡茶褐色

3 ．　9 ．6 部 の境 は明瞭。一体部 は扁平 を球形で 4　 口縁部 から体部 に里

P L ．31
C －1 ヽ鹿部 はやや尖 り気味。 ′llヽ

斑

16 5
′jl、
1 ． 7 ．8

2 ・　8 ．8

完形 品。 一口縁部 内面は タテパ ケ目後 ヨコナデ、 1 ．密 ：中砂粒 を含 む

口縁部 は わず か．に屈・折 し卑が ら外．反 し 外面 は ヨコナデ。体邸内面 は強 いナデ 2 ．堅緻

303

P L ．32

九一

C l

端部 はやや外方 に引 ／き出 され る。頚部 ・アゲ、′外 面は ヨ－コナデ、中位 にヘ ラ削 3 ．赤褐色

3 ．　9 ．1 の境 は明瞭。体部 は球形。 りを残 す。 4 ．

16 6 小
1 ．　8 ．1

2 ． 9 ．6

完形品。 口縁部 内面はパケ 目後 ヨコナデ、外面 1 ．密 ：粗砂粒 を含 む

口縁部 は．内等気味 号開 き、端 部は外上 はタテパケ目 （頚部 にか すて ヨ．コナデ） 2 ．堅緻 ．

174 丸
方 にす る．どく引 き出 される。 頚部の境 端部 内 ？外面は ヨコナデ。一体部内面上 3 ・灰褐色

亭・ 9 ・8 は醜瞭。体部は扁平 な球形 で　 鹿部は 半 はヘ ラ削－り－　エ ビオサエ　 中位 はヘ 4 ．体部下半 に黒斑

P L ．32 C l
　ヽ　　　一一一一

尖 り底。－
　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

ラ削 り、以下 はナデアゲ。外面は タテ

パケ目後 中位 にヨコパケ 目－。

167 小
．1 ．　8 ．2

－2 ．　9 ．1

－完形品占 口縁部 内 ・外面は ヨコナ デ。頚部 内面 1 ．．密 ：粗砂粒 を含む

目線 部は内等気味 に開 き外 反す る。嘩 は左方 向の今 ラ削 り。一体部内面上 半は 2 ・堅緻

176 一丸 部は外方 に丸く終 る。 頚部 の境は明瞭 ナデ、下半はナデ ア．ゲ。外面上半 はナ 3 ．暗灰褐色

3 ．10 ．4 体部 はやや肩の はった球形 で、鹿 部は デ、．口中位 は横 方向のパケ 目、以下 はナ 4 ．

P L ．32
C l 尖 り気味。 デ。

168
小
1 ・　9 ．5／／

2 ．10 ．4

完形品。 日縁部 内 ・外面は ヨコナ デ （外面 に一 1 ・密－：細砂粒 を含む

口縁部はやや内等気味 に開 き、端部 は．部ノヤケ．目を残 す）体部上半 はナ－デ、以 2 ．堅緻

151

P L ．32

丸 ．

C 2

外上方 に引 き出 され る。頚部 の境 は明 下 はナデアゲ、外 面上半は ヨ－コナ デ、 3 ．暗茶褐色

3 ．10．．4 瞭。体部 は扁平 な球形 で、鹿部は尖 り

気味。

以 下はナデ。 4 ．体部 に黒斑

169 小
上　 9 1 ／

2 ．10 ・6

完形品。 口縁部 内 ・外面 はヨコナデ、頚部 内面 1 ．密 ：粗砂粒 を含む

目線部は内等気味 に短 く開．車外反 し、 はナチ 、外面は ヨ－コナデ。休部 内面は 2 ．．軟質

141 丸
端部は丸 く終 る。 頚部 の境は明瞭。一体 ヘ ラ削 り、外面上半はヘ ラ削 り後 ナデ、 3 ．淡赤褐色

3 ．・9．．6． 部は．扁平 な球形 で、鹿部 は木安定 な平 以下はハケ 目。 4　 口縁部 か ら体部 にか

P L ．32 C 2 底。 け黒斑

－170 小
1 ．　 9．6

完形品。・ 口縁 部内 ・外面 はヨコナデ、体部 内面 1 ．やや密 ：細 砂粒 を含

口縁部は内湾気味 にやや長 くのび、外 ヰ 位 までナデ、鹿部 はナデアゲ。外面 む

126

P L ．32

丸

B l

2 ．10 ．3 反 し、端部 は丸 く終 る。頚部の境 は明 はナデ、鹿部はパケ 目。 2 ．堅緻

3 ．10－．8 醸。体部 はやや肩 のはった球形。 3 ．淡褐色

4 ．体部 に黒斑
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

171 小
1 ．　 5．3

完形品。 ［］緑部 内 ・外面は ヨコナ デ。頚部内面 1 ．やや密 ：細砂粒 を含

目線部 は内噂 気味 にのび、端部は丸 く 土へラ削 り。休 部内面は ヨコナデ、底 む

066

P L ．3 2

丸

C 2

2 ．　8 ．2 終 る。頭部 の境 は明瞭。体部は扁平 な 部 はナデ、外面はナ デ。 2 ．堅緻

3 ．　 7．7 球形。 3 ．淡褐色

4 ．

1 72 小
1 ．　 8．3

完形品。 口縁部 内 ・外面 はヨコナデ。頚部 内面 1 ． やや粗 ：粗 砂粒 を含

Ⅱ縁 部は屈折 しなが ら外反 し、端部 は よパケ 目。休部内面上半 はナデ、以下 む

177

P L ．3 2

丸

C 2

2 ・　 8．5 外上方 に－丸 く終 る。頚部の境は明瞭。 よナデ アゲ。外面上半 はパ ケ目後 ナデ 2 ．堅緻

3 ．　 6．9 体部 は扁平 な球形。 下 半はナデ、鹿部 に粗 いパ ケ日。 3 ．茶褐色

4 ．

173 小
ⅰ．　 7・6

完形 品° 口縁部内 ・外面 はヨコナデ。体部 内 ・ 1 ． やや密 ：細砂粒 を含

［－1線部 は屈折 しながら外反 し、端部 は 外 面は粗 いヘ ラ削 り。鹿部 内面はナデ む

04 1

P L ．3 2

丸

C 3

2 ．　 7．9 外上 方にやや尖 り気味に終 る。頚部 の 2 ． 堅緻

3 ．　 8．7 境 は明瞭。体部は球形。 3 ．淡 黄褐色

4 ． 日緑部 か ら休部 にか

け黒斑

17 4 小
1 ．　 9 ．3

完形 品。 口緑部内面 は粗 いパケ一目、外面は粗 い 1． 密 ：中砂粒 を含 む

目線部 は屈 折 しながら短 く外反 し、端 タテパ ケ目。端部 内 ・外面は ヨコナ デ 2 ． 堅緻

31 8 丸
2 ．　 8 ．6 部 は外上方 に丸 く終 る。頚部 の境 は明 頭部外面 はヨコナデ。休部 内面はヘ ラ 3 ・ 暗灰褐色

3 ．　 8 ．0 瞭 。休 部はやや扁平 な球形。 削 り後 ナデ、外 面はヘ ラ削 り後 ヨコナ 4 ． 口緑部 から体部 にか

P L ．3 2
A 3 デ。 け黒斑

17 5 小
1 ．　 8 ・1

完 形品。 目線部 内面 は ヨコナデ、外面は ナデア 1 ．密 ：細砂粒 を含む

口緑 部は内等気味 に開 き、端部 は外上 ゲ。体部 内面上半はヘ ラ削 り、下半 が 2 ・堅緻

04 4

P L ．32

丸

C 2

2 ．　 7 ．8 方 に丸 く終 る。頚部 の境 は明瞭。休 部 ナデアゲ。外 面はナデ。 3 ・淡褐色

3 ．　9 ．2 は球形。 4 ．休部 に黒斑 ？

176 小
1 ．　8 ．1

完形品。 口縁部 内面は ヨコナ デ、外面 はパケ目 1 ．粗 ：粗砂粒 を含む

［］緑部は屈折 しなが ら外 反 し、嘩部は 後 ヨコナデ。体部内面 はヘ ラ削 り、外 2 ．堅緻

15 9－1

P L ．33

丸

C 2

2 ．　9 ．0 外－上方 に丸 く終 る。 頚部 の境は明瞭。 面上 半は タテパ ケ目、中位 以下はナデ。 3 ．暗茶褐色

3 ．　9 ．0 休部はやや扁平 な球形 。 4 ．体部 に黒斑

177 小
1 ．　8 ．0

完形品。 口緑部 内 ・外面 はヨコナデ。休部 内面 1 ． やや粗 ：中砂粒 を含

口縁部 は屈折 しなが ら外反 し、端部 は は剥離のため調整不明 、外 面は タテハ む

178 丸
2 ．10 ．0 外・上方 に尖 り気味 に終 る。－頚部の境 は ケ目後ナデ。 2 ． 軟質

3 ．　 9－．3 明瞭。体部 は扁平 な球形で、鹿部 はや 3 ．淡 茶褐色

P L ．3 3 C 2
ヽ

や尖 り気味。 4 ．体部 に黒斑

178 小
上　 8．1

完形品。 口縁部内 ・外面 は ヨうナデ。体 部内面 1． 密 ：中砂粒 を含 む

Ⅱ縁部 は内琴気味 に長 くの び、外 反 し はヘ ラ削 り、－外面上 半は ヨコナデ、中 2 ． 堅緻

32 1

P L ．3 3

丸

C 2

2 ．　 8・4 て、端部 は外 上方に面 を有す。頚部 の 位 以下はナデ （一部粗 いパケ目が残る。） 3 ． 暗茶褐色

3 ．　 8．8 境 は明瞭。体部 は扁平 な球形。 4 ．口縁部 から体部 に黒

斑

179 小
上　 8・3

完形 品。 口緑部内 ・外 面は ヨコナデ。肩部内面 1 ．やや粗 ：中砂粒 を含

Ⅱ緑部 は内等気味 しこ長 くの び、外反 し はナ デ、外面 は ヨコナデ。体部内面中 む

140 丸
2 ．　 9．4 て、端部 で外上方 にの び尖 り気味 に終 位以下 はヘ ラ削 り、外面上半 から中位 2 ．堅緻

3 ．　 9．9 る。 頚部の境は明瞭。休部 はやや扁平 まで はヨコナデ、以下は不定方向のへ 3 ．淡茶褐色

P L ．3 3
C 2 な球形。 ラ削 り後 ナデ。鹿部はナデ。 4 ．

18 0 小
1 ．　 8．2

完形 品。 Ⅱ縁部内 ・外 面は ヨコナ デ。肩部内面 1 ． やや粗 ：粗 砂粒 を含

目線 部は内等気味 に長 くのび、端部 は は ナデ （指 頭押圧痕 を残 る）。外面 は ヨ む

31 7 丸
2 ．　 9・2 面 を有す。休部 は球形 で、鹿部 は不安 コナ デ。休部 内面中位 はヘ ラ削 り、下 2 ・堅緻

3 ．1 9．5 定 な小 さい平底。 半はナデ、外面上半 はヨコパケ目、中位 3 ．淡 黄褐色

P L ．3 3
C 2 以下 は斜 行パケ 目。鹿部 は一定方 向の

パ ケ目。

4 ．
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番 一号

種 ．l

類
法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の ．特　 徴 備　　　　 考

18 1 小
－上　 8．6．

完形品。 口縁部内 ・外面は ヨコナデ。 肩部 内面 1 ．密 ：中砂粒 を含む

自縁部 は屈折 しなが ら外 反 し、端部 は こ粘土接合痕 を残す。体部 内面中位 ま 2 ．堅緻

14 5 丸
2 ・　 8．8 ／ 丸 く終 －る。 頚部 の境 は明瞭。体部 はや でげナデ工以下 はナデアゲ。外 面中位 3 ．暗褐色

5 ． 9．2 や肩 の．はった球形で、鹿部 は平底気味 。 まで はタテパ ケ目後 ナデ （部 分的 にハ 4 ． 言縁部 か ら休部 に か

P L ．33
C 2 ケ目が残 る。）以下 はヘラ削 り。 け黒斑

18 2 小
上　 7 ？8 ／

完形 品。 口縁部内 ・外面 は ヲコナデ、中位 はハ 1．密 ：粗 砂粒 を含む

口縁部 は内等気味 に一向 き、端部 は尖 り ケ目、工端部 は ヨコナデ。－肩部外面 はヨ 2 ． 堅緻

14 6

P L ．33

丸

C 2

2 ．　9 ．3 気味 に終 る。頚部の境は明瞭。体部 は コナデ。体部 内面中位 まではヘラ 削 り 3 ．淡灰 褐色

3 ．　9 ．1 扁平－な球形で、底部は不安達 な平底。 下半以下 は ヨコナデ、外面は ナデ。 4 ．口縁 部か ら体部 にか

け黒斑

183． 小
上　 9 ．2

完形品。 口縁部 内 ・外面は ヨ云ナ デ。体部 内面 1 ．密 ：粗砂粒 を含 む

口縁部 は内替気味 に開 き、．端部 は尖 り ま不定方向のヘ ラ削 り、外面 中位 まで 2 ．堅緻

－150

P L ・3 3

車

C 姦

2 ， 9．3 気味 に終 る。頚部の壇 は明瞭 。体部 は が ．ヨコ ・タデのパ ケ目、以下 がナデ。 3 ．淡褐色

3 ．　 9・2 球形。 口径 と体径 はほぼ等 し－い。．
4 ．日縁部 から休部 にか

け黒斑

184 小
1 ．・．9．2 ノー

完形品。． 口縁部内面 はヘ－ラ削 り、外 面はパケ 目 上　 密 ：粗砂粒 を含む

由縁部 は内等気味 に開 き、端 蔀 は外上 後 ヨコナ デ （．一部パ ケ目．が残 る）。 2 ．堅糸致

14 4 丸
2 ．　 9．0 方 に引 き出 され面 を有す。。頚部 の・境 は 休部内面上半 はヘラ削 り、以下は ナデ 3 ．暗茶褐色

3 ．　9 ．6 明瞭。休部 は球形。口径 と体径 はほぼ 外面 はヘ ラ削 り後 ナデ。 4 ． 口縁部 か ら休部 にか

P L ．33
C 2 等 しい。 け黒斑

18 5 小
1 ．　8 ・7

完形品。 口縁部内 ・外 面は ヨコナデ。体部内面 上 密 ：粗砂粒 を含 む

口縁部は内等気味 に長 くの び、魂部は 上単 はナデ、以 下はナデ 7 －ゲ。．外面上 2 ．．堅緻

153

P L ．33

丸

C 2

2 ・ 9 ・2 外上方 ．に尖 り気味 に終 る。頚部 の境は 半は ヨコナデ、以下 は丁寧 なヘ ラ削 り。 3 ．淡灰褐色

3 ．10 ．2 明瞭。・体部は球形で 、鹿部 は尖 り－気味 4 ．体邸 に黒斑

1料6
小
1－．　 8．1

体部中一位工部 欠損。 口縁部内 ・外面 はヨコナデ言体部 内面 1 ．粗 ：．粗砂粒 を含む

口縁部 は内等気味．に短 く開 き、．端部 は は左 ・左上 ・上方向 のベ ラ削 り。．外面 2 ．堅緻

308

P L ．3 3

一丸

C 2

2 「 8・5※

3 ．　 8．7

外上方 に引 き出 され尖－り気味 に終 る。

頚部 の境 は明瞭。休部 は球形 で、鹿部

はやや尖 り気味 。

はナデ。． 3 ．灰褐色

4 ．

18 7 小
1 ．　7 ．2

完形 品。 口縁部内 ・外面 は タテパケ 目後 ヨコナ 1 ．粗 ：粗 砂粒 を含む

目線部 は短 ．く屈折 しそ外上方 に開 き．、 デ。休部外面 中位 まで続－く－。以下 は夕 2 ． 軟質

22 6

P L ．33

一　丸

C 2

2 ．　8 ．4 端部 は丸 く終 る。－頚部の境 は明瞭。体 テパケ日。内面 は上方 にナ デアゲ。 3 ．淡灰褐 色

3 ．． 8 ．0 一部 は扁平 な球形で、鹿部 は尖 り気味。 4 ．休部 に黒斑

188 小
L　 7j

完形品。 口緑部 内 ・外面は ヨコナデ。体部 内面 上　 密 ：粗砂粒 を含 む

口縁邸 は短 く屈折 して外 上万 に開 －き、 上半はナナ （指頭押圧痕 を残 す。）中位 2 ．堅緻

206 丸
2 ．　 7．8． 端部 は丸 く終 る－ら 頚部 の境は明瞭。体 以下は上万向のナ デアゲ。．外面 上半は 3 ．淡赤褐色

3 ．　 7．4 部 はやや肩 のはった球 形で、－鹿部 は不 ヨコナデ。中位以下 はヘ ラ削 り後ナデ
4 ．体部 に黒斑

P L ．34 C 2 安定 な平底。 鹿部はナデ。

18 9 小
1－上　 8．4

完形 品。 口縁部内 ・外面 は ヨコナデ。体 部内面 1 ．密 ：粗砂粒 を含む

自縁部 は短 く屈折 し．て開 き、．端部 はや は左上方向 のナ デアゲ。外面上半は ヨ 2 ．堅緻

21 4

P L ．34

丸

C 2

2 ・．8°・q や外 方 に尖 り終 ろ。頚部の境 は明瞭 。 コナデ 、中仙 ．まタテパケ 目、下半 はナ 3 ．茶褐色

3 ．　7 ．9 体部 は球形で、一一底は尖 り気味 。、 デ ・ヨコナデ。 4 ．

190 小
1 ． 9．4※

％残存。 口縁部 内 ・外面、肩外面 はヨコナデ。・ 上　 密 ：粗砂粒 を含 む

口縁部は外反 し、端部 は外 方 に丸 く終 体部 内面は右 方向のヘ ラ削 り。外面 中 2 ．堅緻

323

P L ．34

丸

C 2

2 ． 8．8※ る。頚部の境 は明瞭。一体部 はやや肩の 一位 はナデ、．以下は不定方向 のパ ケ目後 3 ．時茶褐色

3 ．　 8．0 は った扁平 な球形。 ナデ。鹿部内面－はナ デ。 4 ．．目線 部 から休部 にか

け黒斑
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

19 1
小
1 ． 8 ．3

2 ． 8 ．7

完形 品。 Ⅱ緑部内 ・外 面は ヨコナ デ。体部内 面 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含
口縁部 は短 く外反 し、端部 は尖 り気味 上半は右方向 のヘ ラ削 り後 ヨコナデ。 む

18 2

P L ．3 4

丸

C 3

に終 る。頚部 の境 は明瞭。体部 はやや 下半はヘ ラ削 り。外面上半 はナデ （中 2 ．堅緻

3 ． 8 ．1 扁平 な球 形。 位 に一部分パ ケ目が残 る）下半 は細 い 3 ．淡灰 褐色

4 ・
斜 行パ ケ目° 4 ．体部 に黒 斑

19 2 小
1 ． 7．5

2 ． 8．7

完形品。 目線 部内面 か ら端部 は ヨコナデ、外面 1． やや粗 ：粗 砂粒 を含
口縁部 は短 く外反 し、端部 は丸 く終 る。 は アテパ ケ目後 ナデ。体部 内面はナデ、 む

154

P L ．3 4

丸

C 3

頚部 の境 は明瞭。体部は球形 で、鹿部 鹿部内面 はナデアゲ、外面 は タテ ・斜 2 ．堅緻

3 ． 8．8 はわず かに尖 り気 味。 行パケ 目後 ナデ、鹿部 外面 は不定方向 3 ．灰褐色

4 ． のヘ ラ削 り。 4 ．体部 に黒斑

193 小
l ・ 8 ．7

2 ． 8 ．9

完形品。 口緑部 内面はパ ケ目後 ヨコナデ、外面 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含
口緑部は内幸気味 に開 き、端部は丸 く は ヨコナデ°粘 土接合痕 を残 す。体部 む

056

P L ．34

丸

C 3

終 る。頚部の境 は明 瞭。体部は球形。 内 面は指頭 押圧 後 ヨコナデ、－下半以下 2 ．堅緻

3 ．　9 ・0 はナデ。外 面上半 はナデ、中位以 下は 3 ．淡 茶褐色

4 ． 右下方向 の粗 いヘ ラ削 り。 4 ．

19 4 小
1 ． 8 ．8＋

2 ． 9 ．7※

3 ．

4 ．

体部 下半欠損。 Ⅱ緑部内 ・外 面は ヨコナデ。体部 内面 1 ．密 ：細砂粒 を含む
口縁部 は外反 し、端部 は尖 り気味 に終 は左方向 のヘ ラ削 り、外面上半 はナデ、 2 ．堅 緻

32 8

P L ．34

丸

C 2

る。 以下 は斜行 パケ目。 3 ．時灰 褐色

4 ．

19 5 小
ⅰ． 9 ．1

2 ． 10．2

完形品 。 目線部内面 は粗 い斜 行パ ケ目、外面 は 1 ．密 ：細 砂粒 を含 む
口縁部 は外反 し、端部 は丸 く終 る。 タテパ ケ目、端部 は ヨコナ デ。体部内 2 ．堅緻

30 5

P L ．3 4

丸

C 2

頚部 の境 は明瞭。休部は やや扁平 な球 面はヘ ラ削 り、外面上半 は タテパケ 目、 3 ．暗褐色

3 ． 10．0

4 ．

形 で、鹿部 は不安定 な小 さい平底 。 中位 は ヨコナデ、下半は タテパ ケ目、

底・部は ヨコパ ケ目。

4 ．休部 に黒 斑

196 小
1 ．　 7．3

2 ．　 8．1

鹿部欠損。 口縁部 内面は ヨコナデ、外面 は タテハ 1．密 ：細砂粒 を含 む

口縁部 は外反 し、端部 は丸 く終 る。 ケ目後 ヨコナ デ。頚部内面 はヘ ラ削 り。 2 ．堅緻

0 95

P L ．3 4

丸

C 2

頚部の境 は明瞭 。体部 は球形。 体部 内面は右上方向 のヘ ラ削 り、外面 3 ．時黄褐色

3 ．

4 ．

上半 よ り中位 は ヨコナデ、以下は右方

向 のヘ ラ削 り。

4 ．

1 97 小
1－． 7．9

2 ． 8 ．5

体部 下半欠損。 口縁部 内面は ヨコナデ、外面は タテハ 1 ．密 ：細砂粒 を含 む
口縁部 は内等気味 に開 き、端部は尖 り ケ目。体部 内面中位 はナデ アゲ、ヘ ラ 2 ．軟質

3 32

P L ．34

丸

C 3

気 味 に終 る。頚部 の境 は不明瞭。休部 削 り。 3 ．赤褐色

3 ．

4 ・

は球形。 全体 に磨滅 がは げ しい。 4 ．口縁部 に黒斑

19 8 小
1． 10 ．3

2 ． 11 ．0

3 ．

4 ．

体部下 半欠損° 口緑部内 ・外 面は ヨコナデ。体部 内面 1 ．密 ：粗砂粒 を含む
口縁部 は屈 折 しながら外反 し、端部 は は上方向 のナデアゲ、外面 は肩部 まで 2 ．堅 緻

3 12 ．

P L ．34

丸

C 3

外上方 に面 を有す。頚部 の境 は明 瞭。 ヨコナデ、以下 は部 分的 にヘ ラ削 りを 3 ．暗 褐色
体部 は扁平 な球 形。 －残す不定方向 のパケ 目。 4 ．

19 9
小
1 ． 8．7

2 ． 10・7

完形品。 口縁部 内 ・外面 は ヨコナ デ。内面 の一 1 ．密 ：細 砂粒 を含 む －

口縁部 は外反 し、端部 は水平 に面 を有 部 にパケ 目が残 る。休部内面 中位 まで 2 ．堅緻

16 6 丸 し中央 に凹線 がめ ぐる。頚部の境 は明 が右 方向のヘ ラ削 り、以下 はナデアゲ。 3 ．淡 黄褐色

3 ． 10．8

4 ・

瞭。体部 はやや扁平 な球形 で　 鹿部 は 夕面上半は ナデ　　 位 以下 は右下方向 4 ．

P L ．3 4 C 3
　ヽ　　　－．一尖 り気味。 ヽ

と不定 方向のパ ケ一目。

200 小
1 ． 1 0．7

2 ． 1 1．7

完形品。 口緑部 内 ・外面、頚部 内面は ヨコナデ、 1． やや粗 ：粗 砂粒 を含
口縁部は屈折 しなが ら外反 し、端部外 体部 内面はナ デアゲ （ヘ ラ ？）外面 は む

136

P L ．3 5

丸

C 3

上方 に面 を有す。 頚部 の境 は明瞭。 粗雑 な不定方向のハ ケ目。 2 ．堅緻

3 ．．1 0．9

4 ．

体部 は扁平 な球形 で、鹿部 は尖 り気味 。 3 ．暗褐色

4 ．
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 －・手 一越　 の　 特　 徴 備　　　　 考

201 小
1 ． 牢．・5

完形 品。 口緑廓 内 ・外 面は－ヨコナデ。休部内面 1 ．やや粗 ：粗 砂粒 を含 1

言縁部 げ内等気味 に開 き、端部 は外上 はヘ ラ削 り、外 面上半は ヨコナ デ、 中 む

－　018

P L ・35

丸

C 3

2 ． 9．6 方 に尖 り気味 に終 る。頚部 の境 は明瞭。 位 は タテパ ケ目、以下は不定方向のハ 2 ．堅 緻

3 ．10．2 体部 は球 形。鹿部 －はわずか に凹 む丸底。 ケ目。

、童

3 ．灰 褐色

4 ．体部 に黒 斑　 外面

202 小
1 ． 6 ．8 －

2 ． 7 ．3

完形 品．。 臼縁部 内 ・外面は ヨコナ デ。外面 の一 l ・密 ：紳 砂粒 を含 む

口縁部 は短 く内等気味 に開 き、端 部は 部 に タテパケ目が残 る。体部内－面上 半 2 ．堅緻

090

P L ．35 ．

丸

D l

尖 り気味 に終 る。頚部 の境 は明瞭。体．はヘ ラ削 り、以下はナデ。外面 は丁寧 3 ．茶褐色

3 ． 6 ．6 部 はやや扁平 な球形。 なヘ ラ削 り。 4 ．

20 3 小
1 ．　7 ．0

2 ． 8 ．2

完 形品。 口縁部 内面は タテパ ケ目後 ヨコナデ。 1 ．密 ：中砂粒 を含 む

、口緑 部は短 く内等気味 に開 き、端部 は 外 面端部 は ヨフナ デ、 口縁部 か ら休部 2 ．堅緻

202 ．

P L ．35

丸

D l

尖 り気味 に終 る。頚部 の境 は明瞭。体 よ細 い タテノー、ケ 目後 ヨコナデ。体部 内－3 ．赤褐色

3 ．　 7．8 部 は肩一の．はったいびつな球形 。 面はヘ ラ削 り。 4 ．

20 4 小

主　 9．0

2 ．工　 9．2

完形品。 口縁部 内 ・外面 はヨコナデ。 内面 にハ 上　 粗 ：粗 砂粒 を含 む

口緑部内．琴気味 に外 上方の開 き、端部 ケ 目が残．る。体部 は横方向 の今ラ削 り。 2 ．軟質．．

307

－　P L ．35

丸 ．

E l

よ尖 り気味 に終 る。頚部の－境 は不明瞭。外 面は不定方向のパ ケ目後 ヨコナデ。 3 ．暗褐色

3 ． 8．1 ．体部 は扁平 な球形 。口径 と体径 はほぼ

等 しい。

4 ・

20 5 小
1 ． 8．1

完形品。 口縁部内 ・外面 はヨコナデ。．頭部 内面 1 ．やや粗 ：中砂粒 を含

口縁部 は屈折 して外反 し、魂部 は外上 はナ デ、外面 はパ ケ目後 ヨコナデ （一 む

160 丸
2 ．　9．2 ．方 に尖 り気味 に終 る。頚部 の境 は明瞭。－部 パ ケ目が残 る）。体部 内面中位は ナ 2 ．堅緻

3 ． 9．0 体部 は球形 。 デ アナ、以下 はユ 豆オサエ。外面中位 3 ．茶褐色

P L ．35
D l は右方向 のパ ケ目、以下 はナデ。 4 ．体部 に黒斑

206 小
11 ． 8．7

体部下 半欠損 。 口縁部内 ・外面 は ヨコナデ。一体部内面 1． やや粗 ：粗 砂粒 を含

口縁部 は内等 気味 に外上方 に開 き、端 は左方向 のヘ ラ削 り。外面はパ ケ目後 む

309

P L ．35

丸

D ．1

2 ． 一部 は丸．く終 る。．頚部の境 は明瞭 。体部 ナ デ （級 別 勺にパケ目が残 る）。－ 2 ．堅緻

3 ． は球形 。 3 ．黒褐色

4 ．

20 7
小
1 ． 8 ．8

2 ・ 9 ．5

完形 品。・ 口縁部 内 ・外面は ヨコナデ。頚部内面 1 ．密 ：細砂粒 を含む

口緑部 げ短 く内等気味 に開 き、端部は はヘ ラ削 り、外面 は ヨコナヂ （部分的 2 ．堅緻

190

P L ．35

九一

D l

丸 く終 る－。・．頚部の境 は明瞭。休部 はや にパ ケ日が残 る）体部 上半はユ ビオサ 3 ．暗褐色

3 ． 8 ．5 や肩 の下 がる扁平 を球形。 エ 、中位以 下は右 上方向のヘ テ削 り。

外 面上 半はナデ、下半はナ デ後 不定方

向 のパケ目。

4 ．

20 8 ・小
上　 6 」3

壷． 6 ．9

完形品。 口縁部 内 ・外面は ヨコナ デ。体部 内面 1 ．粗 ：粗 砂粒 、を含 む

口縁部 は短 く外反 し＼端部 は丸 く終 る。 はヘ ラ削 り、外面上半 はヨコナデ、．中一2 ．堅緻

083

P L ．35

丸

D 2

頚部の境 は明瞭。体部 はやや肩の ほっ 位以 下は タテ！＼ケ 目。 3 ．灰 褐色

3 ． 7 ，2 た球形。 4 ．目線部 か ら体部 にか

け黒斑

209 小
1 、．

完形品。 口縁部 内 ・外面は ヨコナデ。体部 内面 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

口縁部 は外上方 に短 く開 き、端部 は尖．はヘ ラ削 り、外面は！、ケ目後 ナデ （部 む

075 丸
2 ．11．6 り気味 に終 る。頚部 の現 は明瞭 。 分的 に．パケ 目が残 る－）。 2 ．堅徽

3 ． 休部 は扁平 な球形 で、鹿部 はや や平担 3 ．淡赤 褐色

P L ・35
D －2 に仕上 げる。． 4 ．口緑部 に黒斑

210 小
1 ． 6．7

完形品。 口縁部内 ・外 面 はヨコナデ。体 部内面 －1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

口緑部 は短 く外反 し、端部は外上方 に はへ ．ラ削 り、ノ外面 は．ヨコナデ。 む

195－1

P L ．35

丸

D 2

2 ． 8－．1 面 を有 す。頚部 の境 は明瞭。体部 は扁 2 ．堅緻

3 ．　7．5 平 な球形 で、鹿部 は尖 り気味。 3 ．淡褐色 －

4 ．
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

211 小
1 ．　7 ．4

完形 品。 廿縁部内 ・外 面は ヨコナデ。体部内面 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

目線 部は短 く外反 し、端部 はほぼ水平 上半はエ ビオサエ、中位 はナデ、下平 む

15 9－ 2 丸
2 ．　8 ．9 二面 を有す。頚部 の境 は不明瞭。 まエ ビオサ エ。外面中位 までナデ、下 2 ．堅 緻

3 ．　8 ．1 休部 は球形。 半は粗 いパ ケ目後ナデ、凹凸 がはげ し 3 ・淡灰 褐色

D 2 い。 4 ．休部 に黒斑

212 小
1 ．　8 ．0

完 形品。 Ⅱ縁部内面 は粗 いヨコパ ケ日。外 面は 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

Ⅱ緑 部は短 く外反 し、端部 は丸 く終 る。 ヨコナデ。体部 内 ・外面 はナデ。 む

043

P L ．3 5

丸

D 2

2 ．　8 ．9 頚部 の境 は明瞭。休部 は扁平な球形 で、全体 に磨滅 がは げ しい。 2 ．堅糸致

3 ．　8 ・3 鹿 部は平底気味。 3 ．淡 灰褐色

4 ．休部 に黒斑

213 小
1 ．　 8．2

完形品。 口緑部 内 ・外面は ヨコナデ。頚部外 面 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

口縁部は短 く内等気味 に開 き、端部は の一一部分 に タテパ ケ目が残 る。体部 内 む

173 丸
2 ．　 9．1 尖 り気味 に終 る。頚部 の境 は明瞭。 面中位 までは右方向 のヘ ラ削 り、以 下 2 ．堅緻

3 ．　 7．9 体 部は凹凸の はげ しい扁平 な球形。 まナデ。外 面 ヒ半 は ヨコナデ、中位 か 3 ．茶褐色

P L ．3 6 D 2 ら下半 はナデ、鹿部 はヘ ラ削 り後部 分

的 にナデ。

4 ．

2 14 小
1 ．　 9．1

完形品。 口緑部 内面は ヨコナデ、外面は タテハ 1 ．密 ：中砂粒 を含む

口緑部 は短 く内等 気味 に開 き、輝 部 は ケ目後 ヨコナデ。頚部外面 はヨコナデ。 2 ．堅緻

0 92

P L ．3 6

丸

D 2

2 ．　 9・4 尖 り気味 に終 る。頚部 の境 は明瞭。 休部 内面はナデ アゲ、外 面は斜 行パケ 3 ．茶褐色

3 ．　 7．5 休部 は重心 の低 い扁平 な形態で、鹿部

は小 さい平底。

目、下 半 ・鹿部 はナデ。 4 ．休部 に黒斑

21 5 小
1 ．

完形品。 口縁部 内 ・外面 は ヨコナデ。体部内面 上　 やや粗 ：中砂粒 を含

目線部 は短 く外 反 し、端部 は丸く終 る。上 半はエ ビオサ エ、中位はナ デ、下半 む

12 4 丸
2 ． 10．7 休部 は扁平 な球 形で、鹿部 は尖 り気味 まナデアゲ。外面 中位 が粗 い斜行パ ケ 2 ・堅緻

3 ．　 8．7 目、下半は ヨコナデ。 3 ．淡褐色

P L ．36
D 2 体部 は全体 に磨滅 して いる。 4 ．

21 6 小
1．　 8．3

完形品。 口緑部 内 ・外 ・肩 外面は ヨコナデ。体 1 ．やや粗 ：粗砂粒 を含

口縁部 はほぼ垂直 に立 ち上 が り、端部 部内面 はナデ アゲ後 ナデ。外 面上 半は む

09 1 丸
－2 ．　 9．2 は尖 り気味 に終 る。頚部 の境 は不明瞭。 ナデ、以下 は不定方向 の粗 いパケ 目。 2 ．堅緻

3 ．　 8．2 体部 は扁平 な球形。 口縁部 か ら肩外面 にかけて粘土接 合痕 3 ．淡 褐色

P L ．36 E l 跡 が残 る。 4 ．

2 17 小
1 ．　8 ．8

完形 品。 口縁 部内面 は斜 行パ ケ目後 ヨコナデ、 1 ．粗 ：粗砂粒 を含 む

口緑部 はわず かに屈折 して外反 し、端 外面は ヨコナデ。体部内面 はヘ ラ削 り、 2 ．堅 緻

10 4

P L ．36

丸

D l

2 ． 11 ．0 部 はやや外方 に開 き丸 く終 る。 頚部 の 外面上半 はヨ コナデ、中位 は細 い斜行 3 ．黒 褐色

3 ．　9 ．9 境 は明瞭。・体 部 は扁平 な球形 で、鹿部

は平底気 味。

パケ 目、下半 は ヨコナデ。

＼

4 ．

2 18 小
1 ．　8 ．1

完形 品。 口縁部内 ・外 面は ヨコナデ。体部 内面 1 ・粗 ：粗砂粒 を含む

口緑部 はほぼ垂直 に立 ち上 が り、端部 はナ デアゲ、外面 はヘ ラ ミガキ。 2 ．堅緻

1 94

P L ．36

丸

E l

2 ．　8 ．0 は尖 り気味 に終 る。 頚部 の境 は屈 折せ 3 ．淡 赤褐色

3 ．　7 ．8 ず、体部 は全体 にビー カー状 の形態 を

なす。鹿 部は不安定 な平底 。口径 と体

径 はほぼ等 しい。

4 ．休部 に黒斑

219 小
1 ．　7 ．0

体部 下半欠損。 口縁部内 面は タテナデ後 ヨコナデ、外 1 ．密 ：細砂粒 を含む

口縁部 はほぼ垂直 に短 く立 ち上 がり、 面 はヨコナデ。体部内 面は右 方向のヘ 2 ．堅緻

3 31 丸

E l

2 ．　 9．6 端部 は尖 り気味 に終 る。頚部 の境 は明 ラ削 り、外 面は ヨコナデ。 3 ．暗褐色

3 ． 瞭。体 部は球形。 4 ． 口縁部 か ら体部 にか

け黒斑

220 小
1 ．　8 ．9

完形品。 口緑部 内 ・外面 は ヨコナデ。体部内面 1 ．密 ：粗砂粒 を含 む

口縁部は ほぼ垂直 に立 ち上 がり、端部 はナデアゲ、鹿部 内面はユ ビオサエ。 2 ．堅緻

2 1 5

－　P L ．3 6

丸

E l

2 ．　 9．6 は尖 り終 る。 頚部 の境 は不明瞭。 外面上 半は ヨコナデ、下半は不定方向 3 ．淡 褐色

3 ． ．9．1 体部は球形。 の粗雑 なパケ 目。 4 ．
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番　 号
種

類
法　 量 形　 ノ態　 の　 特　 徴 手　 法　 の －　特 ・徴 備 一　　　 考

221 小
－1．． 7．1※

2 ．1－0．0※

完形品。 口縁部 内面は斜行 ナデ、端部 は ヨコナ 1 ．密 ：細 砂粒 を含 む

口縁部 は内等気味 に立 ち上 が り、端部 デ。外面 はナデ後 ヨコナデ。体部 内面 2 ．・堅緻

082

P L ．36

丸

E l

は尖 り気味 に終 る。頚部 の境 は不明瞭占 はヘ ラ削 り。外面 は一ヨコナデ。－ 3 ．淡 褐色

3 ．1－0・0※ 体部 は球形 。 4 ．休部 に黒斑

222 小
1 ． 7．2

2．． 7．2

休 部－下半 欠損 。 口縁部内 ・外 面は ヨコナデ。体部内面 1 ．密 ：細 砂粒 を含 む
言縁部 はわずかに外反 し、－端部 は尖 り －はヘ ラ削 り？－。 外面は不整 をナ デ。 2 ．堅緻

327

P L ．36

丸

E 2

気味 に終 る。 頚部 は く／びれず 、休部 は ．3 ．茶褐色

3 ． 全体 にビーカー状 の形態 をなす。

口径 と体径 は等 しい。

4 ．休部 に黒斑

223 小
1．． 8．3

ニ2 ． 7．1

－完形品。 口縁部 内 ・外面 はヨ コパケ 目後 ヨコナ 1． やや粗 ：細砂粒 を含
言縁部 は－わずかに外反 し、端部 は小 さ デ。率部 内 ・外 面はエビオサエ （ナデ）。 む

046 丸 ／ な面 をなす。 頚部 の境 は不明瞭。 休部 内面 は タテ ・ヨコナデ。外面 はヘ 2 ．堅緻

3 ． ／8．1 体部 はビーカー状 の形態 をなすムー鹿部 ラ削 り後粗 いナデ。 3　 淡褐色

P L ．36 E 2 は平底気味。 4 ．．鹿部 内面 に黒斑

224 小
1／． 9．6

2－．．11．3

完形品ム 口縁部 内面は ヨコパケ 目、外面 はタテ 1．や や密 ：細 砂粒 を含

口縁部 はほぼ垂直 に立 ち上が り－、端部 パ ケ目後 ヨコナデ。端部 はヨコナ デ。 む

304

P L ．36

丸

E 2

ま外上方 に引 き－出 され尖 り気味 に終 る。 頚部外面 は タテパケ 目。体部内面 はへ 2 ．堅緻

3 ・ 寧・7 頚部の境 は不明瞭 。休部 は扁平 な球形。 ラ削 り。外 面上半は ヨコナデ （磨滅 ？）

下半 は細 い タテパケ 目後 ナデ。

3 ．時赤褐色

4 ．休部 に黒 斑

225 中

丸

1－．． 9．0

2 ．

3 ．

体部欠損。．

口縁部 は長 く内等気味 に開・き、端部 は

口縁部 内 ・外面 は ヨコナデ。 1 ．密 ：粗砂粒 を含む

2 ．堅緻

333
外方 に丸 く終 る。頚部 の境 は不明瞭。 3 ．黒褐色

4 ・外面 にスス付着

226
中

丸

1 ．10．9

2 ．

3 ．

体部欠損。

口縁部 は直．線的 に外 反 し、端部 は丸 く

口縁部 内 ・外面 は ヨコナチ 。 1 ．粗 ：粗砂粒 を含む

2 ．軟 質

311
終 る。頚部の境 は不明瞭。 3 ．黒褐色

4 ．

22 7
小
、L

、2 ． 8・6
3 ．

口端部欠損。 口縁部 内 ・外面 はヨ コナ一デ。休部－上半 1 ．密 ：細砂粒 を含む

口縁部は直線的一に外 方す る。 －は タテパケ 目後 台コナデ、下半は ヨコ 2 ．堅緻

306

P L ．36

丸 ．

C 2

頚部の境 は明瞭。体部 は球形。 パ ケ。 3 ．赤褐色

4 ．外面 にスス付着

228
小

1－．、．

2 ． 9・2

口縁部上半．欠損。 口縁部 内 ・外面 はヨ コナデ。一頭部内 面 1 ．密 ：粗砂粒 を含 む

口縁部は わず かに外 反す る。頚部の境 はパケ 目。体部 内面 はナデ アゲ、外面 2 ．堅緻

187

P L ．37

ま明瞭。休部 は扁平 な球 形で、鹿部 は 上 半は ヨコナデ 、下半 はヘ ラ削 り後 ヨ 3 ．窯褐色

丸
3 ． 平底気味。 コナデ、鹿 部 はヘ ラ削 り。 4 ．

229

1 75

P L ．37

中

丸

、ⅰ・．

2 ・ 8 ．4

3 ・

口緑部 欠損ム 体廓 内面はナデ アゲ、外 面上半は ヨコ 1 ．粗 ：粗砂粒 を含 む

体部 は扁平 な球形 で、鹿部 は平底気味 。

●

ナデ、以 下はヘ ラ削 り。 2 ．軟質

3 ．暗褐色

4 ．胴部 中位 に黒斑

230
中

丸

1 ．－－10 ．0

2 ・．

3 ．

l

体部 欠損。 言縁部 内面 ・端部外面 は ヨコナデ。外 L　 やや密 ：中砂粒 を含
口縁部 は直線的 に外反 し－、端部 は外上 面 は粗 い タテパ ケ日子 頚部 内面は右 方 む

102－

P ．L ．5一つ

方 に面 を有す。頚部 の境 は明瞭云 向 のヘ－ラ削 －り．。外 面 は ヨコ ナデ。

l

2 ・堅緻

3 ．－黒褐色

4 ．
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　　 考

231 仲

丸

1．
口縁 部欠損。 口緑部内面 は斜 行パケ 目後 ヨコナデ、 1 ．密 ：粗砂粒 を含 む

口縁 部は内等気味 に開 く。 頚部 の境 は 外面 はヨ コナデ。体部 内面はナデ アゲ、 2 ．堅緻

207

P L ．37

2 ．　8 ・6

3 ．

明瞭。休部は扁平 な球形 。鹿部 は尖 り

気味 。

外面上 半は タテパ ケ目、以下 は ヨコナ

デ。

3 ．淡赤褐色

4 ．

232 中

丸

上
Ⅱ縁 部上半 欠損 ° 頚部 内面か ら体部外面上半 まで ヨコナ 1 ．やや粗 ：粗 砂粒 を含

口緑 部 は外反す る。頚部 の境 は明瞭。 デ。体部 内面はナ デアゲ、鹿部 はナデ。 む

315

P L ．37

2 ． 9．5

3 ．

休 部は球形。 外面 中位 以下は ナデ。 2 ．堅緻

3 ．黒褐色

4 ．体部 に黒斑

233 小
1 ．

目線部 欠損。 頚部 内面はヘ ラ削 り後 ヨコナデ。休部 L　 密 ：粗砂粒 を含 む

頚部の境 は明瞭 。体部 は肩のは った扁 内面はナデ アゲ 、外面上半 はヨコナデ、 2 ．堅緻

017

P L ．37

2 ．　 9．2 平 な球形 。 中位 以下は ナデ。 3 ．時 黄褐色

丸
3 ． 体部 外面 に丹塗 り？。 4 ．休部 中位 にスス付着

234 中

丸

1 ．
口緑部 欠損。 体部 内面上半 はナデアゲ、以下はエ ビ 1 ．粗 ：中砂粒 を含 む

体部 は球 形° オサエ、外面上半 は ヨコナデ、以下 は 2 ．堅緻

313

P L ．37

2 ． 8．4

3 ．

ナデ。 3 ．暗 黒褐色

4 ．

23 5 中

丸

1 ．
口縁部 欠損。 頚部内面 はユビ オサ工。休部内面 はへ 1 ．粗 ：粗砂粒 を含む

休部 は肩のは った扁平 な球形。 ラ削 り後 ナデ、外面はパ ケ目後 ヨコナ 2 ．軟質

326

P L ．37

2 ．10 ．0

3 ・

デ。 3 ．暗褐色

4 ．体部 に黒斑

236 小

丸

1 ．
口縁部 欠損。 体部内面上 半はナデ、下半 はナデアゲ、 1 ．密 ：細砂粒 を含む

体部 は肩の下 がった扁平 な球形 で、底 外面上半 は ヨコナデ、下半 は細 いパケ 2 ．堅緻

005

P L ．37

2 ．　9 ・9

3 ．

部 は尖 り気味。 目。 3 ．暗褐色

4 ．

23 7 仲

丸

1 ．
口縁部欠損。 頚部 内面はナデ。体部 内面中位 はエ ビ 1．密 ：粗砂粒 を含 む

休 部 は肩 の下 がった扁平 な球形。鹿部 オサエ、以下はヘ ラ削 り、外面上半は 2 ．軟 質

314

P L ．37

2 ．　 9．8

3 ．

は不安定 か J、さい平底 。 ヨ コナデ、中位以下 は細 いパケ 目。 3 ．淡赤褐色

4 ．休部外 面にス ス付着

238 中

丸

1 ．
口縁部 欠損。 体部 内面上半 はナデ、下 半はナデアゲ、 1．密 ：細 砂粒 を含 む

・頚部の境 は明瞭 °体廓 は肩の下 がった－外 面は ヨコナ デ、鹿部 はナデ。・ 2 ．軟 質

310

P L ．37

2 ．　 7．8

3 ．

扁平 な球形。鹿部 は平底気味° 3 ．淡褐色

4 ．

23 9 中

丸

1 ．
口縁部 欠損 。 休部 内面 はヘ ラ削 り、外面上半 はヨコ 1 ．粗 ：粗砂粒 を含む

頚部 の境 は明瞭。体部は肩の はった扁 ナデ、中位の一部 にヨコパ ケ目、以下 2 ．軟質

196

P L ．37

2 ．　 8．8

3 ．

平 な球形 で、鹿部 は尖 り気味。 はナデ。 3 ．淡 灰褐色

4 ．

24 0 小

丸

1 ．
頚部 ％ ・体部 残存。 頚部内面 は ヨコナデ。体部 内面上 半は 1 ．粗 ：細砂粒 を含 む

頚部 の境 は明瞭。休部 は肩 のはった扁 エ ビオサエ、中位以下 はナデアゲ。外 2 ・軟質

325

P L ．37

2 ． 9 ．1

3 ．

平 な球 形で、－鹿部 は尖 り気味° 面 は磨滅 のため調整不明° 3 ．灰褐色

4 ．
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番　 号
種

類
法　 量 形　 態　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 －備　　　　 考

24 1
小

丸

1 ．

2 ． 11 ・7※

3 ．

口緑部 ・鹿部 欠損。 体部内面上 半はナデ、中位 はナデアゲ。 1 ． やや密 ：細砂粒 を含

体部 は肩 のはった尖 り気味 の球形 ° 外面上半 は－ヨコナデ、中位 はヘ ラ削 り む

3 30

P L ．3 7

後 ナ デ。 2 ．軟 質

3 ．暗灰 褐色

4 ．

－　24 2 鉢

A

1 ． 15 ．2

2 ． 6 ．1

3 工　 9 ．7

完 形品 。 体部内面 は ヨコナデ ？、外面 は磨滅 の／ 1 ． やや粗 ：粗砂粒 を含

安定 した平底 か ら、内幸気味 に長 くの た め調整 不明。鹿部 内面はエ ビオサ工、 む

20 1

P L ．3 8

び 、端部．はやや内側 に丸 く終 る。 外面 は細 い タテパケ 目。 2 ．堅 緻

3 ．淡灰 褐色

－4 ．

2 43 鉢
1 ． 18 ．3

2 ．

鹿部一部 欠損 。 口緑部内 ・外 面は ヨコナ デ。体部内面 1 ． やや粗 ：粗砂粒 を含

口縁邸 は虜折 して外反 し短 くのび るo ま右方向 のヘ ラ削 り、鹿部 は左上方向 む

2 04
端 部 は水平 に面 をな し中央 に凹みがめ のヘ ラ削 り。外 面は粗 いパ ケ目後へ ラ 2 ．堅緻

B
3 ． 10 ・O※ ぐる。休部 は椀状 をなす。 削 り。部分的 にナデ が残 る° 3 ．橙 褐色

P L ．3 8 休 部外面 は凹凸がは げ しい。 4 ．外 面にスス付着

2 44 手
1 ． 4 ．2

2 ・

3 ． 3 ．3

完 形 品。

休部 は斜 め外方 に広 が り、口縁 端部 は

内面 はヨ コナデ、外面 はナデ ？。 1 ．密 ：細 砂粒 を含 む

2 ．竪緻

2 27
づ
く

ね

ほぼ垂直 に立 ち上 が り、尖 り気味 に終

る。

3 ・淡 黄褐色

4 ．休部 に黒斑

2 45 鉢
1 ． 12 ・7

2 ．

鹿部 欠損。 内面上半 は ヨコナデ、下半 はユビオサ 1 ．粗 ：粗 砂粒 を含 む

深 い壙形 で、体部 は外上方 にの び、 口 土。外面 は ヨコナデ、下半 に粗 いパ ケ 2 ．堅緻

3 52
縁 部 はわず かに内等 す る。端部 は尖 り 目痕 が残 る。鹿部近 くはベ ラ削 り？。 3 ． 黄褐色

C
3 ． 気味 に終 る。 4 ．休部 に黒斑

2 46 鉢
1 ． 1 1．0

2 ．

完形 品。 端部 内面 は ヨ・コパ ケ目後 ヨコナデ、外 1 ．粗 ：中砂粒 を含 む ．

砲弾形の深 い域形 をなす。鹿 部はやや 面 はヨコナデ。休部内面 は ヨコナデ、 2 ．堅 緻

134

P L ．3 8

尖 り気味の丸底。体部 は内等 気味 に外 外面 は粗 い タテパ ケ目。 3 ． 黄褐色

D
3 ． 6．8 上 方 に長 くの び、端部 は尖 り気味 に終

る。

4 ．鹿部 に黒斑

－2 4 7 率 ．
1 ． 14 ．2

完 形品。 端部 内 ・外面は ヨコナデ。体部 内面は 1 ． やや粗 ：粗砂粒 を含

安定 した平底．を持 つ体部 は突 出 した底 ナデアゲ、外面 はナデ。鹿部 内面はユ む

0 7 1

P L ．3 8

2 ． 5．0 部 か ら内等気味 に外上方 にの び、端部 ビオサエ後ナデ。外面 はナデ。 2 ．堅 緻

E
3 ． 6工，5 は 尖 り気味 に終 る。 3 ． 淡黄褐色

4 ．体部 に黒斑

2 48 鉢

D

1 ． 1 1・6

2 ．

3 ． 5・4

完 形品。 内面はナデ。端部外面 は ヨコナデ、以 1 ．粗 ：粗 砂粒 を含 む

深 い域 形 をなす。体部 は内等気味 に外 下 はナデ。 2 ． 堅緻

3 7 9
上 方 にの び、端部 は尖 り気味 に終 る。 3 ．淡 褐色

4 ．

2 4 9 鉢

F

1． 1 1．0

2 ．

3 ．

体部下半欠損。 体部 内面は ヨコナデ、外 面上半は ヨコ 1 ． 密 ：粗 砂粒 を含 む

体部上半 で屈折 し、口縁部 は内等気味 ナデ、下半は不定方向 のパケ目。 2 ． 堅緻

3 5 3
に外上方 に短 くのび、端部 は丸 く終 る。 3 ． 灰褐色

4 ．

2 50 坏

A

1． 11．8

2 ．． 6．0

3 ． 3．1

完 形品。 内面は左方向のヘ ラ削 り後へ ラ磨 き。 1 ． 密 ：粗砂粒 を含 む

体部 は内等気味 に短 くの び、端部 は丸 外 面はヘ ラ磨 き。 2 ． 堅緻

3 5 1

P L ．3 8

く・終 る。 3 ． 赤褐色

4 ． 鹿部外面 に黒斑
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Fig．42　SD－01出土土師器実測図②
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Fig．44　SD－01出土土師器実測図④
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Fig．45　SD－01出土土師器実測図⑤
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Fig．47　SD－01出土土師器実測図⑦
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Fig．54　SD－01出土土師器実測図⑭
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